
施策評価シート（平成２３年度実施分事後評価） 111

施策

№

111

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

消防本部救急搬送にかか

る市内病院搬送率（％）

％

(人)

74.1

 (1,766)

70.6

 (1,822)

80.0

○

②

診療所におけるささやま医療ｾ

ﾝﾀｰからの医師派遣者数

人 6 2 11 △

③

４か月児健診における小児救

急啓発冊子の配布率・指導率

％ 98 98 100 ○

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

４ヶ月健診を受診し保健

指導を行った実施率

【東雲・後川】　22年度医師派遣

を、23年度は市直接任用に変更

半日を１単位とした週当た

りの延べ派遣者数

関係課：健康課 医療保険課評価担当課名：福祉総務課

基本計画掲載

P.50・51

①①①①　　　　安心安心安心安心してしてしてして受受受受けられるけられるけられるけられる地域医療地域医療地域医療地域医療をををを守守守守りりりり、、、、育育育育てるてるてるてる

指標の説明

全体搬送率を100％とした

場合の市内病院搬送率。

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 市民一人一人がいきいきと豊かで暮らせるよう、健康の増進と食育を推進し、生活の

質の向上を図ります。また、健康の維持や回復、促進の重要な役割を担う医療機関と連

携しながら安心して暮らせる環境を整えます。

備考

(   )は救急搬送要請件数

施策名施策名施策名施策名

○ 市民誰もが気軽に相談できる「かかりつけ医」をもち、日常の健康管理を自ら意識

    し、実践できるよう取り組みます。

○ 地域医療を守るため、休日や夜間に、救急外来を受診される緊急性のない軽症患者

　 の受診（コンビニ受診）を控えるなど、医療関係者と患者の間に信頼関係を築いて

    いきます。

○ 万が一緊急な医療の提供が必要な場合に備え、市内での二次救急体制の整備を行う

　 とともに、病診連携を深め、市民が安心して医療を受けられる体制づくりを進めます。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○篠山市の地域医療を守り、認知症になっても安心して住み続けられる地域を実現するため、

医療、介護、地域に求められる連携のあり方を考える「地域医療フォーラム」を開催しました。

○「地域医療を守ろう」懸垂幕及び公用車に貼付するマグネット板を作製し、市民の地域医療

に対する意識・認識の普及啓発、向上を図りました。

○市内３病院には丹波地域病院郡輪番制と合わせ篠山輪番制度を実施することにより、緊急

搬送をできるだけ受け入れていただき、市民にとって安心安全な救急医療体制の維持に努力

されています。平成２３年の市内３病院による救急搬送の受け入れは、救急搬送全体の６８．

４％となりました。市全体での受入れは７０．６％となりました。

○国民健康保険直営診療所の東雲・後川巡回診療所は、7月から専任医師を管理者として迎

え、単体の診療所に戻すことができました。このことにより、日替わり派遣医師による診療から、

医師1名固定による診療へと変更になり、地域住民の「かかりつけ医」になるための基礎ができ

ました。

○４ヶ月健診時、小児救急啓発冊子を活用した保健指導により、９８％の保護者に対して適切

な救急のかかり方、かかりつけ医の推進を図ることができました。今後も丹波地域の小児救急体

制の整備とあわせ健診、訪問等さまざまな機会を通じ、地域医療に関する普及、啓発に取り組

む必要があります。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　地域医療を守るための取り組みとして、東雲・後川診療所は医師１

名を確保することで、診療体制の充実に繋げました。かかりつけ医

を持つことを推奨するなど、地域医療についての情報提供や普及

啓発を行っており、今後も継続します。

　救急医療の提供については、３病院において輪番時できるだけ緊

急搬送の受入れが確保できるよう体制維持に努力していただいたこ

とで、３病院での受け入れ率は微増となりました。引き続き、市内病

院への搬送率維持のため体制整備に努めます。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅰ．安心して暮らし続けられるまち

１．健康にいきいき暮らせるまちをつくる
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

11101 ％ 74.1 70.6 80 ○ B

11102

行：（３）-

4

人 2,035 1,989 2,160 ◎ A

11103

行：（３）-

4

人 447 396 360 ◎ B

11104

行：（３）-

4

人 3,465 3,276 2,900 ◎ B

11105

行：（３）-

4

人 86 20 100 △ B

11106 － － － － － D

11107 － － － － － D

11108

行：（３）-

4

人 7,242 7,588 7,600 ○ B

11109 日 16 16 16 ◎ B

11110 日 69 68 68 ◎ B

11111 日 493 493 493 ◎ B

11112 人 130 120 130 ○ B

11113 － － － － － B

11114 千円 90,000 90,000 90,000 ○ B

11115 千円 90,000 90,000 90,000 ○ B

11116

11117

11118

11119

11120

11121

11122

11123

11124

11125

11126

11127

11128

11129

11130

11131

11132

11133

11134

11135

兵庫医科大学医師確保対策費補

助金

90,115 補助金額

保健事業担当者研修・保健師研修・栄養士研

修・予防接種従事者研修等事業

1,149 －

救急医療対策補助金 90,191 補助金額

病院群輪番制事業 13,070

病院群輪番制年間

実施病院数

健康大学事業 2,622 参加者数

献血事業 1,375 献血日数

休日診療所事業 12,740 休日診療日数

東雲施設屋根改修工事 6,503 －

今田診療所診療業務 19,382 年間延べ患者数

東雲・後川・草山診療所保健事業 406 健康講座参加者

東雲施設空調設備改修事業 9,525 －

後川診療所診療業務 8,965 年間延べ患者数

草山診療所診療業務 2,127 年間延べ患者数

地域医療検討事務 2,044 市内搬送率

東雲診療所診療業務 2,379 年間延べ患者数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

112

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

特定健康診査の受診

率

％ 37 35 65 △

②

子宮頸がん検診受診

率

％ 21 22 25 ○

③ 健康教育参加者数 人 2,900 3,207 4,150 ○

主な施策指標

○特定健診は、丹南健康福祉センタ－で年間を通じた健診体制を確保し、実施しました。また

６５歳以上の方は、かかりつけ医推奨の観点から、医療機関健診の実施、さらに３月には地区巡

回による未受診者健診を実施しています。がん検診申込時に特定健診の受診勧奨を行う等、

受診率の向上のための対策を行いましたが、特定健診受診率は３５．２％で、前年度の３７．０％

を下回りました。今後は若年から健診の習慣をつけていくなどの啓発や、医療保険課との連携

をさらに強化し、平成２４年度で法改正後５年が経過するのを機に、受診率向上にむけた効果

的な健診のあり方を検討する予定です。

○子宮頸がん検診は、平成２３年１月より、中学２年生から高校１年生を対象とした子宮頸がん

予防ワクチン接種が始まったことを機に、無料ク－ポン券による検診事業の定着や、成人式に

て若年者へ受診勧奨するなど、予防啓発予防啓発にも力を入れています。受診者は増え、受

診率も22.0％と国の目標の50％に少しづつ近づいています。今後も学校保健との連携を強化

した予防啓発、がん検診受診率の向上をはかり、積極的ながん予防を推進していきます。

○健康教育では、愛育会、いずみ会等と連携した健康講座や出前健康教室による健康づくり

への啓発、また市内中学校の喫煙防止教育の取り組み等を行い、参加者数が増加しました。

今後は青年期、壮年期への啓発強化が課題であり、学校、地域、職域等様々な機関と更に連

携を図っていく必要があります。

指標の説明

特定健診を受診したもの

の割合

子宮頸がん検診を受診し

たものの割合

健康教育を受講した人数

　特定検診制度については、受診率が県平均より高いものの横ば

いとなっています。特定検診は健康づくりの基本であり、医療費の

抑制にも繋がることから、受診率向上に向けてさらに効果的な検診

のあり方を検討します。

　また、がん予防については、若年者への予防啓発に力を入れて

おり、他機関との連携により子宮頸がん検診を徐々にに定着させて

います。

　兵庫医大ささやま医療センター等との研究協力については、先駆

的な検診実績につながっており、今後も連携体制を強化した取り組

みを進めます。

計画通り

進める

○

－

施策の方向性
これまで

以上に

力をいれる

↑↑↑↑

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 市民一人一人がいきいきと豊かで暮らせるよう、健康の増進と食育を推進し、生活の

質の向上を図ります。また、健康の維持や回復、促進の重要な役割を担う医療機関と連

携しながら安心して暮らせる環境を整えます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 市民が正しい知識をもって健康的な生活習慣を実践できるよう、健康に関する学習

　 機会や健診の機会を提供します。

○ 地域で健康づくりの輪が広がっていくよう、地域活動を支援し組織間の連携を進め

　 ます。

○ 乳幼児期、学童・思春期、青年期、壮年期、高齢期と、それぞれのライフステージ

　 ごとにめざす姿を示し、個々に合った健康づくりを進めます。

中項目

Ⅰ．安心して暮らし続けられるまち

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

関係課：医療保険課評価担当課名：健康課

基本計画掲載

　P.52・53

②②②②　　　　健康健康健康健康！！！！ふれあいふれあいふれあいふれあい！！！！笑顔笑顔笑顔笑顔！！！！をつくるをつくるをつくるをつくる

１．健康にいきいき暮らし続けられるまちをつくる

総合評価総合評価総合評価総合評価

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

11201 世帯 6,450 6,420 6,400 ◎ B

11202 人 572 524 500 ◎ B

11203 人 8 18 20 ○ A

11204 人 6,892 7,458 7,100 ◎ A

11205 人 3,082 2,854 3,000 ○ A

11206 ％ － － － － B

11207 人 2,900 3,207 4,150 ○ B

11208 人 11,742 12,000 13,000 ○ A

11209 人 5,620 5,700 6,000 ○ B

11210 人 331 330 － － B

11211 ％ － － － － B

11212 回 3 3 3 ◎ B

11213 ％ 94 95 95 ◎ B

11214 回 180 180 180 ◎ B

11215 123より 世帯 33,702 31,726 32,000 ○ B

11216

11217

11218

11219

11220

11221

11222

11223

11224

11225

11226

11227

11228

11229

11230

11231

11232

11233

11234

11235

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

広報啓発パンフ作成事業 1,204

国民健康保険パン

フレット配布世帯数

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

８０２０運動事業 665

歯磨き教室参加者

数

重複・頻回受診相談事業 407 訪問・指導人数

健診等受診補助事業 8,294

がん検診等受診者

数

特定健診等受診補助事業 8,641 特定健診受診件数

健康増進事業総括事務 6,526

健康観（健康と思う

人の割合）

健康教育事業 3,304 健康教育参加者数

健診・がん検診事業 43,882 がん検診受診者数

健康相談事業 5,979 相談延人数

訪問指導業務 2,459 訪問指導延数

健康ささやま２１計画事業 206

健ささ目標達成率

（達成+維持）

歯科保健事務事業 517 関係会議開催数

予防事業 91,777

麻しん風しん予防

接種2期接種率

関係機関連絡事務・会議 11,082

連絡調整に関する

会議の開催回数

医療費通知事業 1,959 送付件数
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施策

№

113

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

朝食を毎日食べてい

る子どもの割合

％ 95 95 100 ○

②

学校給食における地元

（篠山産）野菜使用率

％ 16 20 25 ○

③ 篠山市いずみ会会員数 人 247 224 300 △

主な施策指標

○食育推進計画(H20年度～H24年度）に基づいて、各分野ごとに事業を実施しています。その

結果、朝食を毎日食べている子どもの割合は年々増加しています。乳幼児期から学童期を通じ

て、家庭と保育園、幼稚園、学校、地域が連携した食育の取り組みが実施できており、食育へ

の理解や関心が広まっています。生活習慣病の予防には、子どもの時からの規則正しい生活

習慣の確立が大切であり、今後も更に家庭、地域、学校、行政が連携し、生活の中に食育を定

着できるよう推進していくことが必要です。

○食育推進計画、中間年の平成２２度より食育推進の取り組みを一体化し、さらに広げて発展

させる目的で、未来を担う子ども達を対象として「食育推進大会」を開催しています。平成２５年

度には第２次食育推進計画を策定し、関係機関との連携のもと、さらなる推進を図ります。

○地元野菜使用率は年々向上してきているものの、天候に左右されやすく、また旬の時期のみ

に収穫された野菜を使用しているため、地元野菜を大量にかつ安定して確保し続けることが課

題です。より地元野菜を栽培しやすい安定した環境を作っていくことによって、より地域と協力し

やすい体制を構築していく必要があります。

○篠山の豊かな特産物と地域の伝統的な食文化を次世代へつなげるため、いずみ会活動を通

じて、子どもから大人まで幅広く食育に関する事業を実施しています。しかし、いずみ会会員の

高齢化や後継者問題は課題であり、子育て世代との交流を通して、いずみ会活動の普及・啓

発が必要です。

指標の説明

朝食を毎日食べている子

どもの数

食育推進計画に基づく市

民アンケート調査の結果

学校給食用野菜の全使用

量のうちの地元野菜使用

量

地域の食生活改善推進活

動を実践している人数

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　食育推進計画に基づき、「食育推進大会」の開催など、関係機関

との連携により分野ごとにさまざまな角度から食育を推進した結果、

朝食を毎日食べている子どもの割合が上がるなど一定の成果が上

がっており、今後も引き続き取り組んでいきます。

　計画の評価時期を迎えて、次期計画の策定に向けて食育に関す

る取り組みの更なる充実が必要となります。

計画通り

進める

○

－

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 市民一人一人がいきいきと豊かで暮らせるよう、健康の増進と食育を推進し、生活の

質の向上を図ります。また、健康の維持や回復、促進の重要な役割を担う医療機関と連

携しながら安心して暮らせる環境を整えます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 子どもから大人まで、市民一人一人が「食」を楽しみ、健全な食生活を実践できる

　 よう進めます。

○ 篠山の自然の恵みと地域のつながりを大切にし、安全安心な食生活を実践するよう

　 進めるとともに、篠山の伝統的な食文化の継承に取り組みます。

中項目

Ⅰ．安心して暮らし続けられるまち

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

関係課：中央公民館 学校教育課 学校

            給食センター

評価担当課名：健康課

基本計画掲載

　P.54･55

③③③③　　　　““““食育食育食育食育””””でででで人人人人をををを育育育育みみみみ、、、、まちをつくるまちをつくるまちをつくるまちをつくる

１．健康にいきいき暮らし続けられるまちをつくる

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

11301 人 43 40 40 ◎ B

11302 人 215 218 210 ◎ B

11303 校 23 23 23 ◎ B

11311 人 247 224 300 △ B

11313 ％ 95 95 100 ○ A

11306

11307

11308

11309

11310

11311

11312

11313

11314

11315

11316

11317

11318

11319

11320

11321

11322

11323

11324

11325

11326

11327

11328

11329

11330

11331

11332

11333

11334

11335

【再掲№32308】

食育推進事業

食育推進事業

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

【再掲№13118】

かぞくdeおいしんぼクッキング事業

339 受講者数

事業の

方向性

【再掲№13117】

郷土味学講座事業

945 受講者数

2,090 食育実施校数

食生活改善推進活動事業（いずみ

会活動）

3,191

篠山市いずみ会会

員数

8,342

朝食を毎日食べて

いる子どもの割合
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施策

№

121

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

① 地域サロン新規設置数 件

8

(44)

10

(54)

5

(78)

○

② 老人クラブ加入者数 人 7,096 6,668 6,750 ○

③

認知症サポーター養

成講座受講者数

人 3,958 4,600 5,800 ○

総合評価総合評価総合評価総合評価

関係課：健康課 福祉総務課評価担当課名：地域福祉課

基本計画掲載

　P.56･57

①①①①　　　　いつまでもいつまでもいつまでもいつまでも健康健康健康健康でででで安心安心安心安心してしてしてして地域地域地域地域でででで暮暮暮暮らすらすらすらす

2．一人一人を大切にするまちをつくる

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 一人一人が個人として自立しながらも、共に地域で暮らしていくために、“近所力〝を高

め、地域の触れ合い、支え合い、思いやりなどを育んでいくことを通じて、誰もが住み慣れ

た地域や家庭でいきいきと生活できるまちづくり、地域づくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 健康づくりと介護予防を地域で進めるとともに、高齢者が積極的に社会参加でき、

　 いきいきと暮らしていける取り組みを進めます。

○ 認知症高齢者支援対策や高齢者の権利擁護支援を進め、権利侵害の早期発見・早期

　 対応できる仕組みづくりを進めます。

○ 緊急時に対応できる体制の整備と充実を図ります。

中項目

Ⅰ．安心して暮らし続けられるまち

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　誰もが安心して暮らせる篠山市を目指していくうえで、その中核と

なる「ふくし総合相談窓口」を設置できたことは、権利擁護を進めるう

えで大きな一歩を踏み出すことができました。引き続き機能の充実

に努めていく必要があります。

　高齢者の社会参加については、自治会やまちづくり協議会単位で

のサロンの取り組みなどが重要となりますが、関係機関と連携のうえ

地域支援体制の充実を図ります。

　また、緊急時の対応については、緊急通報システムなどの在宅支

援サービスの普及啓発を図り、地域での見守り体制を構築します。

計画通り

進める

○

－

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

主な施策指標

○平成23年7月に「ふくし総合相談窓口」を開設したことで、相談窓口が明確になり、制度の狭間で

支援の届きにくかった方や複合問題を抱える方への支援が、トータル的にサポートできる機能を構築

しつつあります。相談件数も増加傾向にあります。

○市内では124の老人クラブが地域で活動されていますが、クラブ内の諸事情により会員数が減少

し、休会するクラブも多くなっています。高齢化が進み地域とのつながりが希薄になりがちな昨今、老

人クラブの必要性を再認識し、老人クラブの活性化を図るため、平成23年より、こんだ薬師温泉を利

用した「お達者クラブいきいき塾」を開催しました。健康講座受講後、入浴や食事を各クラブとの交流

も兼ねて行うことで、老人クラブの活性化とともに、健康づくりや介護予防を地域で取り組くむきっか

け作りとしました。

○認知症支援、権利擁護啓発の取り組みとして、職員自らが「成年後見制度」をテーマに寸劇を演じ

る市民講座を開催し、市民に対して周知を図っています。また、民生委員、福祉委員、愛育班、高齢

者大学等を対象にした啓発研修を行うことで、地域での見守りや相談窓口へつなぐ必要性の認識が

高まりました。平成１８年度より実施している認知症サポーター養成講座の受講者数は、学校・地域

へ積極的に出向き実施することで順調に受講者数が伸びています。学校からの依頼も３件ありまし

た。子どもたちに対する認知症の理解の普及は大変重要ですので、今後も学校でのサポーター養

成講座の実施を増やしていきます。さらに養成講座を受講した人が、学校や地域の中でそれぞれが

できることに取り組み、認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせる地域づくりを進めていく

必要があります。

○誰もが住み慣れた地域で安心して生活するために、介護予防サポーターの養成や地域サロンの

立ち上げの支援を行っています。

○ホームページや介護サービス事業者協議会定例会等で緊急通報システムの周知を図ったり、要

援護者台帳から個別支援台帳に移行したりと、地域での見守り体制を明確にし、緊急時に対応でき

る体制を図っています。

指標の説明

※（）は累計数値
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

12101  団体人  4413  4013  4513 ○ B

12102 件 8 10 10 ◎ B

12103 日 125 120 125 ◎ B

12104 人 402 390 400 ○ B

12105 人 632 11,314 11,500 ○ B

12106 ％ － 100 － － D

12107 人 4,424 7,323 6,000 ○ B

12108 人 7,096 6,668 6,750 ○ B

12109 件 13 21 25 △ B

12110 人 26 25 30 ○ B

12111 行３９ 件 259 244 280 ○ B

12112 行４０ 回 2,838 2,447 1,000 ◎ C

12113 人 499 456 － － C

12114 件 14 6 20 △ B

12115 人 1,109 1,026 1,160 ○ B

12116 行４３ 食 3,149 3,117 3,200 ○ B

12117 件 587 1,766 600 ○ A

12118 件 155 185 180 ○ A

12119 行４１ 回 660 534 600 ○ B

12120 回 92 92 108 ○ B

12121 人 327 330 500 ○ B

12122 人 4,364 4,228 2,000 － B

12123

12124

12125

12126

12127

12128

12129

12130

12131

12132

12133

12134

12135

介護予防事業 9,952 特定高齢者把握数

災害時要援護事業 3,145 登録者数

高齢者支援事業 2,653

生活援助事業利用

延べ回数

地域自立生活支援事業 1,536 施設訪問回数

高齢者相談業務等 4,591 相談件数

権利擁護事業 6,271 相談件数

在宅老人介護用品給付事業 4,683 利用者延べ人数

配食サービス事業 1,022 延べ配食数

1,318 延べ利用者数

老人日常生活用具給付事業 1,525 給付件数

6,100 装置設置件数

外出支援サービス事業 8,246

外出支援サービス

運行延べ回数

5,295 助成件数

老人保護措置事業 49,039 措置人数

7,033 敬老会参加者数

老人クラブの育成事業 8,794 老人クラブ会員数

5,194 利用者数

保健福祉計画策定事業 5,924 計画策定進捗度

7,719 活動日数/１人当

高齢者就業機会確保事業 13,399 会員数

事業の

方向性

社会福祉協議会助成事業 25,791

助成団体数

職員数

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

集落等福祉活動補助事業 904 助成自治会数

市民生児童委員協議会活動補助

事業

西紀老人福祉ｾﾝﾀｰ管理

敬老事業

人生80年いきいき住宅助成事業

緊急通報体制整備事業

生きがいデイサービス事業
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施策

№

122

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

登録手話通訳者の新

規登録者数

人

1

(12)

1

(13)

1

（17）

○

② 障害者雇用者数 人 13 15 増加 ○

③

障害者スポーツ教室・スポー

ツ大会に参加した障害者数

人 108 253 300 ○

主な施策指標

○ニーズの把握、福祉サービスの基盤を整えるべく、「篠山市保健福祉総合計画」を策定し、そ

の策定の中で既存の「障がい者基本計画」及び「障がい福祉計画」の見直しを行いました。平

成２４年度においては、これらの計画に沿い、共に支え合う地域づくりを通じて、障がいのある人

が能力を発揮できる地域づくりを進めます。

○市役所内の軽作業を集約し、障がい者就労支援モデル事業を、社会福祉法人わかたけ福

祉会に委託をして実施しました。平成２４年度も引き続きモデル事業を実施するとともに、雇用

拡大に向けて、市内企業や事業者と連携しながら障がい者の就労支援に取り組みます。

○ユニバーサルモデル地区事業プランに基づき、地域の住民や関係機関と連携し、取り組み

の見直しを行い、ユニバーサル社会づくりに向け、市民向け講演会「心の健康フェア」の協力等

の活動を行いました。今後も自治会等市民・事業者とも協力していきながら、福祉のまちづくり

に関する意識の高揚に努めます。

指標の説明

※（）は累計数値

障害者の雇用決定者数

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　自立支援協議会を中心としたネットワークによって、障がいのある

方への支援は一定の効果が表れています。

　「篠山市保健福祉総合計画」の策定に伴い、既存の「障がい者基

本計画」及び「障がい福祉計画」の見直しを行いましたが、今後は、

雇用や就労の促進、居住の確保など計画に沿った施策展開を行っ

ていきます。

　また、障害福祉サービスの需要増に伴い、サービスに係る費用は

増大していることから、利用者に必要なサービスの把握に努めるとと

もに、自立支援に向けた適正なサービス利用につながるように努め

ていきます。

計画通り

進める

○

－

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 一人一人が個人として自立しながらも、共に地域で暮らしていくために、“近所力”

を高め、地域の触れ合い、支え合い、思いやりなどを育んでいくことを通じて、誰もが

住み慣れた地域や家族でいきいきと生活できるまちづくり、地域づくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 障害に関する理解を深めるなど、共に支え合う地域づくりを通じて、障がいのある

　 人が能力を発揮できる地域づくりを進めます。

○ 多彩なサービス体制をつくるとともに、障害福祉サービスの充実を進めます。

○ 公共施設を中心としたバリアフリー化の一層の充実を図ると共に市民・事業者への

　 福祉のまちづくりに関する意識の高揚に努めます。

中項目

Ⅰ．安心して暮らし続けられるまち

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

関係課：福祉総務課評価担当課名：地域福祉課

基本計画掲載

　P.58･59

②②②②　　　　障障障障がいのあるがいのあるがいのあるがいのある人人人人がががが安心安心安心安心してしてしてして暮暮暮暮らすらすらすらす

2．一人一人を大切にするまちをつくる

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

12201 人 120 90 100 ○ B

12202 件 105 507 126 ◎ B

12203 行37 人 28 29 33 ○ B

12204 人 872 918 1,114 ○ B

12205 回 10 10 10 ◎ B

12206 件 763 770 934 ○ A

12207 人 295 339 349 ○ A

12208 人 38 41 46 ○ B

12209 回 12 12 12 ◎ B

12210 件 － 15 － － B

12211

12212

12213

12214

12215

12216

12217

12218

12219

12220

12221

12222

12223

12224

12225

12226

12227

12228

12229

12230

12231

12232

12233

12234

12235

精神保健福祉事業 6,249 家族相談会開催数

生活のしづらさなどに関する調査 794 訪問調査件数

障害者自立支援給付事業 168,449

障害福祉サービス

実支給決定者数

グループホーム等利用者家賃負

担軽減事業

3,040 家賃補助者実人数

障害者自立支援事業 3,585

障害程度区分認定

審査会開催回数

地域生活支援事業 43,974

日常生活用具給付

件数

身体障害者福祉事業 4,200

介護手当支給延べ

人数

特別障害者手当等支給事業 5,824 手当支給延べ人数

全国車いすマラソン大会推進事業 5,230 出走者

障害者団体補助事業 14,862 相談員相談件数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

123

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

生活保護受給者の就

労支援者数

人 19 21 18 ◎

②

介護保険ケアプラン

チェック数

件 0 100 600 △

総合評価総合評価総合評価総合評価

関係課：地域福祉課評価担当課名：医療保険課

基本計画掲載

　P.60・61

③③③③　　　　セーフティネットセーフティネットセーフティネットセーフティネットでででで生活生活生活生活をををを保障保障保障保障するするするする

2．一人一人を大切にするまちをつくる

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 一人一人が個人として自立しながらも、共に地域で暮らしていくために、“近所力”を高

め、地域の触れ合い、支え合い、思いやりなどを育んでいくことを通じて、誰もが住み慣れ

た地域や家族でいきいきと生活できるまちづくり、地域づくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 国民年金、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険などの社会保険の適正な運

    用を基本としつつ、乳幼児医療、老人医療などの福祉医療を上乗せして、市民生

    活を守っていきます。

○ 生活保護制度を適正に実施することにより生活保障を図って行くとともに、自立

    に向けた支援や取り組みを強化します。

中項目

Ⅰ．安心して暮らし続けられるまち

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　年金を納付しやすい環境を作るため、相談業務・広報誌・ホーム

ページ等を活用し、免除申請等について、市民に分かりやすい形

での情報提供に努めました。

　また、特定健診等の受診を促進することで、早期発見･早期治療

による医療費抑制に努め、国保財政の健全な運営を行います。

　生活保護制度については、稼動年齢者の申請が増加し保護率が

上昇していることから、今後ともハローワークと連携し、「自立支援プ

ログラム」を活用した取り組みをさらに進めていく必要があります。

計画通り

進める

○

－

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

平成21年度より稼動年齢層で就労阻害要

因のない被保護者にハローワークと連携し、

生活保護受給者等就労支援事業の活用に

より、被保護世帯の早期自立に取り組んで

いることから指標として設定

ケアマネジャーが作成するケアプラ

ンが適正に計画されサービスが提

供されているかをチェックする。

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○国民年金については、日本年金機構（年金事務所）との連携を密にしながら、市民の相談に

対応できました。今後においても、法改正等については正確に情報を入手し、市民に分かりや

すく伝えていくことが重要だと考えます。

○国民健康保険については、被保険者数は減少するものの医療費は増加しています。これ

は、篠山市に限らず全国的な傾向であり、今後の健全な財政運営をしていくために、引き続き

医療費の適正化に努めていきます。

○平成２３年度より介護給付費適正化事業の一環として、ケアマネジャーが作成するケアプラン

について適正に介護サービスが提供できているかのチェックを実施しました。各ケアマネジャー

に２件ずつケアプラン提出を依頼し、記載内容について精査しました。今後はケアマネジャーと

ケアプランについて討議する機会を設定し、より良いケアプランとなるよう努める必要がありま

す。

○福祉医療費助成制度については、社会的、経済的に弱い立場にある障害者や老人等の医

療費を助成し、これらの人々の保健の向上と福祉の増進を図っています。さらに、乳幼児医療・

母子家庭等医療等においては、市単独で上乗せを行い事業を実施しています。

○生活困窮者に対しては、最低限度の生活を保障するため、必要な保護及び援助を行ってき

ました。被保護世帯に対する自立支援については、就労支援を更に重点的に行うため、平成

22年4月より就労支援員として非常勤嘱託職員を雇用し、ハローワーク篠山と連携して福祉から

就労支援事業を行うなど、被保護世帯の早期自立に取り組みました。また、就労支援中の被保

護者に、履歴書の記入方法や就労先での面接対応等について指導しました。

指標の説明
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

12301 人 6 8 － － B

12302 人 1 1 － － B

12303 人 27 24 － － B

12304 人 178 195 － － A

12305 人 2 2 － － A

12306 人 1 1 － － B

12307 件 195 44 250 ○ B

12308 世帯 6,450 6,420 6,400 ◎ B

12309 － － － － － B

12310 － － － － － B

12311 － － － － － B

12312 － － － － － B

12313 － － － － － B

12314 － － － － － B

12315 － － － － － B

12316 － － － － － B

12317 － － － － － B

12318 － － － － － B

12319 － － － － － D

12320 ％ 99 99 100 ○ A

12321 ％ 5 5 7 ○ B

12322 人 401 248 165 － B

12323 人 455 459 434 － B

12324 人 549 543 511 － B

12325 人 21 21 22 － B

12326 人 7 5 7 － B

12327 人 3,967 3,892 4,994 － B

12328 人 798 821 855 － B

12329 回 80 80 85 ◎ B

12330 回 2,600 2,265 2,454 ○ B

12331 千円 55,919 57,117 63,982 ○ B

12332 千円 3,358 2,799 2,770 ○ B

12333 ％ 10 12 20 △ A

12334 % 69 65 68 ○ B

12335 回 1 1 3 △ B
介護保険苦情相談事業 4,635

介護サービス調整

委員会開催回数

介護保険料賦課徴収事務 8,348 滞納繰越分徴収率

国民年金事務 4,680

国民年金第1号被

保険者納付率

高額介護サービス給付事業 9,126

高額介護サービス

費

介護保険給付管理事業 2,334 審査支払手数料

介護認定審査事業 12,651

認定審査会開催回

数

要支援・要介護認定調査・主治医

意見書作成依頼事業

31,936 認定調査実績回数

乳幼児医療費助成事業 63,137 受給者数

母子家庭等医療費助成事業 12,108 受給者数

重度精神障害者医療費助成事業 7,112 受給者数

高齢重度精神障害者特別医療費

助成事業

2,636 受給者数

重度心身障害者医療費助成事業 31,345 受給者数

高齢重度心身障害者特別医療費

助成事業

19,558 受給者数

後期高齢者医療健康診査事業 2,246

後期高齢者医療健

康診査受診率

老人医療費助成事業 7,609 受給者数

老人保健医療費給付事業 404 －

後期高齢者医療事務事業 27,308

後期高齢者保険料

徴収率

診療報酬明細書点検調査事務 2,353 －

月報・年報作成事務 2,382 －

給付発生原因点検事務 476 －

第三者求償事務 585 －

葬祭費給付事業 4,397 －

出産育児一時金給付事業 14,645 －

療養給付費・療養費給付事業 13,630 －

高額療養費給付（貸付・償還）事業 1,803 －

資格異動事務 7,543 －

被保険者証等交付事務 5,304 －

住宅改修事業 2,510 助成件数

国民健康保険税賦課業務 9,462

国民健康保険税納税通

知書発送世帯数

中国残留邦人等支援給付事業 3,288 保護人員

住宅手当緊急特別措置事業 1,191 手当支給者数

セーフティネット支援対策等事業 2,948

資質向上研修延べ

参加者数

生活保護措置事業 102,138 保護人員

行旅病人・行旅死亡人取扱事務事

業

755 給付件数

生活保護一般事業 4,734 嘱託医数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

12336 回 1 1 3 △ B

12321 回 0 100 600 △ A

12322 回 7 10 10 ◎ B

12323 － － － － － B

12340

12341

12342

12343

12344

12345

12346

12347

12348

12349

12350

12351

12352

12353

12354

12355

12356

12357

12358

12359

12360

12361

12362

12363

12364

12365

12366

12367

12368

12369

12370

介護保険事業所実地指導 4,367

介護サービス事業

所実地指導回数

一般・退職被保険者資格適用適正

化事業

1,906 －

介護保険苦情相談事業 4,635

介護サービス調整

委員会開催回数

介護給付等費用適正化事業 2,432

ケアプランチェック

数

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性
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施策

№

124

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

自治会における住民

学習会の参加人数

人 17 18 26 △

②

各種人権研修会の参

加人数

人 623 785 600 ◎

③

市各種審議会、委員会

への女性委員の登用

％ 22 21 30 △

中項目

Ⅰ．安心して暮らし続けられるまち

2．一人一人を大切にするまちをつくる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　様々な人権課題の解決に向け、市民だれもがお互いを理解し合

える基本手段として、イベントや講習会など、あらゆる機会を活用し

ています。平成23年度の住民学習では、東日本大震災の犠牲者を

追悼するとともに、「命」の大切さをテーマとして開催しました。

　あいさつへの取り組みについては、標語やポスターを広く市民や

小中学生から募集し、それらを用いた啓発活動に努めました。日常

習慣の実践と人権尊重の精神との密接な関係を踏まえ、市全域で

運動を盛り上げていきます。

　また、男女共同参画社会の実現に向けては、引き続き研修会・セミ

ナー・情報紙による啓発を進めていきます。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○住民学習や地区研究大会等の学習機会を通じて、同和問題をはじめ各種の人権課題の解

決、さらには外国人住民への支援に向けた取り組みを推進しています。今後、平成25年1月施

行予定の人権条例の制定に基づく、人権を尊重したあたたかいまちづくりへの取り組みが課題

となります。

○23年度において「あいさつ標語」及び「あいさつポスター」を募集し、それらを用いて啓発活動

を進めています。24年度住民学習の共通テーマにはあいさつを取り上げ、地域とのつながりや

きずなを大切にする取り組みを進めるとともに、家庭や地域、学校や職場において実践につな

げ、あいさつから始まる面識社会の実現を目指します。

○篠山市男女共同参画プラン（後期計画）がH23年度に終了し、H24年度に第2次男女共同参

画プランが完成します。H23年度は研修会・セミナー・情報紙による啓発を進めてきましたが、更

に意識改革を行うため、第2次男女共同参画プランの中で、男女共同参画推進員の活動強化

及び地域との連携による組織強化を行い、研修・セミナーを開催していくことや、住民学習・生

涯学習においても積極的に情報提供し啓発していくことを掲げています。このプランを施行する

にあたり、十分な協議と地域との連携が重要となります。

○女性相談は、DV相談はじめ離婚、ご近所での人間関係などで、H23では52件の相談を受け

ました。人権推進課だけでの解決が難しい場合は法務局・他課との連携で相談者の心に添う対

応に心がけ、必要によっては、県立の保護施設の紹介も行っています。 今後においても、事案

発生件数が減少するよう啓発に努めます。

○結婚を望む男女への支援策として、平成21年度より登録制結婚相談所「リング」を開設してい

ます。交流会や各種イベントを企画し様々な出会いの場の提供につとめ、23年度末までに12組

が成婚されました。今後も工夫を加えながら出会いの場の提供を行い、継続的な支援に努めま

す。

指標の説明

1ヶ所あたりの平均人数

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　一人一人が個人として自立しながらも、共に地域で暮らしていくために、“近所力“を高

め、地域の触れ合い、支え合い、思いやりなどを育んでいくことを通じて、誰もが住み慣れ

た地域や家庭でいきいきと生活できるまちづくり、地域づくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 部落差別をはじめ一切の人権課題の解決に向けた取り組みや、外国人住民への生活

　 支援に取り組みを進めます。

○ 希薄化している公共心、道徳、地域とのつながりの大切さを再認識し、あいさつ、

　 マナーなどの基本的な日常習慣を実践する取り組みを進めます。

○ 男女共同参画社会の実現に向け、市民、事業者、行政のめざすべき方向性を定め、

　 これを基本目標として取り組みます。

関係課：市民協働課、企画課、福祉総務課評価担当課名：人権推進課

基本計画掲載

　P.62・63

④④④④　　　　人権人権人権人権をををを尊重尊重尊重尊重しししし、、、、あたたかいまちをつくるあたたかいまちをつくるあたたかいまちをつくるあたたかいまちをつくる

審議会等への女性の登用率

講座、人権フェスタ等

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

12401 件 135 120 90 ◎ B

12402 件 2 4 5 ○ B

12403 人 17 18 26 △ B

12404 人 623 785 600 ◎ B

12405 － － － － － B

12406 行（３）５ 回 2 1 2 △ B

12407 行（３）５ 回 3 8 6 ◎ B

12408 行（３）５ 回 8 8 8 ◎ B

12409 行（３）５ 回 3 3 6 △ B

12410 行（３）５ 回 5 3 6 △ B

12411 行（３）５ 回 8 16 12 ◎ B

12412 回 3 3 3 ◎ B

12413 回 3 3 3 ◎ B

12414 回 35 35 35 ○ A

12415 回 26 54 70 ◎ A

12416 回 21 25 25 ○ A

12417 回 20 20 25 ○ B

12418 人 924 2,200 2,200 ◎ B

12419 人 924 2,200 2,200 ◎ B

12420 日数 21 21 21 ○ B

12421 － － － － － B

12422 人 380 365 360 ◎ B

12423

12424

12425

12426

12427

12428

12429

12430

12431

12432

12433

12434

12435

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

多文化共生事業 2,345 通訳件数

平和施策事業 3,287 平和事業件数

住民学習 35,314

自治会平均参加人

数

各種人権研修会 10,820 講座等参加者

あいさつ運動 2,581 －

ふれあい館運営審議会 963 審議会開催回数

地域福祉事業

（畑ふれあい館）

6,191

健康増進教室

等開催回数

地域福祉事業

（日置ふれあい館）

4,363

健康増進教室

等開催回数

地域福祉事業

（西紀ふれあい館）

6,884

健康増進教室

等開催回数

地域福祉事業

（味間ふれあい館）

7,526

健康増進教室

等開催回数

地域福祉事業

（古市ふれあい館）

6,355

健康増進教室

等開催回数

男女共同参画審議会事業 5,056 審議会開催回数

男女共同参画センター運営委員会

事業

4,509

運営委員会開催回

数

地域交流事業 2,488

児童館事業･他

実施回数

児童相談事業 794 養育上の相談件数

広報活動事業 526 情報の提供回数

地域組織活動（母親クラブ）育成事

業

698

地域組織活動育成

事業実施回数

結婚相談事業（企画課） 4,853 相談人数（延べ）

結婚相談事業（人権推進課） 6,912 相談人数（延べ）

まちの子育てひろば事業 691

児童館の解放日数

（月）

市遺族会補助事業 1,094 －

市追悼式 1,739 参列者数
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施策

№

131

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

自主運営に移行する

団体数

団体 4 5 17 △

②

中央図書館・市民ｾﾝ

ﾀｰ図書ｺｰﾅｰ入館者数

人 177,485 176,820 181,600 ○

③

スポーツクラブ２１参

加者数

人 2,493 2,548 2,640 ○

中項目

Ⅰ．安心して暮らし続けられるまち

３．生涯にわたり学び続けられるまちをつくる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　ライフステージに応じた学習機会の創出として、子どもから高齢者

に至るまで、学習意欲を高めるために様々な事業を展開しました。

各講座において、受講生の中からサポーターや運営委員などを募

集するなど、事業の企画や運営等、様々な面で市民参画の場の実

現となっており、今後もニーズに合った事業展開を図ります。

　また、市民誰もがスポーツに参加できる環境づくりとして、体育協

会、体育振興会、スポーツクラブ２１などの団体において、それぞれ

が市民参画できるようスポーツ活動を展開されました。今後更に各

種団体が連携･協力を強化し、さらなる環境の充実を図ります。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　ライフステージに応じた学習機会の創出については、公民館などの社会教育施設において、

篠山の歴史や文化、芸術にふれる機会を提供するとともに、自らの学習意欲の向上を目的に、

子どもから高齢者にいたるまで幅広い年代層を対象に様々な取り組みを実施しています。ま

た、高齢者大学においては、大学で学んだ技術で地元施設の環境美化に努められるなどの取

り組みが始められており、各種講座で学ばれた受講生が「地元の先生」として活躍できる場が増

えつつあります。

  スポーツ活動の推進については、スポーツクラブ２１や体育振興会、スポーツ推進委員などが

中心となって、さまざまなスポーツ活動を展開し、地域住民の健康増進を図るとともに交流の場

づくりに取り組まれています。今後も各種団体と連携しながら市民参画できるようスポーツ活動

を展開していきます。

　中央図書館においては、利用者のニーズを踏まえた選書を行いながら、計画的かつ時宜を得

た図書の購入を行ってきました。特に、農業関係や地域資料など篠山らしさを強調できる資料

の整備・充実に努めたほか、電子書籍サービス導入の研究や地域資料の電子化に取り組みま

した。また、本に親しむ機会を設けるため、4ヶ月検診の保護者と子どもを対象に絵本の読み聞

かせを行うブックスタート事業にも取り組みました。

　また、視聴覚ライブラリーにおいては、視聴覚教材や映像資料の制作支援やメディア変換を

積極的に行い、学校教育・社会教育での資料活用を進めてきました。デジタルハイビジョンに対

応した機器を計画的に導入し、市内の出来事や伝統行事などを鮮明な映像で配信することが

できました。

指標の説明

自立支援により、自主運営に

移行できた団体数

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 文化、芸術、スポーツ、教養等の社会教育・生涯学習の場でさまざまな学びの機会を

充実し、市民一人一人が、その生涯を通じて、また、その時々において生きがいをも

ち、学習の喜びを実感できるまちづくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ ライフステージに応じた学習機会の創出に努めるとともに、学習の成果を地域社会

　 に還元できる取り組みを進めます。

○ 市民誰もが、スポーツに参加できる環境づくりを進めるため、各種体育団体間の

　 連携・協力を強化するとともに、市民ボランティアの力を活用します。

関係課：中央公民館　中央図書館　視聴覚

　　　　　 ライブラリー　スポーツセンター

評価担当課名：社会教育・文化財課

基本計画掲載

　P.64・65

①①①①　　　　誰誰誰誰もがもがもがもが生生生生きがいをもってきがいをもってきがいをもってきがいをもって地域社会地域社会地域社会地域社会にににに参画参画参画参画するするするする

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

13101 回 1 1 1 ◎ B

13102 回 4 4 4 ◎ B

13103 回 1 1 1 ◎ B

13104 行＋６８ 回 13 21 35 △ C

13105 人 10,653 10,768 10,000 ◎ B

13106 回 6 6 6 ◎ B

13107 回 2 2 2 ◎ B

13108 人 57,613 40,423 40,928 △ B

13109 人 369,383 374,592 － － B

13110 人

42

61

30

36

21

12

13

12

41

36

31

36

22

-

14

12

－ － C

13111 人 215 218 210 ◎ B

13112 人 219 187 200 ○ B

13113 校 4 7 16 ○ B

13114 人 145 59 50 ◎ B

13115 団体 4 5 17 ○ B

13116

行＋（３）

３

回 2 1 2 △ B

13117 団体 269 255 － － B

13118 回 4 4 4 ◎ B

13119 人 896 984 1,000 ○ B

13120 回 2 2 － － B

13121 団体 － 319 － － B

13122

人

団体

人

337

77

1100

319

76

1300

－ － B

13123

人

人

6000

650

4000

1000

5000

1500

△ B

13124 人 43 40 40 ◎ B

13125 人 51 48 50 ○ B

13126 人 105 160 － － B

13127 ％ 80 82 80 ◎ B

13128 人 221 275 250 ◎ B

13129 回 8 8 － － B

13130 回 4 4 4 ◎ B

13131 回 0 1 1 ◎ B

青少年創造力･行動力開発プログ

ラム事業の企画・立案業務

1,742 事業回数

丹波文化団体連絡協議会負担金

事業

180 事業回数

海洋センター連絡協議会負担金 814

会議、研修会への

参加回数

成人式事業 3,185 新成人出席率

丹波篠山おもしろゼミナール事業 584 受講者数

古文書入門講座事業 891 受講者数

今田元旦マラソン大会実行委員会

事務局事務

1,441 参加者数

丹波たんなん味覚まつり・

にしきふるさとまつり実行委員会事

務局事務

7,740

・味覚まつり来場者

・にしき参加者

郷土味学講座事業 945 受講者数

文化協会事務局事務 4,838

文化協会加盟団体

数

文化祭事務局事務 5,004

・来場者数

・参加団体数

・参加者数

高齢者大学事業 14,641 受講者数

青少年健全育成団体連携事業 1,191

各青少協団体の情

報交換機会

芸術活動・文化活動支援事業 1,539

文化協会加盟団体

数

公民館の情報発信事業 1,802

四季の森通信発行

回数

各種社会教育関係団体の自立支

援事業

4,207

自立支援により、自

主運営に移行でき

た団体数

学習拠点となる中央館運営業務 5,606

公民館運営審議会

の開催数

ちびっ子伝統産業体験交流事業

の充実

607 参加校

家庭教育セミナー事業 1,254 受講者数

かぞくdeおいしんぼクッキング事業 339 受講者数

ささやま市民文化講座事業 2,818 受講者数

篠山総合スポーツセンター管理・

受付事業

7,940 施設利用者

各種補助事業

  サギソウ保存会事務局事務

　西紀中年婦人会補助事業

　今田中年婦人会補助事業

　丹南音頭保存会補助事業

　西紀音頭保存会補助事業

　四季の森ｵﾍﾟﾚｰﾀｰｸﾗﾌﾞ補助事業

　市青年団補助事業

　西紀地区婦人会補助事業

2,635 会員数

社会体育施設及び学校体育施設

利用管理事務

2,935

優先予約調整会の

実施

西紀運動公園管理業務 24,703 利用者数

篠山ＡＢＣマラソン大会実施事業 9,702 参加者数

篠山市体育協会および体育振興

会支援事業

4,684 主催事業開催数

スポーツ推進委員活動 1,922 大会等開催数

まなびすとバンク事業 1,298 利用回数

各種スポーツ団体支援事業 3,246

篠山城武道大会の

実施

スポーツクラブ２１交流事業 1,323

連絡協議会実施回

数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

13132 本 65 51 65 △ B

13133 人 621 509 550 ○ B

13134 行(4)83 人 2,095 2,108 2,400 ○ A

13135 本 19 26 25 ◎ B

13136 人 － 1 － － D

13137 回 88 88 75 ◎ B

13138 回 2 2 4 △ B

13139 回 1 1 2 △ B

13140 冊 340,066 339,728 342,000 ◎ B

13141 人 27 29 30 ○ B

13142 冊 158,728 168,560 188,000 ○ B

13143

13144

13145

13146

13147

13148

13149

13150

13151

13152

13153

13154

13155

13156

13157

13158

13159

13160

13161

13162

13163

13164

13165

13166

蔵書整備充実事業 8,747 蔵書冊数

図書館利用啓発事業 6,580

トライやる・ウィーク

等受入人数

市内図書館ネットワーク事業 8,075 貸出冊数

子どもの読書活動推進事業 3,055

子どもの読書活動推進

連絡会の開催回数

学校との連携強化事業 5,434

学校図書館連携協

議会の開催回数

各世代学習機会提供事業 6,682 学習活動実施回数

図書館アドバイザー設置事業 7,225 雇用人数

地域映像の記録、公開、保存事業 6,008 年間制作本数

情報通信技術（ICT）学習推進事業 3,560 利用人数

視聴覚教育支援事業 4,892 編集室利用人数

ビデオコンクール開催による映像

文化発展事業

5,733 応募作品数

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標
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施策

№

211

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

① 救急救命士の養成数 人

1

(23)

1

(24) (27)

○

②

人口１万人あたりの

出火率

％ 5 7 5 △

③ 防災訓練参加者数 人 0 650 250 ◎

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

H22訓練は、中止。

関係課：消防本部 市民課評価担当課名：市民安全課

基本計画掲載

　P.66・67

①①①①　　　　安全安心安全安心安全安心安全安心なななな暮暮暮暮らしにらしにらしにらしに向向向向けけけけ、、、、地域地域地域地域のののの防災力防災力防災力防災力をををを高高高高めるめるめるめる

指標①の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　一人一人が個人として自立しながらも、共に地域で暮らしていくために、“近所力“を高

め、地域の触れ合い、支え合い、思いやりなどを育んでいくことを通じて、誰もが住み慣れ

た地域や家庭でいきいきと生活できるまちづくり、地域づくりを進めます。

備考

※（）は累計数値

施策名施策名施策名施策名

○ 災害に備え、消防組織の体制や施設、資機材などを整備するとともに、対策の中枢

　 となる市役所における活動体制の整備を計画的に進めます。

○ 地域住民による防災訓練や学習会などを行い、意識高揚を図るとともに、災害時に

　 支援が必要な災害時要援護者に対する支援体制を整えます。

○ 救急時における迅速かつ的確な対応に向けた活動体制を整備するとともに、救急業

　 務の高度化を図ります。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

【防災】

○実施状況・・・災害に備え、簡易ベッド、寝袋、アルファ化米、飲料水などの防災備蓄品を計画的に整備

しました。

　地域防災訓練としては、実際の災害を想定して、災害時要援護者も含めた避難訓練を行い、災害時の

行動について、参加者の意識を共有するため、５地区で実施しました。訓練では、初期消火訓練、ＡＥＤ

訓練、土のう積み訓練などを行い、防災上必要な技術を身につけました。また、災害から身を守るために

は、前述の技術の習得と知識の取得が必要であり、防災学習を行い、地震の起こり方、逃げる方法、豪雨

や土砂災害への対処などについて講義を行いました。

　地域の防災学習としては、いのちを守る防災マップづくり事業を行っており、平成２３年度は、３８自治会

で実施しました。

○課題・・・年々、全国的に異常気象による局地的な集中豪雨などの回数が増えており、的確な防災体制

を整備することが必要です。特に土砂災害に対する避難判断基準について、今後検討していく必要があり

ます。

【常備消防】

○実施状況・・・さまざまな救急事案を想定し、資機材の充実を図るとともに、日々訓練を実施しています。

平成２３年度は救急車、広報車を購入しました。また、救急業務の高度化に向け、病院実習、各種研修等

に積極的に参加しています。

○課題・・・現場到着時間については、出張所を開設することで短縮を図るなど、迅速な対応ができている

が、収容所要時間に関しては、受け入れ病院が管外になることも増加傾向にあり、課題が残ります。

【非常備消防】

○実施状況・・・火災、風水害の出動に備え、日頃から各分団において訓練を実施しています。また、消防

機材や車両の更新を定期的行っており、平成23年度はタンク車１台を更新し消防力の強化に努めていま

す。

○課題・・・年々、消防団員の高齢化が進んでおり、若手消防団員の入団を推進する必要があります。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　災害に備え、防災備蓄品の整備、防災訓練、防災学習を実施しま

した。

　東日本大震災の復旧復興支援から得られた様々な教訓を今後の

防災に活かし、実際の災害を想定して、被害を最小限に抑えるため

の仕組みを整えていきます。また、いのちを守る防災マップづくりを

今後とも積極的に推進します。

　救急救命士の養成については、計画通り進んでおり救急体制の

充実が図られていますが、病院への搬送を迅速化することが課題で

あり、今後も医療機関との協議を重ねていきます。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅱ．安全で暮らしの環境が整ったまち

1．防災防犯に努め、安全なまちをつくる
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

21101 人 0 650 250 ◎ B

21102 回 28 35 30 ○ B

21103 回 0 2 0 △ B

21104 回 － － － ○ B

21105 人 0 188 0 △ C

21106 回 90 104 100 ◎ B

21107 回 3 3 3 ○ B

21108 回 1 0 1 ○ B

21109 人 55 55 55 ○ B

21110 件 7 7 7 ○ B

21111 件 2 2 5 ○ A

21112 人 30 30 32 ◎ B

21113 － － － － － B

21114 行：（4）69 台 0 2 2 ◎ B

21115 － － － － － B

21116 － － － － － B

21117 － － － － － B

21118 行：（4）68 － － － － － B

21119 － － － － － B

21120 － － － － － B

21121 － － － － － B

21122 － － － － － B

21123 － － － － － B

21124 － － － － － A

21125 件 270 355 380 ○ A

21126 ％ 91 96 100 ○ B

21127 － － － － － B

21128 件 9 32 30 ◎ B

21129 件 124 123 130 ○ B

21130 ％ 41 49 100 △ A

21131 － － － － － B

21132 件 1 1 1 ◎ B

21133 件 23 33 － － B

21134 件 250 250 － － B

21135 件 11 29 － － B
開発支援事務 1,202

消防水利等の設置

指導件数

火災調査に伴う情報管理事務 1,191 火災件数

各種受付事務 397 各種依頼件数

消防用設備等の設置、維持管　理

指導

4,615 -

総合訓練の立案・広報事務 408

消防団との連携訓

練

防火安全協会事務 4,490 会員事業所数

住宅防火に関する事務 2,858 住警器設置率

予防広報事務 4,446 -

住宅防火診断事務 2,630 老人宅訪問数

防火対象物、危険物施設等への

立入検査と防火管理指導業務

12,354 立入検査数

防火管理者制度事務 5,409 防火管理者選任率

消防職員委員会事務 919 意見の反映

庁舎の維持管理事務 11,930 適性維持管理

消防施設計画事務 522 車両

消防統計事務 1,554 調査

表彰に関する事務 294 適宜申請

公務災害補償事務 919 迅速な事務処理

企画調整事務 1,713

被服貸与事務 5,418 計画的な購入

消防・救急無線デジタル化推進事

業

36,199 不感エリア地域

職員研修計画事務 1,303 職務にあつた研修

消防広域化推進事業 0 広域化の枠組み

救急車、消防広報車購入整備事

業

6,992 購入台数

防災基盤整備事業 9,478 施設整備件数

兵庫県まとい会篠山支部事務局

事業

985 会員数

消防団員表彰事務 1,694 表彰者数

消防施設整備事業 25,775 工事件数

消防団事業 127,236 訓練等出動回数

消防団事務 1,703 会議開催数

東日本大震災復旧復興支援事業 11,592

市民ボランティア派

遣人数

西紀防災行政無線関係事務 3,770 防災無線放送回数

災害対策事業 3,274

災害対策本部設置

回数

国民保護事業 799

国民保護対策会議

開催回数

防災訓練事業 2,149

篠山市総合訓練訓

練参加者数

防災一般事務 10,562 マップづくり事業

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）



施策評価シート（平成２３年度実施分事後評価） 211

《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

21136 回 6 6 6 ◎ B

21137 件 57 53 50 ◎ B

21138 件 1,766 1,822 － － B

21139 人 10 12 20 ◎ B

21140 件 23 33 20 △ B

21141 人

1

(23)

1

(24) (27)

○ B

21142 － － － － － B

21143 人 515 468 500 ○ B

21144 件 23 33 20 △ B

21145 － － － － － B

21146 件 310 315 300 ◎ B

21147 件 57 53 50 ○ B

21148 － － － － － B

21149 人 1,735 1,780 － － B

21150 ％ 45.6 42.1 40 ○ B

21151 千円 900 900 900 ◎ B

21152

21153

21154

21155

21156

21157

21158

21159

21160

21161

21162

21163

21164

21165

21166

21167

21168

21169

21170

篠山市有線放送共同施設協会関

係事務

2,091 補助金支給額

メディカルコントロール体制の推進

事業

22,459 救急搬送人員

オフトーク通信放送業務 5,569 オフトーク加入率

火災防ぎょ計画の策定事務 3,681 調査箇所

災害情報の収集･管理業務 5,574 －

警防活動(火災･救急･救助）の充

実･強化事務

192,676 －

消防地水利調査事務 8,104 調査箇所

救急講習及び市民救命士講習事

業

10,299

市民救命士講習

受講人数

火災調査事務 21,545 火災件数

救急救命士養成事業 9,101

救急救命士養成職

員数

消防団及び自主防災の訓練指導

業務

1,235 －

メディカルコントロール体制構築事

業

1,623

気管挿管認定救命

士数

防火広報事業 4,793 火災件数

災害防御計画等作成事務 397 調査対象物

救急活動の情報管理事業 914 救急件数

事業の

方向性

消防団支援事務 418

消防団幹部会議開

催

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標
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施策

№

212

　

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

交通安全教室参加

者数

人 9,000 9,000 9,000 ○

② 交通事故件数 件 1,458 1,496 1,200 △

③ 消費生活相談 件 101 110 150 ○

中項目

Ⅱ．安全で暮らしの環境が整ったまち

１．防災防犯に努め、安全なまちをつくる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　悪質商法や詐欺などは次々と新たな手口によって行われるため、

防犯対策として消費者学習会を通じて被害にあわないための知識

や心構えなどを説明するとともに、犯罪被害者の支援に取り組みま

した。今後とも警察、市防犯協会、消費者生活センター等の組織と

連携を図りながら対策を講じていきます。

　交通安全対策については、高齢者のための交通教室の開催支援

や、街路灯や柵など設備の充実を行いました。また、通学路の安全

確保に関しては、警察や道路管理者等と連携しながら取り組んでい

きます。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　平成23年度は、市民団体を対象に消費者学習会を実施しました。学習会では消費生活セン

ターの業務内容、トラブルにあった場合の相談窓口の活用事例や、悪質商法、訪問販売等に

よる詐欺等の犯罪被害にあわないための心がけなどを説明しました。

　篠山防犯協会や消費生活サポータなどの組織との連携を図りながら、防犯対策の強化に取り

組むことが課題です。

　また、犯罪被害者の支援に取り組むために「犯罪被害者支援条例」を制定し、支援体制の整

備を行うとともに、「暴力団排除条例」の平成24年6月制定に向けた取り組みを推進しました。

　交通安全対策では、高齢者等に対する交通教室の開催を支援するとともに、地域の実情に

応じて、街路灯や道路反射境、交通安全啓発看板を設置しています。

　また、歩行者の安全を確保するため、道路の危険箇所に転落防止柵を設置するなどの取り組

みを行っています。防犯対策上設置している街路灯については、省エネを配慮したLED蛍光灯

を導入するなど電力の節電に努めています。

指標①の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 地震や洪水などの災害に強く、安心して暮らせるまちをつくるため、危機管理体制を

整えると共に、自助や共助の取り組みを推進します。また、交通安全や防犯活動など、

市民の安全を守る取り組みを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 篠山防犯協会と連携して、地域ぐるみで活動する防犯組織の育成・支援を進めると

　 ともに、市民相談窓口の連携を図り、迅速かつ適切な対応に努めます。

○ 交通委員をはじめ学校や老人クラブなど、関係団体と連携して交通モラルの向上を

　 進めます。

関係課：市民協働課評価担当課名：市民安全課

基本計画掲載

　P.68・69

②②②②　　　　交通安全交通安全交通安全交通安全とととと防犯対策防犯対策防犯対策防犯対策でででで市民市民市民市民のののの安全安全安全安全をををを守守守守るるるる

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

21201 件 101 110 150 ○ B

21202 件 － 0 2 △ B

21203 回 7 7 5 ○ B

21204 件 40 38 50 ◎ B

21205 回 50 50 50 ◎ B

21206

21207

21208

21209

21210

21211

21212

21213

21214

21215

21216

21217

21218

21219

21220

21221

21222

21223

21224

21225

21226

21227

21228

21229

21230

21231

21232

21233

21234

21235

消費者相談業務及び消費者行政

に関する事務

6,865 相談件数

犯罪被害者等支援事業 2,413 家賃補助件数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

交通安全事務事業 11,954 指導回数

交通安全施設事務 17,809 事業実施自治会数

防犯活動支援事業 － 防犯教室
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施策

№

221

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

① 有収率【上水道】 ％ 83 83 85 ○

② 水洗化率【下水道】 ％ 90 91 92 ○

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

下水道接続戸数／下水道加入戸数

関係課：上水道課 下水道課評価担当課名：経営企画課

基本計画掲載

　P.70・71

①①①①　　　　上水道上水道上水道上水道・・・・下水道事業下水道事業下水道事業下水道事業をををを安定安定安定安定させるさせるさせるさせる

指標①の説明

給水量／配水量

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 市民生活を支える道路、河川、上下水道、交通網、情報通信施設などの生活・産業基盤や

公園、住宅などの公共施設の計画的な維持・整備を進めます。特に、水道事業の安定化や移

動手段の確保は、暮らしに大きな与える影響を考慮しつつ取り組みを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 経営基盤の強化と計画的な事業推進により、安全安心で安定した給水を確保し、

　 水道サービスの充実を図ります。

○ 水道事業の経営安定のため、限られた財源を有効に活用し、効果的な漏水対策に

　 より有収率 の向上を図り、現行料金の維持に努めます。

○ 生活排水の水洗化率を向上させるとともに、施設の統廃合などにより管理経費の

　 削減と安定した事業を進めます。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○有収率について、平成２３年度緊急雇用就業機会創出事業により、前山及び宇土配水区域

において重点的に漏水調査を　実施し、65件の漏水箇所の修理を行った結果、僅かながら向

上が図れました。

　今後も引き続き区域ごとに漏水調査を行い、漏水の早期発見と有収率の向上に努めていきま

す。

○水洗化について、平成２３年度緊急雇用就業機会創出事業により、下水道普及推進員を1名

雇用し、未接続世帯への戸別訪問を実施したことで、水洗化の普及啓発・促進が図れました。

今後も引き続き水洗化の普及促進に努め、更なる水洗化の向上を図っていきます。

○経営基盤の強化を図るにあたり、水道事業ではH24年度策定予定の管路更新計画に基づい

た、計画的かつ効率的な管路の修理及び更新を行うとともに、簡易水道統合計画の策定による

施設の統廃合を進め、有収率の向上と施設維持管理費の縮減を図る予定です。

　また、下水道事業では、平成２３年度に経済性と現有施設の有効活用を前提条件として施設

統廃合の基本計画を策定しました。今後できるかぎり早期の統廃合を実施して、管理経費の削

減を図ることは元より、今後の課題としては廃止となる処理場の活用方法などについて、経営基

盤の強化を見据えた検討が必要となります。

○上下水道のホームページの内容の充実を図るとともに、市の広報に水道の広報を折込み、

情報発信に努めました。また、各施設を小学生や地域住民の施設見学に開放し、上下水道へ

の理解を深めてもらう機会を提供しました。

　今後もより充実した広報活動と施設等の公開に努め、事業への理解を深めていただくよう努め

ていきます。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　平成２３年度の水道事業では、水道高料金対策、県水受水費の

軽減などの取り組みにより、純利益を計上することができました。

　また、下水道事業特別会計においても、一般会計繰入金が前年

度と比較して減少していますが、施設統廃合基本構想に基づき計

画的に統廃合を進めていくこととで管理経費の削減に努めます。

　経営改善に向けては、引き続き、有収率や水洗化率の向上、経費

削減や収入の確保に向けた取組などを継続していく必要がありま

す。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅱ．安全で暮らしの環境が整ったまち

2．まちの基盤を整え、暮らしの空間をつくる
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

22101 行+７９ ％ 68.7 51.9 64 ○ B

22102 回 1 1 2 △ B

22103 件 47 69 － － B

22104 ％ 24.9 23.1 25 ○ B

22105 件 80 78 69 ◎ B

22106 件 392 390 350 ○ B

22107 件 427 432 429 ◎ B

22108 － － － － － B

22109 ％ 82.5 82.9 84.8 ○ A

22110 箇所 82 78 76 ○ B

22111 － － － － － B

22112 ％ 49 100 － ◎ D

22113 千円 15500 21250 － ◎ B

22114 m3 4119047 4152401 － ◎ B

22115 行+82 ％ 89.7 90.7 91.75 ○ B

22116 行+65 ％ 91.7 91.8 － ◎ B

22117 － － － － － C

22118 － － － － － B

22119 ｋｌ 5018 5061 4606 ◎ B

22120

件

ｋｌ

ｋｌ

4,551

1,955

3,063

3,937

1,841

3,220

3,937

1,696

2,910

◎ B

22121

22122

22123

22124

22125

22126

22127

22128

22129

22130

22131

22132

22133

22134

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

窓口業務、開閉栓、検針、調査業

務・上下水道料金徴収業務

43,975 過年度徴収率

広報宣伝業務 4,948 広報紙掲載回数

漏水減免事務 2,665

過年度

漏水減免件数

下水道使用料の賦課徴収業務 29,037 過年度徴収率

施設の維持管理業務 68,242

保守点検他実施施

設数

施設修繕及び復旧業務 72,018

送水管・配水管等の

延命修理等件数

水質検査業務 6,780

法律による水質管

理検査実施件数

ダム開発関連事業 1,683 －

原浄水・配給水施設改良事業 28,304 有収率の向上

水道施設統廃合事業 5,851 管理対象施設数

重点分野雇用創造事業 2,382 －

汚水処理施設共同整備事業

（MICS）

25,925 MICS事業進捗率

下水道施設改築更新事業 7,477 改築更新費

管路施設及び終末処理場等の維

持管理事業

31,926 下水道汚水処理量

宅内排水設備工事の受付検査、指

定工事店、責任技術者の登録事業

0 下水道水洗化率

合併浄化槽の設置審査及び補助

事業

7,292

合併処理浄化槽設

置率

水洗便所改造資金融資あっせん

及び利子補給事業

79 －

下水道事業受益者負担金（分担

金）の賦課徴収

0 －

施設維持管理事業 63,553 総処理量

し尿処理事業 35,860

し尿汲取件数

し尿処理量

投入量
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施策

№

222

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

① 市営住宅入居率 ％ 95 95 100 ○

② 市道の改良率 ％ 66 66 67 ◎

③ 修繕工事の実施件数 橋 0 0  1(4) －

中項目

Ⅱ．安全で暮らしの環境が整ったまち

2．まちの基盤を整え、暮らしの空間をつくる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　国県道等の広域幹線道路については、兵庫県等と連携のうえ維

持修繕を行っていますが、今後も早期整備促進を関係機関に働き

かけていきます。また、市道については「道路修繕計画」を策定し、

利便性・安全性・緊急度などにより計画的に整備を進める必要があ

ります。

　既存施設の長寿命化については、修繕費用を平準化し、計画的

に実施する必要があります。橋梁・市営住宅は、平成23年度に長寿

命化計画を策定しましたが、今後は計画に基づき順次維持修繕工

事を行います。公園、駐車場についても、年次点検により、危険箇

所に随時対応しましたが、長寿命化修繕計画の策定に向けて都市

公園等の公園台帳を整備します。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○兵庫県等と連携しての道路ネットワーク整備については、市は新規道路整備を実施しておら

ず、既存の道路について、パトロール強化及び要望等を基に、緊急性や重要度により順次道

路の維持修繕を実施し、道路の維持管理に努めています。（H23　修繕等40路線、舗装36路線

実施）  また、H24に「道路修繕計画」の策定を行います。

○兵庫県等と連携しつつ、河川施設の災害予防のための維持修繕工事を実施し、河川の維持

管理に努めています。（H23　4河川実施）　また、H24に「篠山の川づくり指針」の策定を行いま

す。

○橋梁修繕については、H23に市道に架かる817橋について長寿命化修繕計画を策定し、修

繕費用を100年間で平準化し、H25以降順次計画的に橋梁修繕を実施することにより、橋梁の

維持管理に努めています。

○市営住宅については、H23に長寿命化計画を策定し、20年周期における修繕費用を平準化

し、H24以降順次計画的に給湯設備や、バリアフリー化、外壁や屋根の改修、屋上防水工事等

を行っていく必要があります。また併せて用途廃止住宅については移転事業完了までの暫定

的な使用等により、求められる住宅ニーズに対応していく必要もあります。

○公園、駐車場については利用者の利便性と快適性を維持するため管理業務を実施していま

す。

   各設備は年次点検を実施し、老朽化の著しいものや利用に際して危険と判断したものなど緊

急度の高いものから随時遊具等の撤去や改修工事を行い安全性の確保に努めていますが、よ

り効率的に維持修繕を行うためには、長寿命化・修繕計画の整備、策定が必要となっていま

す。

指標①の説明

適正な維持管理を測る指標として

空住戸に対する入居ニーズと継続

入居希望による推定満足度を設定

することから指標として設定

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 市民生活を支える道路、河川、上下水道、交通網、情報通信施設などの生活・産業基盤や

公園、住宅などの公共施設の計画的な維持・整備を進めます。特に、水道事業の安定化や移

動手段の確保は、暮らしに大きな与える影響を考慮しつつ取り組みを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 兵庫県等と連携して道路ネットワークを整備するとともに、パトロール強化などに

　 より道路の適正な維持管理を進めます。

○ 兵庫県等と連携を図りつつ、河川施設の災害予防や災害危険区域などの整備と維持

　 管理を進めます。

○ 市営住宅、公園、駐車場など、既存施設の長寿命化を図り、誰にも優しい施設に向

　 けて計画的に維持管理を進めます。

関係課：地域計画課　管材契約課評価担当課名：地域整備課

基本計画掲載

　P.72・73

②②②②　　　　道路道路道路道路・・・・河川河川河川河川・・・・住宅住宅住宅住宅・・・・公園公園公園公園などなどなどなど、、、、都市都市都市都市のののの基盤基盤基盤基盤をををを整整整整えるえるえるえる

橋梁長寿命化修繕計画の

策定に伴う修繕工事

※（）は累計数値

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

22201 台/日 1371 1400 1371 ◎ B

22202 台/日 121 108 115 ○ B

22203 行：(4)-58 ％ 66.42 66.44 66.52 ◎ B

22204 ％ 66.42 66.44 66.52 ◎ B

22205 － － － － － B

22206 橋 0 0

1

(4)

－ A

22207 － － － － － B

22208 － － － － － B

22209 － － － － － B

22210 － － － － － B

22211 行：(6)-16 － － － － － B

22212 － － － － － B

22213 － － － － － B

22214 － － － － － B

22215 － － － － － B

22216 ％ 94.8 94.6 100 ◎ B

22217 ％ 93.95 93.8 94 ◎ B

22218 － － － － － B

22219 － － － － － B

22220 ％

56.83

14.01

59.97

17.19

－ － B

22221

22222

22223

22224

22225

22226

22227

22228

22229

22230

22231

22232

22233

22234

22235

都市公園維持管理事業 9,996 －

都市施設維持管理業務 4,569

利用率（自転車）

利用率（原付）

市営住宅使用料賦課業務 3,892

現年度分家賃徴収

率

公園施設等維持管理業務 15,686 －

河川愛護の啓発事務 10,541 －

市営住宅維持管理業務

市営住宅使用料等徴収業務

33,712 市営住宅入居率

各事業の土地調査及び登記事務 2,934 －

先行地籍調査事業 5,284 －

官民有地境界協定事務 3,331 －

法定外公共物の許認可事務 1,904 －

みくまりダム管理事業 3,491 －

道路法・河川法各種申請の協議･

指導・処理事業

11,672 －

河川整備事業 8,037 －

公共土木施設災害復旧事業 20,068 －

道路維持修繕事業 105,697 －

橋梁維持修繕事業 13,307

橋梁長寿命化修繕計画に

伴う修繕工事の実施件数

国庫補助道路整備事業 19,768 市道の改良率

道路新設改良事業 0 市道の改良率

市営駐車場管理業務 1,191 1日当たり駐車台数

篠山口駅西駐車場管理業務 1,191 1日当たり駐車台数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

223

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

コミュニティバスの収

支率

％ 9 10 10 ○

②

交通に関わるＮＰＯ

や住民団体数

団体 2 2 9 △

③

携帯電話不感地域の解消

に向けた要望活動回数

回 4 4 4 ◎

中項目

Ⅱ．安全で暮らしの環境が整ったまち

2．まちの基盤を整え、暮らしの空間をつくる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　市民の生活交通を維持するため、路線バスの運行補助や、コミュ

ニティバスの運行を実施しました。利用者が年々減少し補助金が増

えていることから、効率的な運行を目指すため、事業者及び市民の

意見を把握しながら検討を進めています。また、地域で主体的に取

り組んでいただいているボランティア輸送についても、支援のあり方

を検討します。

　地上デジタル放送への移行はスムーズに実施できましたが、携帯

電話不感地帯は集落の一部で残っており、解消に向けて引き続き

民間事業者に強く要望を行っていきます。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○市民生活にとって欠かすことのできない生活交通を維持・確保するため、路線バス運行費に

補助しています。また、平成２３年４月より西紀中学校のスクールバスを廃止し、路線バス（篠山

口～草山温泉）を利用することとし、路線バスの利用増進とスクールバス経費の抑制に努めまし

た。乗合タクシー（火打岩線）では、一部路線の見直しを行い、今谷地区を経由するなどサービ

スの充実にむけた改正を行いました。

　子どもや高齢者、障がいを持つ人など、自家用車などの自由な移動手段を持たない方々に

とって、公共交通網は欠かすことのできないものであり、移動や日常生活において一定の効果

をもたらしています。しかし、路線バス事業者への補助金の増加や、コミュニティバスの費用対

効果に対する市民からの意見も多く、市民ニーズとの乖離などが課題となっています。

○地上デジタル放送への移行は大きな混乱もなくスムーズに実施できました。老朽化した打坂

テレビ組合の共聴施改修に補助を行いました。また、携帯電話エリアの拡大に向けては、集落

単位の不感地区が、解消されたことから、集落の一部が不感地区（３カ所）の解消に向け、事業

者の自主事業を要望しています。

指標①の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 市民生活を支える道路、河川、上下水道、交通網、情報通信施設などの生活・産業基盤や

公園、住宅などの公共施設の計画的な維持・整備を進めます。特に、水道事業の安定化や移

動手段の確保は、暮らしに大きな与える影響を考慮しつつ取り組みを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 路線バス、コミュニティバス、乗合タクシー、スクールバスなどのネットワークに

　 より公共交通網を維持するとともに、ボランティア輸送などの検討を進めます。

○ 地上デジタル放送の完全実施に向け、スムーズな移行ができるよう進めるとともに、

　 携帯電話不感地域の解消に向けた取り組みを進めます。

関係課：市民協働課評価担当課名：企画課

基本計画掲載

　P.74・75

③③③③　　　　交通網交通網交通網交通網とととと情報網情報網情報網情報網でででで地域地域地域地域をつなぐをつなぐをつなぐをつなぐ

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

22301 人/年 8,414 8,102 8,200 ○ B

22302 回 2 2 2 ◎ A

22303

路線

系統

18 18 18 ◎ B

22304 回 4 4 4 ◎ B

22305 箇所 21 22 22 ◎ C

22306 千円 2,141 2,232 2,000 ◎ B

22307

22308

22309

22310

22311

22312

22313

22314

22315

22316

22317

22318

22319

22320

22321

22322

22323

22324

22325

22326

22327

22328

22329

22330

22331

22332

22333

22334

22335

地上デジタル放送受信対策事業 3,432 改修施設数（累計）

バス路線活性化支援助成事業 5,170 助成金額

バス路線維持確保対策事業 31,632

市内運行路線系統

数

携帯電話対策事業 695 要望回数

コミュニティバス運行事業 15,035

コミュニティバスの

利用者数

公共交通対策調整事業 3,364 協議会開催数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）



施策評価シート（平成２３年度実施分事後評価） 311

施策

№

311

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

こんにちは赤ちゃん

訪問実施率

％ 96 94 100 ○

②

子育てふれあいセンター

父親子育て参加啓発事業・

子育て学習講座開催数

回 17 17 20 ○

③

ファミリーサポートセン

ター事業会員数（依頼・

協力・両方会員数）

人 279 298 300 ○

主な施策指標

○こんにちは赤ちゃん訪問実施率は９４％、特に生後１ヶ月以内の訪問（実施率７６．９％）によ

り、適切な育児情報の提供と支援を実施しています。訪問未実施者（６％）に対するフォロ－は

４ヶ月健診で行っています。地域における子育て家庭の孤立化を防ぐため、実施率１００％を目

指します。

○子育てふれあいセンターでは、平成22年度から引き続き味間認定こども園のおとわ園におい

て、週2回「遊びの広場」を開設し、身近なところで気軽に集える場を提供しています。また、男

性の子育て参加をより促進するため、事業内容を工夫するとともに、休日の事業開催を積極的

に行いました。

○ファミリーポートセンター事業は、平成23年度から、これまでの事業委託方式に代わり、社会

福祉協議会を実施主体とする補助方式での運営を行いました。その結果、効率的な運営が可

能となったほか、協力会員の協力を得て、社会福祉協議会の独自事業として、一時預かり事業

（月1回）を行いました。

○篠山市子育ていちばん条例は、平成22年度に策定した素案を基に、さらに検討を加え平成

23年10月に制定しました。また、一般用・子ども用・事業主用の3種の条例啓発用パンフレットを

作成しました。今後はさらに条例内容を普及啓発していく事業実施が必要です。

○虐待の疑いをはじめとする児童相談・通報は27件ありました。川西こども家庭センターや各学

校、主任児童委員、民生・児童委員、家庭児童相談員、市役所関係課と連携し取り組みまし

た。近年、重大なことになる可能性のある事案も発生しており、各関係機関との情報共有し、連

携を密にして取り組む必要があります。

指標①の説明

生後４ヶ月までの赤ちゃんと保護

者に対する家庭訪問実施数

　子育てしやすいまちを目指して、「子育ていちばん条例」の制定を

行い、様々な子育て支援策を展開しました。今後は、更に重要政策

として関係機関と連携しながら、具体的な取り組みを強化していく必

要があります。

　児童虐待に対する早期発見に関しては、市民誰もが高い意識をも

つことが重要であることから、要保護児童対策地域協議会の体制充

実とともに、広く啓発していく必要があります。

計画通り

進める

○

－

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 子育て環境の変化により、子育ての中心となる親と家庭、あるいは地域の子育て力が

低下しています。みんなが愛情をもって仲よく子育てするため、子どもと保護者が共に

育ち合い、また保護者同士、子ども同士が仲間づくりをし、地域で子育てを支え合う環

境づくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 子どもの成長や出産・子育ての不安解消に役立つ母子保健サービスの充実や、安心

    して医療が受けられる体制の充実を図ります。

○ 男女が子育てに取り組むとともに、次代の親を育成する取り組みを推進します。

○ 子育ていちばん条例（仮称)を制定し、地域、家族、学校、職場など、みんなで協力

    して子どもを育てる環境づくりを進めます。

中項目

Ⅲ．心豊かな人を育む子育てしやすいまち

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

関係課：健康課 こども未来課 中央公民館評価担当課名：福祉総務課

基本計画掲載

　P.76・77

①①①①　　　　地域地域地域地域みんなでみんなでみんなでみんなで子子子子どものどものどものどもの健健健健やかなやかなやかなやかな成長成長成長成長をををを支支支支えるえるえるえる

１.「輪」と「和」で子育てするまちをつくる

総合評価総合評価総合評価総合評価

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

31101 行　№45 人 279 298 300 ○ B

31102 行　№46 回 17 17 20 ○ B

31103 人 291 286 306 ◎ B

31104 人

49501

7667

58664

0

－

58664

－ A

31105 人 90 83 90 ○ B

31106 回 － － － － B

31107 回 － － － － B

31108 件 72 95 － － B

31109 箇所 3 1 － － B

31110 人 1 0 2 △ B

31111 人 2 1 2 △ B

31112 人 14 12 14 ○ B

31113 千円 － － － － B

31114 人 57,000 57,000 － － B

31115 ％ － － － － B

31116 人 330 330 － － B

31117 ％ 96 94 100 ○ B

31118 ％ 95 95 100 ○ B

31119 回 24 24 24 ◎ B

31120 回 6 6 6 ◎ B

31121 回 12 12 12 ◎ B

31122 回 24 24 24 ◎ B

31123 回 12 12 12 ◎ B

31124 回 12 12 12 ◎ B

31125 回 22 23 24 ◎ B

31126 校 9 22 9 ◎ B

31127 回 1 2 2 ◎ A

31128 人 520 500 － ◎ B

31129 回 5 5 － － B

31130

31131

31132

31133

31134

31135

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

ファミリーサポートセンター事業 1,004 登録者数

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

子育てふれあいセンター事業 12,987

父親子育て参加啓発事業・子育

て学習講座開催数

児童扶養手当支給事業 88,914 受給者数

児童手当支給事業 83,799

支給延児童数[子ども手当]

支給延児童数[児童手当]

特別児童扶養手当事業 290 受給者数

次世代育成支援対策交付金申請

事務

238 －

子育ていちばん条例制定事業 2,016 －

母子自立支援員業務 1,588 相談実績数

母子生活支援施設委託事業 1,708

施設入所世帯数

委託施設数

母子自立支援教育訓練給付事業 0 給付対象者数

高等技能訓練促進費等事業 371 給付対象者数

年末年始短期里親事業 1,215 里子受入数

婦人共励会補助事業 150 －

母子保健推進員活動事業（愛育班

活動）

7,779 声かけ訪問件数

母子保健事業総括事務 16,758

子育てを楽しいと感じてい

る子どもの割合

母子健康手帳交付事務 1,350

母子健康手帳発行

数

訪問指導事業 3,155

こんにちは赤ちゃ

ん訪問実施率

乳幼児健診事業 8,527 乳幼児健診受診率

すこやか相談事業 1,509 実施回数

すくすく相談事業 635 実施回数

乳児健康相談事業 1,508 実施回数

子育て相談事業 1,032 実施回数

パパママ教室事業 1,381 実施回数

離乳食教室事業 4,764 開催回数

親子あそび教室事業 1,826 実施回数

思春期保健福祉体験学習事業 2,620 事業実施校

神戸大学地域連携事業 990 支援者研修回数

妊婦健康診査費補助事業 25,236 受益者数

要保護児童対策地域協議会事業 3,290 協議会開催回数
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施策

№

312

　

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

子育て相談を実施す

る幼稚園数

園 2 4 13 △

②

預かり保育施設の設

置数

施設 2 4 6 △

③

病児・病後児保育の

実施保育園数

園 0 0 1 △

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

病児・病後児保育の実施

保育園数

預かり保育施設の設置数

関係課：福祉総務課評価担当課名：こども未来課

基本計画掲載

　P.78・79

②②②②　　　　多様化多様化多様化多様化するするするする子育子育子育子育てててて環境環境環境環境にににに応応応応じたじたじたじた保育保育保育保育・・・・教育教育教育教育をめざすをめざすをめざすをめざす

指標①の説明

子育て相談プラザを実施

する幼稚園数

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 子育て環境の変化により、子育ての中心となる親と家庭、あるいは地域の子育て力が低下してい

ます。みんなが愛情をもって仲よく子育てするため、子どもと保護者が共に育ち合い、また保護

者同士、子ども同士が仲間づくりをし、地域で子育てを支え合う環境づくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 多様なニーズに応じた就学前保育・教育を進め、特に４・５歳児が同等の幼児教育

　 が受けられるよう環境を整え、その充実を進めます。

○ 役立つ情報や気軽に利用できるサービスを提供し、子育て家庭が安心して暮らせる

　 まちづくりを進めます。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　4・5歳児が同等の幼児教育を受けられるよう、西紀みなみ幼稚園と大山幼稚園を対象とした預かり

保育施設「なつぐりっ子はうす」、西紀きた幼稚園を対象とした「きたっこはうす」を設置しました。さら

に、平成24年4月1日から古市幼稚園・今田幼稚園を対象とした預かり保育実施に向け、平成23年度

には保護者等への説明会を開催しました。

　また、今後の幼保一体化の推進に向け、篠山市幼保一体化推進計画を策定し、預かり保育の未実

施園（篠山、たまみず、岡野幼稚園）を対象とした預かり保育の実施に取り組むことを決定しました。

今後は当該地域にある２つの私立保育園との調整を行う必要があります。同計画に記載されている

「ふた葉プロジェクト」についても、早期にプロジェクトチームとモデル園を設置し、検討を進めていか

なければなりません。

　平成22年度に城南幼稚園と味間幼稚園の2園をモデル園として「子育て相談プラザ」を設置し、臨

床心理士、家庭児童相談員または幼稚園長による相談対応を行いました。平成23年度には八上幼

稚園と西紀みなみ幼稚園をモデル園に追加した合計4園で実施し、39件(4幼稚園合計）の保護者の

子育ての悩み解消に役立てることができました。そのほか、幼稚園及び保育園に対し、臨床心理士

等の専門職による年2回の巡回相談を実施し、保育園では延べ69人、幼稚園では延べ139人の支援

が必要な園児に関する助言を、保育士・幼稚園教諭へ行いました。

　平成24年度からは、全幼稚園で「子育て相談プラザ」を実施するとともに、各種研修会を通して各

施設職員の資質の向上に取り組み、保護者に子育てに関する適切な情報を提供するなど、認定こど

も園や保育園、幼稚園、預かり保育施設が地域の子育て支援の拠点施設となるよう取り組んでいく

必要があります。

　放課後児童対策事業では、古市小学校児童が今田児童クラブに通所できるよう取り組み、市内全

ての児童が学童保育を利用することできるようになりました。また、味間児童クラブの利用人数の増加

に対応するため、平成24年度から1クラス増設し、2クラスで運営するための準備を行いました。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　保護者が安心して就労できる環境を整えるため、平成21年度から

預かり保育施設の開所に取り組んできました。現在、私立保育園と

共存している篠山・岡野・たまみず幼稚園地区以外はすべて設置で

きていますが、全地区での実施に向けて、引き続き調整を行ってい

く必要があります。

　また、「子育て相談プラザ」の拡充を図っていますが、合同研修な

どを通じた職員の資質向上や、一体的な組織体制を推進すること

で、地域の子育て支援の拠点となることを目指します。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅲ．心豊かな人を育む子育てしやすいまち

１．「輪」と「和」で子育てするまちをつくる
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

31201 件 224 155 － － B

31202 回 4 4 － － B

31203 行：(3)-15 箇所 7 7 6 ◎ B

31204 人 3 2 － － B

31205 - － － － － B

31206 - － － － － B

31207 - － － － － B

31208 - － － － － B

31209 人 6 14 － － B

31210 行：(3)-14 人 306 289 － － B

31211 世帯 32 38 － － B

31212 行:(3)-14 園 1 1 1 ◎ B

31213 行:(3)-14 施設数 2 4 6 △ A

31214 人 574 520 － － B

31215 回 12 13 10 ◎ B

31216 行:(3)-14 回 0 10 0 ◎ B

31217 園 13 13 13 ◎ B

31218 行№46 回 17 17 20 ○ B

31219 － － － － － B

31220

31221

31222

31223

31224

31225

31226

31227

31228

31229

31230

31231

31232

31233

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

家庭児童相談室業務 4,200 相談件数

家庭児童相談員連絡協議会事業 170 協議会開催回数

放課後児童対策事業 38,549

児童クラブ数（公設

公営、公設民営、

民説民営）

児童短期入所事業 82 入所児童数

私立保育所運営事業 44,292 －

私立保育所特別運営事業 958 －

私立保育所障害児保育事業 3,951 －

私立保育所延長保育事業 3,527 －

管外保育運営事業 4,683 対象者数

公立保育所事業（事務・管理・運

営）

625,181 公立保育園児童数

ひょうご多子世帯保育料軽減事業 392 多子世帯数

認定こども園の運営 1,588 認定こども園数

幼稚園預かり保育事業 44,668

預かり保育実施施

設数

幼稚園教育事業 230,163 幼稚園児数

幼稚園教諭と保育園保育士資質

向上事業

2,785 合同研修会の回数

幼保一体化推進事業 6,166

篠山市幼保一体化

推進委員会（全体

会、味間認定こども

園部会）の開催数

幼稚園管理事業 14,037 幼稚園数

【再掲№31102】

子育てふれあいセンター事業

12,987

父親子育て参加啓発

子育て学習講座開催数

療育体制整備事業 85 －
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施策

№

321

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

① 図書の年間借入冊数 冊 25,200 25,600 38,000 △

②

家や図書館で1日あたり

30分以上読書する児童

生徒の割合

％ 25 － 30 －

③

1日の運動時間が30分以

上の児童生徒の割合

％ 76 85 92 ○

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

生涯にわたる健康の保持

増進の基礎を培う

全国学力状況調査による実

績値

(H23は震災により未実施）

本に親しむ機会を増やし

確かな学力を育む

関係課：評価担当課名：学校教育課

基本計画掲載

　P.80.81

①①①①　　　　子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの生生生生きるきるきるきる力力力力をををを培培培培いいいい、、、、創造性創造性創造性創造性をををを伸伸伸伸ばすばすばすばす

指標①の説明

確かな学力の確立を図るため読

書環境の整備を目指す

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　教育を取り巻く環境の変化が大きい中、篠山市らしい特色ある教育の実現に向け、自

立、愛郷、公共尊重、国際社会をめざす人間像のキーワードとして、子どもが楽しく学

び、地域に信頼される学校づくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 子どもの発達段階に応じた自立的に生きる力を養い、創造性を伸ばす教育に取り組

　 みます。

○ 体験活動の体系的な実施と、その内容の充実を図るとともに、成果を他の教育活動

　 や日常生活に生かすなど、篠山市の特色ある教育を推進します。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○新学習指導要領の趣旨に基づき、確かな学力を確立し、豊かな心を育むため、読書環境等

の条件整備に努めました。今後、指導方法等の一層の改善を通して、子どもたちに生きる力を

育むことが必要です。

○外国語指導助手や小学校外国語活動支援ボランティアの派遣を通して、児童生徒が英語に

触れて学ぶ機会を確保することができました。今後も継続的な実施が必要です。

○特別支援教育においては、個別の教育支援計画の策定を通じて、支援体制の充実と関係機

関の連携を図りました。今後も継続して取り組むことが必要です。

○自然学校やトライやる・ウィークなどの体験活動を全小・中・特別支援学校で実施し、豊かな

人間性や社会性を育みました。また、防災教育を通じて、命の尊さや助け合いの大切さを学ぶ

ことができました。それぞれ、今後も継続して取り組むことが必要です。

○体力・運動能力状況調査等を活用して、子どもの状況について把握し、生涯にわたる健康の

保持増進に向け、健やかな体作りに努めました。また、喫煙や薬物乱用について、健康への影

響についての学習を実施しました。今後も継続的に取り組むことが必要です。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　子どもの発達段階に応じた教育として、新学習指導要領に沿った

指導を軸に、学力向上に努めました。本に親しむ機会の充実や、英

語に触れて学ぶ機会の確保など、学習環境等の条件整備を図るこ

とで、子どもたちの自立的に生きる力を養いました。

　また、特色ある教育として、自然学校やトライやる・ウィークなどの

体験活動等の取り組みにより、豊かな人間性や社会性を育む学び

の場とすることができました。これらの結果を検証しながら、より効果

的な事業となるよう継続していく必要があります。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅲ．心豊かな人を育む子育てしやすいまち

2．一人一人が輝き、生きがいをめざす人を育む
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

32101 校 2 2 2 ◎ B

32102 校 9 12 15 ○ B

32103 人 2 1 1 ◎ B

32104 校 2 2 2 ◎ B

32105 校 4 9 17 ○ B

32106 校 23 23 23 ◎ B

32107 ％ 68 58 60 ○ B

32108 校 23 23 23 ◎ B

32109 回 1 2 2 ◎ B

32110 校 18 23 23 ◎ B

32111 校 1 1 1 ◎ A

32112 校 23 23 23 ◎ B

32113 行:(4)-1 校 22 23 23 ◎ B

32114

32115

32116

32117

32118

32119

32120

32121

32122

32123

32124

32125

32126

32127

32128

32129

32130

32131

32103

32133

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

学力向上事業 1,677

学力向上実践推進

事業委託校数

指定研究事業 2,633

研究指定校委託校

数

教育課程推進事業 2,806 支援教師配置数

「ことばの力」育成事業 636

ことばの力育成事

業委託校

外国語活動支援事業 23,220

小学校外国語活動指

導補助員派遣校数

学校情報化支援事業 476 対象校数

学びの交差展事業 2,860 出品率

道徳教育推進事業 398 教師配置校数

生徒指導体制充実事業 1,350 研修会開催回数

体力向上事業 2,921

体力・運動能力調

査校

心のサポート事業 8,137 推進校数

特別支援教育事業 2,587

校内委員会の実施

校数

体験教育推進事業

　・環境体験事業

　・自然学校推進事業

　・わくわくオーケストラ教室事業

　・トライやる・ウィーク、

　　　トライやる・アクション事業

18,921 事業実施校数
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施策

№

322

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

学校の適正規模・適

正配置

校 2 2 検討 ◎

②

耐震補強工事完了棟

数【木造・非木造】

棟 15 18 26 △

③

学校評議員会議の１

校園平均実施回数

回 3 3 3 ○

中項目

Ⅲ．心豊かな人を育む子育てしやすいまち

2．一人一人が輝き、生きがいをめざす人を育む

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　ＰＴＣＡフォーラムの開催や通学合宿、放課後子ども教室、トライし

ようＤＡＹなどの実施により、学校・家庭・地域が一体となり教育力の

向上に努めました。

　学習環境の整備としては、畑小学校と城北小学校の統合に向け、

統合研究会の発足、統合推進委員会への移行、統合準備委員会

への発展と、平成２５年４月の開校に向け着実に準備を進めました。

また、 未実施であった木造校舎の耐震補強工事を進め、八上小学

校においては平成２４年度施工のための実施設計業務を行いまし

た。篠山小学校では応急工事を実施しましたが、今後は文化庁との

充分な調整によりスムーズな耐震化を図る必要があります。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　子どもたちが安心して学べる環境づくり事業をさまざまな視点で実施しました。まず、児童生徒

の減少に伴う学校の適正規模・適正配置の取り組みについては、平成２５年４月の篠山市立畑

小学校と同城北小学校の統合に向け、具体的な協議や調整を重ねました。24年度は万全な準

備によりスムーズな開校を迎えなければなりません。また、福住、村雲、大芋地区では、保護者

や地域住民の方から小規模校の教育を考える意見を伺いました。

　学校施設の耐震補強工事は、今田中学校、味間幼稚園、今田幼稚園で完了しました。平成２

３年度は特に篠山小学校校舎のあり方を検討し、篠山小学校校舎改修基本構想を策定すると

共に、耐震補強の応急修理を実施しました。今後篠山小学校と八上小学校木造校舎、篠山小

学校と城北小学校屋内運動場の耐震化に早期に取り組む必要があります。

　次に、学校教育面では、教職員の資質向上のため、各教職員への課題に対応した研修会を

開催しました。学校評議員からの意見聴取やオープンスクールの実施を通じ、学校・家庭・地域

との連携を図り、郷土に根ざした開かれた学校・園づくりをめざしました。不登校支援では、学校

に不登校支援指導員を配置し早期の相談に対応するとともに、篠山市適応指導教室「ゆめハウ

ス」では、早期の学校復帰に向け取り組みました。指導員間の連携を深め、一人一人の児童生

徒を大切にした支援体制を確立しました。

　社会教育面では、子ども居場所づくり事業として４つの取り組みを実施しました。通学合宿は

大芋・福住・古市・城東の４校区、放課後子ども教室は、城南・味間・西紀・岡野の４校区で、子

どもたちと地域住民との交流活動が実施されました。トライしようＤＡＹは５校区で実施され、地

域の行事に子どもが主体的に参加し、自ら学ぶ意欲や社会性を育みました。ＰＴＣＡフォーラム

では、「育てよう　ふるさとを愛し　命を大切に思う　子どもたち」をテーマに３団体が実践発表を

行いました。

指標①の説明

篠山市立小・中学校の閉校数

施策大綱大項目

中項目の基本方針

 教育を取り巻く環境の変化が大きい中、篠山市らしい特色ある教育の実現に向け、自

立、愛郷、公共尊重、国際社会をめざす人間像のキーワードとして、子どもが楽しく学

び、地域に信頼される学校づくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 子どもたちの学びを支えるため、学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上に

　 取り組みます。

○子どもたちが安心して学べる環境づくり、信頼される学校づくりを進めます。

関係課：学事課 学校教育課  社会教育・文化財課評価担当課名：教育総務課

基本計画掲載

　P.82・83

②②②②　　　　子子子子どもたちがどもたちがどもたちがどもたちが安心安心安心安心してしてしてして学学学学べるべるべるべる環境環境環境環境をつくるをつくるをつくるをつくる

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

32201 回 6 13 － － A

32202 回 19 19 － － B

32203 回 － 11 － － C

32204 台 21 23 23 ○ A

32205 人 4,388 4,279 － － B

32206 人 169 183 － － A

32207 － － － － － B

32208 － － － － － B

32209 － － － － － B

32210 － － － － － B

32211 棟 15 18 26 △ A

32212 ％ 46 46 － － A

32213 千円/学級 1,323 1,347 － － B

32214 千円/人 12 16 － － B

32215 台 0 0 390 ○ A

32216 － － － － － B

32217 － － － － － B

32218 － － － － － B

32219 回 15 19 16 ◎ A

32220 校 8 4 0 ◎ D

32221 人 4 4 4 ◎ B

32222 校 23 23 23 ◎ B

32223 教室 4 4 4 ◎ B

32224 － － － － ◎ B

32225 人 1 1 1 ○ B

32226

回

回

2

3

2

3

2

3

◎ B

32227 校 23 23 23 ◎ B

32228

団体

人

5

918

4

1014

5

1200

○ B

32229 回 28 27 19 ◎ B

32230

32231

32232

32233

32234

32235

教育懇談会・地域教育トーク等の

実施

4,764 会議開催回数

学校地域連携事業 997

オープンスクール

実施校数

子どもの居場所づくり事業

（通学合宿・トライしようDAY）

3,150

・通学合宿実施団体数

・ﾄﾗｲしようDAY参加児童数

青少年育成相談業務 3,025 相談員配置数

青少年健全育成団体連携事業

（市PTA協議会・

　市子ども会連絡協議会）

4,860

・リーダー研修会開催回

数

・ふれあいスポーツ

　大会等事業回数

ひょうご放課後プラン事業 1,661

放課後子ども教室

実施教室数

青少年健全育成団体連携事業

（市青少年健全育成推進連絡協議会）

1,946 連携の強化

不登校支援事業 9,281 配置人数

学校安全安心づくり事業 7,347

防災訓練実施

校数

教職員研修会事業 3,244 研修会開催回数

理科おもしろ推進事業 1,270 推進員配置校

各助成金事業 18,985 －

各負担金事業 2,969 －

教職員用PC整備事業 318 導入台数

各補助金事業 4,397 －

学校施設・設備の維持管理事業 251,265

１学級あたりの管

理経費

学校教育振興事業 57,432

児童生徒１人あた

りの教育振興費

耐震補強事業 107,444

耐震補強工事

完了棟数

学校施設維持管理費 52,871

施設の改善投資率、施設

維持経常経費との比率

教科用図書採択事業 3,465 －

児童生徒の就学援助事務 38,497 －

児童生徒の就学事務 2,554 －

統計調査及び学校基本調査 1,271 －

教育総務費・学校保健関係事業 6,323

学校管理下において安全対

応 委託園児児童生徒数

遠距離通学助成事業 7,672

遠距離通学支援児

童生徒数

篠山小学校校舎検討事業 2,061 委員会の開催数

スクールバス管理事業 141,179

スクールバス運行

台数

統合推進事業 6,016 会議開催回数

教育委員会運営 9,189 会議開催回数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

323

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

国際交流の受入を実施

したことのある学校数

校数 12 14 22 △

②

朝食を毎日食べてい

る子どもの割合

％ 95 95 100 ○

③

今住んでいる地域の

行事に参加している

児童生徒の割合

％ 66 － 88 －

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

郷土を愛する心の育成促

進を図る

全国学力状況調査による実績値

（H23は震災により未実施）

食育推進計画に基づく市

民アンケート調査の結果

朝食を毎日食べている子どもの数

関係課：社会教育・文化財課　教育総務課

　　学校給食センター　学事課　市民協働課

評価担当課名：学校教育課

基本計画掲載

　P.84・85

③③③③　　　　ふるさとをふるさとをふるさとをふるさとを愛愛愛愛しししし、、、、新新新新しいしいしいしい時代時代時代時代をををを担担担担うううう人材人材人材人材をををを育成育成育成育成するするするする

指標①の説明

受入により国際理解を図る

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　教育を取り巻く環境の変化が大きい中、篠山市らしい特色ある教育の実現に向け、自

立、愛郷、公共尊重、国際社会をめざす人間像のキーワードとして、子どもが楽しく学

び、地域に信頼される学校づくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 新しい時代を担う人材育成と、地域とともに歩む教育を推進します。

○ あいさつ、マナーなどの基本的な日常習慣や、希薄化している公共心、道徳、地域

　 とのつながりの大切さを再認識することを通じて、生命と人権を大切にし、郷土を

　 愛する心と国際社会に通用する人材の育成を推進します。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○昨年度作成した「篠山ふるさとガイドブック」を活用し、一般向けに再編集し、８月に全戸配布

を行い、篠山の歴史文化を広く市民に周知することができました。

○食育の推進を通じて、基本的な生活習慣の確立に向け取り組みました。特に朝食の摂取に

ついては力を入れて取り組んでいます。また、給食試食会・給食センター見学会・親子クッキン

グ等を実施しました。今後、学校給食用食材の地元産物活用における地元野菜使用率をより

向上させる必要があります。

○地域の自然を生かした体験学習を積極的に実施し、環境教育の充実を図ることができまし

た。

○スクールブリッジ事業では、小規模学校間の交流によるグループ学習や集団活動を通じて

様々な価値観に触れさせることができました。

○姉妹都市ワラワラ市から１０月に２週間程度高校生を中心に受け入れました。村雲小学校・篠

山養護学校を訪問し、授業体験や児童との交流を実施し、国際交流の推進に向け取り組むこと

ができました。

○「感謝の気持ちを届けようあなたに贈るありがとう展」を実施し、児童生徒に周囲の方々への

感謝の気持ちを醸成することができました。今後の継続的な開催について検討が必要です。

○小学校から中学校への円滑な接続を図るため、モデル校区を指定し、心のサポート事業を実

施し、義務教育９ヵ年を見通した教育課程について、研究を推進しました。また、スクールカウン

セラーによる子どもや保護者の心の相談に取り組みました。今後、小中学校の連携は全市的に

取り組むことが必要です。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　篠山の歴史文化を紹介する「ふるさとガイドブック」の全戸配布を

行い、地域と共にふるさと教育を進めました。また、子ども達の感謝

の気持ちを育てるため、「感謝の気持ちを届けよう あなたに贈るあり

がとう展」を開催しました。

　各学校においては、あいさつ運動や食育を推進することで、基本

的な生活習慣の確立に取り組むことができました。

　今後も、地域とともに特色あるふるさと教育を進め、新しい時代を

担う人材育成に取り組みます。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅲ．心豊かな人を育む子育てしやすいまち

2．一人一人が輝き、生きがいをめざす人を育む
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

32301 人 25 31 35 ○ B

32302 ％ 100 100 100 ◎ B

32303 校 － 18 17 ◎ B

32304 － － － － － B

32305 人 4 4 4 ◎ B

32306 校 23 23 23 ◎ B

32307 校 8 8 6 ◎ B

32308 % 15 19 25 △ B

32309 品目 99 93 100 ○ B

32310 回数 123 115 100 ◎ B

32311 % 0 0 0 ○ B

32312 % 17 20 25 △ B

32313 品目 84 79 85 ○ B

32314 回数 72 98 100 ○ B

32315 % 0 0 0 ○ B

32316 人 52 50 150 △ B

32317 校 23 23 23 ◎ B

32318 校 23 23 23 ◎ B

32319

32320

32321

32322

32323

32324

32325

32326

32327

32328

32329

32330

32331

32332

32333

32334

32335

人権教育推進事業 475 人権学習実施校数

感謝の気持ちを届けようプロジェク

ト2011事業

2,304 実施校数

篠山西部学校給食センター

　学校給食調理業務

52,468 異物混入率

うりぼう師範実施事業 2,638 受験者数

篠山西部学校給食センター

　特色のある献立作成事業

476

特色ある献立の実

施品目

篠山西部学校給食センター

　食育推進活動事業

635

試食会、親子クッキング、

見学会等の実施回数

篠山東部学校給食センター

　学校給食調理業務

56,022 異物混入率

篠山西部学校給食センター

　地元産物活用事業

873

地元野菜（１２品

目）の使用率

篠山東部学校給食センター

　特色のある献立作成事業

872

特色ある献立の実

施品目

篠山東部学校給食センター

　食育推進活動事業

873

試食会、親子クッキング、

見学会等の実施回数

スクールブリッジ事業 1,493 実施校数

篠山東部学校給食センター

　地元産物活用事業

873

地元野菜（１２品

目）の使用率

フォリナーサポート事業 3,610

フォリナーサポート

配置人数

食育推進事業 2,090 食育実施校数

篠山ふるさとガイドブック 1,191 配布校数

学校給食費の収納事務 6,312 －

国際交流推進事業 5,515 参加人数

奨学金貸付事業 2,779

奨学生の卒業率

（高校３年生時）

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

411

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

環境学習に取り組む

地域団体数

団体 5 26 25 ◎

②

自然観察会の参加者

数

人 80 111 200 △

③

ホタルの野外観察を小学校

卒業までに経験した割合

％ 60 60 90 △

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

指標生物であるホタル観察を通

して自然に親しむ心を育む。

動植物観察会を催し、多くの人に

自然の大切さを実感してもらう。

関係課：市営斎場 地域整備課評価担当課名：環境課

基本計画掲載

　P.86・87

①①①①　　　　環境環境環境環境をををを守守守守るるるる““““こころこころこころこころ””””をををを育育育育みみみみ未来未来未来未来につなぐにつなぐにつなぐにつなぐ

指標の説明

ごみ分別や生き物観察など環境

学習に取り組む団体を増やす。

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　篠山市は、瀬戸内海に流れる加古川、武庫川、そして日本海に向けて流れる由良川と

いう3本の河川の源流地域に位置する類を見ない環境にあります。こうした地域の特色

であり宝でもある豊かな自然を守るとともに、生物多様性を保全・再生し、そして子ど

もたちや未来の篠山市民によりよい環境をつないでいく取り組みを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 学校・園、地域・家庭、事業所など、さまざまな集まりを通じた環境学習の取り組

 　みを市民とともに進めます。

○ 人や動植物にとって安全な自然環境を守るとともに、源流のまち篠山を意識して

　 市民生活との調和を図る取り組みを進めます。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　環境基本計画の柱である環境学習の支援や自然環境保全についての事業を推進していま

す。

　具体的には、生き物の生息環境保全の方向性を定める「生物多様性ささやま戦略」の素案作

成や、学校への環境出前講座などを行いました。

　また、環境に関する活動を行う「篠山環境みらい会議」を設立し事務局として関わっています。

月１回の全体会のほか、３つの部会（環境教育部会、エネルギー部会、里山部会）が活動を

行っており、年１回のイベントの開催をしています。

　水質悪化が問題となっている篠山城跡公園の堀を浄化するため、年次計画的に池干しや

ゲート改修工事、ごみ清掃や外来生物駆除のボランティア活動を実施しており、２３年度は西堀

での活動を行いました。

　衛生面では、地域の衛生リーダーである衛生委員に対して保健衛生大会等を通じて、環境衛

生の大切さを普及啓発するなど環境衛生面の向上を図っています。

　課題としては、環境みらい会議の委員数不足や生物多様性に関する市民の意識向上、犬の

登録数の減少などがあげられます。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　環境を守るために様々な市民PRや研修会を行っています。環境

出前講座やフォーラム等を通じて、これからの篠山を担う子どもたち

に、生物多様性の重要性と、環境の大切さを学んでもらう機会を提

供しました。

　また、「篠山環境みらい会議」では、環境教育・里山・エネルギー

の３つの部会ごとに精力的な活動が行われました。

　今後もまちづくり協議会や自治会、事業所、家庭にも呼びかけ、篠

山市全域において環境保全に取り組んでいきます。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅳ．田園景観や伝統行事の継承と新たな文化を育むまち

１．命を育む豊かな森と水を未来につなぐ
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

41101 － － － － - B

41102 － － － － - B

41103 － － － － - B

41104 － － － － - B

41105 － － － － - B

41106 － － － － - B

41107 － － － － - B

41108 － － － － - B

41109 － － － － - B

41110 － － － － - B

41111 箇所 1 2 6 △ A

41112 － － － － － B

41113 － － － － － B

41114 － － － － － B

41115 － － － － － B

41116 － － － － － B

41117 箇所 － 1 6 △ B

41118

41119

41120

41121

41122

41123

41124

41125

41126

41127

41128

41129

41130

41131

41132

41133

41134

加古川・由良川水濁協、武庫川環

境保全協、大気連、瀬戸連等関連

団体事務

329 －

篠山城跡公園堀浄化事業 6,529 ゲート設置数

(財）ひょうご環境創造協会会費 150 －

環境保全事務事業 5,158 －

改正省エネ法関係事務 556 －

環境基本条例関連事務 2,025 －

地域グリーンリーダー事業 810 －

環境基本計画関連事務 12,018

自然観察拠点設置

箇所数

防疫事務事業 318 －

兵庫県都市清掃事務協議会 244 －

墓地、埋葬等事務事業 633 －

市営墓地に関する事務事業 1,458 －

死廃小動物処理事務事業 952 －

衛生委員・保健衛生推進協議会事

務事業

9,756 －

市営斎場施設管理事業 23,267

適正な施設管理運

営

愛玩動物に関する事務 556 －

市営斎場受付事務 8,402

的確な火葬業務執

行

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

412

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

① 森林整備の施業面積 ha 190 196 145 ◎

② 耕作放棄地の面積 ㎡ 41,247 42,564 20,320 △

③

ささやまの森公園利

用者数

人 16,247 18,012 21,000 ○

④

生物多様性を保全・再生

する重点エリアの設定

箇所

1

(1)

0

(1)

1

(6)

△

中項目

Ⅳ．田園景観や伝統行事の継承と新たな文化を育むまち

１．命を育む豊かな森と水を未来につなぐ

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　森林を保全・整備するため、間伐や徐伐を積極的に推進するとと

もに、広報等を通じて制度の周知に努めました。森林の多面的な機

能を発揮させるため、針葉樹と広葉樹の混交林化を進めました。森

林内に残された資源については、燃料化による里山再生のサイクル

構築を目指しており、本庁舎市民ホールにペレットストーブを１台設

置しました。

　生物多様性、自然環境の保全と復元については、森の学校復活

大作戦実行委員会において検討を重ねるとともに、自然を生かした

川づくりを進めています。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　間伐に必要な経費を、国の補助に加え、市と県が経費を賄うことにより、森林所有者等の負担

をなくし間伐を推進する環境対策育林事業を実施しました（実施面積：約136ha）。今後も、本事

業のPRを行うとともに、森林所有者に対し間伐への関心を高めていく必要があります。

　混交林整備事業については、高齢級に達した杉・桧など人工林の伐採、搬出を促し、その伐

採跡地に広葉樹（ヤマザクラ2,700本）を植栽することにより針葉樹と広葉樹の混交林化を進め、

森林の多面的な機能発揮を図っています。また、味間南地内においては、本事業実施に必要

な測量業務や管理計画書の作成を行いました。

　また、里山再生では、地域の皆さんが取り組む「里山彩園事業」や林地残材を活用し、山や里

からの切り出し、運搬、燃料とする循環を進め、里山を再生する取り組みを進めています。平成

23年度には、本庁舎市民ホールにペレットストーブを設置しました。

　課題としては、県民緑税を活用することで、森林所有者の植栽等に関する負担は少なくなりま

すが、事前の人工林の伐採・搬出が木材価格の低迷により伐採意欲の向上につながらず、事

業実施残念に至っているケースもあり、今後の対応を検討します。

　生物多様性の保全、自然環境の保全と復元を目指して、森の学校復活大作戦実行委員会の

中で「生物多様性ささやま戦略」の策定に向けて検討を重ねたり、篠山らしい自然を生かした川

づくりを進めています。

指標の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　篠山市は、瀬戸内海に流れる加古川、武庫川、そして日本海に向けて流れる由良川と

いう3本の河川の源流地域に位置する類を見ない環境にあります。こうした地域の特色

であり宝でもある豊かな自然を守るとともに、生物多様性を保全・再生し、そして子ど

もたちや未来の篠山市民によりよい環境をつないでいく取り組みを進めます。

備考

単位㎡→haに変更

施策名施策名施策名施策名

○ 財産としての森林を計画的に整備するとともに、雨水の保水などの防災対策をはじ

　 めとじた森林や農地のもつ多目的機能の維持・回復に努めます。また、多自然型の

　 河川・水路の整備に取り組みます。

○ 篠山市全体を豊かな自然に恵まれたビオトープとしてとらえ、豊かな生態系を守り

　 育て、自然の価値を見直す取り組みを進めます。

H23年度末指定管理終了

関係課：評価担当課名：農都創造課

基本計画掲載

　P.88.89

②②②②　　　　自然自然自然自然のののの豊豊豊豊かなかなかなかな恵恵恵恵みをみをみをみを守守守守りりりり、、、、育育育育てるてるてるてる

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価

※（）は累計件数

農地パトロールより把握し

た耕作放棄地面積

自然や生き物に親しめる

活動拠点設定数
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

41201 人 16,247 18,012 21,000 ○ C

41202 人 15,602 16,339 20,000 ○ B

41203 － － － － － B

41204 － － － － － B

41205 － － － － － B

41206 ｍ３ 103 100 100 ◎ B

41207 － － － － － B

41208 校 4 4 4 ◎ B

41209 － － － － － B

41210 ha 130 136 100 ◎ B

41211 ha 92 62 50 ◎ B

41212 ha 60 60 50 ◎ B

41213 － － － － － B

41214 － － － － － B

41215 － － － － － B

41216 － － － － － B

41217 － － － － － B

41218 ha － 13 95 ○ B

41219 地区 2 1 － － D

41220

41221

41222

41223

41224

41225

41226

41227

41228

41229

41230

41231

41232

41233

41234

41235

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

自然活用型ＣＳＲ事業 873 年間入園者数

丹波篠山渓谷の森公園管理費 4,975 年間入園者数

森林の整備計画事業 2,310 －

林道維持管理事業 873 －

森林組合の育成事業 953 －

松くい虫防除対策事業 694

松食い虫駆除実施

量

渓流工整備事業 594 －

緑の少年団関係事業 598 緑の少年団活動

森林整備地域活動支援事業 1,519 －

環境対策育林事業 5,802

環境対策育林整備

面積

緊急防災林整備事業 674

緊急防災林整備面

積

針葉樹林と広葉樹林の混交林整

備事業

558

針葉樹林と広葉樹林

の混交林整備面積

市単独補助治山事業 564 －

里山林再生事業 1,974 －

森林病害虫等防除事業 996 －

木質燃料暖房器具設置モデル事

業

1,825 －

地域づくり活動支援モデル事業 478 －

環境保全型農業直接支払交付金

事業

423 取組面積

農地・水・環境保全向上対策事業

（営農活動支援）

619 取組地区数
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施策

№

413

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

容器包装プラごみ収

集量からの資源化率

％ 51 49 65 △

②

緑のカーテンに取り組む

園・学校・公共施設数

件 10 20 50 △

③

資源ごみ拠点回収所の設置

数および自主運営箇所数

件 7 7 25 △

④

家庭系可燃ごみの処

分量

トン 8,059 8,294 7,205 △

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

　日常生活から出るごみの収集や、焼却・埋立・再生利用などの処分を行っています。

　また、二酸化炭素などの温室効果ガスの影響で引き起こされる地球温暖化が問題となってい

る昨今、処分をするだけではなく、ごみ自体の量を減らすことが必要であることから、燃えるごみ

の減量化をめざして市役所や支所において月１回、新聞やダンボールなどの古紙類、各種ビン

類、廃食用油などの資源ごみの拠点回収を行ったり、学校ＰＴＡや団体等が行う資源ゴミ集団

回収に奨励金を交付し、意欲向上に繋げています。

　さらなるごみの増加を抑制するために、広報等を通じて啓発活動を継続して行うことで、環境

意識の高揚を図っています。

　また、市の行っている様々な事務事業から排出される温室効果ガスの削減を目指して、地球

温暖化対策実行計画を推進するとともに、市役所庁舎をはじめ学校や公共施設に緑のカーテ

ンを設置し、環境教育の一環として、また市民向けにも啓発を行っています。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　ごみの減量化は、資源の有効利用や地球温暖化防止等の観点か

らも重要です。資源ごみの積極的な回収とともに、各家庭における

分別の徹底や、可燃ごみの抑制を意識してもらえるよう、広報誌を

通じた啓発を継続していきます。

　緑のカーテンは、環境教育の一環でもあり、環境保全に対する意

識向上に有効です。小中学校や公共施設だけでなく、個人家庭や

事業所でも広く取り組まれており、今後もさらなる普及を目指しま

す。

計画通り

進める

○

－

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　篠山市は、瀬戸内海に流れる加古川、武庫川、そして日本海に向けて流れる由良川と

いう3本の河川の源流地域に位置する類を見ない環境にあります。こうした地域の特色

であり宝でもある豊かな自然を守るとともに、生物多様性を保全・再生し、そして子ど

もたちや未来の篠山市民によりよい環境をつないでいく取り組みを進めます。

施策名施策名施策名施策名

中項目

Ⅳ．田園景観や伝統行事の継承と新たな文化を育むまち

１．命を育む豊かな森と水を未来につなぐ

関係課：清掃センター評価担当課名：環境課

基本計画掲載

　P.90.91

③③③③　　　　環境環境環境環境にやさしいにやさしいにやさしいにやさしい暮暮暮暮らしをつくるらしをつくるらしをつくるらしをつくる

○ 限りある地球資源を大切に使い、循環させて有効利用したり、ごみの減量化に取り

　 組みます。

○ 持続可能な循環型社会をめざして、環境にやさしい生活スタイルを提案し、持続可

　 能な自然エネルギーの有効活用を進めます。

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価

清掃センターで焼却する家庭系

可燃ごみを減らし、環境負荷を

低減させる。

指標の説明 備考

容器包装プラごみとして分別収

集したもののうち、再資源化でき

る率を向上させる。

つる性植物で壁面を覆う緑のｶｰ

ﾃﾝを公共施設に普及させる

資源ごみの回収箇所を増やし、

可燃ごみに入る量を減らす。

主な施策指標
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

41301 － － － － － B

41302 ｔ-CO2 15,096 15,384 14,341 △ B

41303 － － － － － B

41304 － － － － － B

41305 行１９ 箇所 7 7 25 △ B

41306

人

回

回

623

7

9

702

3

9

800

5

9

○ B

41307 － － － － － B

41308 － － － － － B

41309 － － － － － B

41310 － － － － － B

41311 － － － － － B

41312 － － － － － B

41313 － － － － － B

41314 － － － － － B

41315 － － － － － B

41316 箇所 10 18 50 △ A

41317 ｔ 69 77 60 △ B

41318 団体 35 36 37 ○ B

41319

41320

41321

41322

41323

41324

41325

41326

41327

41328

41329

41330

41331

41332

41333

41334

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

一般廃棄物収集処理に関する事

務事業

416 －

地球温暖化対策に関する事務事

業

2,150

温室効果ガス排出

量

自治会におけるじん芥収集所施設

整備補助金事務事業

677 －

ごみ収集及び運搬に関する事務

事業

40,376 －

資源ごみ拠点回収事業 2,004

拠点回収所の設定

箇所数

ごみ減量・資源化啓発事業 3,684

見学者数

広報等啓発記事掲載回数

体験教室開催回数

計量・手数料徴収・医療ごみ処理

事業

12,224 －

管理棟、計量棟他管理事業 5,293 －

資源ごみ拠点回収事業 7,304 －

計量・医療ごみ処理・焼却関係委

託事業

88,060 －

焼却施設・最終処分場維持管理事

業

7,732 －

リサイクル施設維持管理事業 68,555 －

計量・可燃性粗大ごみ破砕事業 9,925 －

浸出水処理施設維持管理事業 14,523 －

施設周辺環境美化事業 5,478 －

緑のカーテン事業 1,830 取り組み施設数

不法投棄物処理事務事業 5,184 不法投棄物処理量

資源ごみ集団回収活動奨励金事

務事業

4,287 奨励金交付団体数
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施策

№

421

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

市景観条例に基づく建

築物等の指導件数

件 33 61 指導件数
○

②

歴史地区等における修

景助成金の申請件数

件

２

(19)

２

(21)

3

(20)

○

中項目

Ⅳ．田園景観や伝統行事の継承と新たな文化を育むまち

2．良好な景観を保全し、暮らしやすいまちをつくる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　篠山らしい景観形成を図るため、｢日本の原風景」と言われる自

然、町並み、文化的景観の維持発展を基本とし、景観条例の施行と

景観計画の策定を行いました。これらの基準により景観計画区域を

定め、建築行為や開発行為等の誘導を図りました。また、盆地や谷

筋部など地域の特性によって、緑化の喚起など誘導指導を行い、

個性と魅力を高めるまちづくりに努めました。

　市民や事業者向けの景観形成の啓発として、景観写真コンクール

や景観フォーラムを実施しましたが、更に景観に関心を持っていた

だく方の増加を目指して、普及啓発に取り組む必要があります。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　本市は、良好な景観形成に主体的に取り組むため、景観法に基づく景観行政団体となり、平

成２３年３月に景観計画を策定し、同年４月１日から篠山市景観条例を施行しています。

　盆地内では、緑条例の地区整備計画や里づくり計画の策定を働きかけながら、”市街化を計

画的に推進する区域と農用地として田園景観を保全する区域等に大別した土地利用の景観区

域区分”に基づき、建築物等の景観基準による運用を図っています。

　具体的には、開発や建築行為に伴う敷地の接道部や施設玄関前、農地との接する部分等の

緑化を働きかけることで、土地利用と対応した景観形成を図っています。郊外の谷筋等の農村

部では、建物を低く抑えること、敷地周囲の緑化に努めることを基本に、景観基準に基づく誘導

指導(Ｈ23年度：６１件)を図っています。

　また、景観形成地区においては、県の制度により、建築物や工作物への修景助成(上立杭地

区ポケットパークなど)を実施しています。さらに、今日まで築き上げられてきた篠山の景観を将

来に継承するために、景観計画の理解を図るため概要パンフを作成、景観フォーラムや景観写

真コンクールの開催など、景観に関する関心と理解向上に努めています。

　なお、景観法の制定に併せて屋外広告物法が改正され、景観を構成する重要な要素でもあ

る屋外広告物についても、景観行政団体が主体的に条例を策定できるようになりました。篠山

市では、地域の特性に応じた良好な景観形成を推進するため、景観計画に基づき景観条例と

連携した取り組みが必要なことから、「篠山市屋外広告物条例（仮称）」を制定し、本市の魅力あ

る景観づくりを総合的に進めています。

指標の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　篠山市のよさを大切にしながら、利便性の向上を図り地域経済の活性化を図るため、

美しい景観を守り育てて行く取り組みと、市民生活や地域課題の解決と合わせた計画的

なまちづくりの取り組みを一体的に進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 篠山市を一つの空間としてとらえ、市域全体を景観計画区域に定めて美しい景観を

　 守り、育てていきます。

○ 篠山市の地形特性から、盆地部分と谷筋部分のそれぞれの特徴を生かした景観形成

　 を図ります。

関係課：市民課 地域整備課 評価担当課名：地域計画課

基本計画掲載

　P.92・93

①①①①　　　　美美美美しいしいしいしい景観景観景観景観をををを資産資産資産資産としてとしてとしてとして守守守守りりりり、、、、育育育育みみみみ、、、、つくるつくるつくるつくる

※（）は累計件数

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

42101 － － － － － B

42102 件 33 61 指導件数 ○ B

42103

42104

42105

42106

42107

42108

42109

42110

42111

42112

42113

42114

42115

42116

42117

42118

42119

42120

42121

42122

42123

42124

42125

42126

42127

42128

42129

42130

42131

42132

42133

桜並木管理委託業務 439 －

景観形成事業

　・普及啓発事業

　・建築等指導業務

　・景観形成支援事業

　・屋外広告物事務

　　（掲出基準策定・条例制定）

20,145 指導件数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

422

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

地区土地利用計画（里づくり

計画）策定取り組み件数

件

0

（7）

0

（7）

1

（14）

△

② 国土利用計画の見直し － － － 策定済 －

③

篠山都市計画マス

タープランの策定

- － － 策定済 －

中項目

Ⅳ．田園景観や伝統行事の継承と新たな文化を育むまち

2．良好な景観を保全し、暮らしやすいまちをつくる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　土地利用については、篠山市土地利用調整計画及び篠山市国

土利用計画により、誘導方針を明確にし、適正な土地利用を図って

いますが、篠山市国土利用計画は策定から１０年が経過しており、

経年変化の反映など見直しを行う必要があります。また、平成２５年

度をめどに、基本方針となる都市計画マスタープランを策定する必

要があります。

　地域の特性を活かした土地利用については、地域住民の合意を

前提に、県の緑条例に基づく地区整備計画の策定や市の里づくり

条例に基づく里づくり計画の策定の支援を進めています。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○本市における土地利用の基本構想である「篠山市国土利用計画」については、策定から約１

０年が経過していることから、第２次総合計画に即した土地利用の基本方針を改めて示す必要

があります。また、人口減少と少子高齢化の進行に対応した市全体の将来の都市像を市民に

提示する必要があります。このことから、平成25年度を目途に、土地利用方針の見直しと併せ

て、本市の都市施設や都市整備に関する開発及び保全の方針となる篠山市都市計画マスター

プランの策定を行い、市民と都市の将来像を共有していくことが必要です。

○地域の個性を反映した土地利用の誘導を図る里づくり計画については、現在策定済の７地

区（自治会）が地区独自の土地利用誘導方針を定め、地域住民（里づくり協議会）が運用を

行っています。また、無秩序な開発や大規模開発等が予想される農用地白地区域や幹線道路

の沿道区域については、地域住民の合意形成という課題があるものの、兵庫県緑条例計画整

備地区制度を活用するなど、必要性が高い地域については、市が主体となって計画策定を進

める必要があります。

○里づくり計画地区については、市条例に基づき、運営助成を行うほか、アドバイザー派遣等

により、計画策定の円滑な進行を支援していきます。上立杭地区では、ポケットパークづくりなど

の地域環境の創造を図る取り組みや土地利用のルールを定める里づくり計画の策定が進めら

れています。

指標の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　篠山市のよさを大切にしながら、利便性の向上を図り地域経済の活性化を図るため、

美しい景観を守り育てて行く取り組みと、市民生活や地域課題の解決と合わせた計画的

なまちづくりの取り組みを一体的に進めます。

備考

計画地区の知事認定につい

てはH24年度に1件予定

施策名施策名施策名施策名

○ 土地利用に関係する将来的なビジョンを総合的に示し、適切な土地利用の調整を

　 行います。また、地域住民の合意に基づく地区土地利用計画（里づくり計画）の

　 策定を進めます。

○ 景観条例と一体的に開発行為や建築行為などのまちづくり行為に対する基準を定

　 め、地域環境に合うよう誘導します。

関係課：評価担当課名：地域計画課

基本計画掲載

　P.94・95

②②②②　　　　土地土地土地土地やややや景観景観景観景観をををを大切大切大切大切にしにしにしにし、、、、計画的計画的計画的計画的にまちをつくるにまちをつくるにまちをつくるにまちをつくる

策定年次

見直し年次

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

42201 － 43（基） 65（基） － － B

42202 － － － － － B

42203 地区 7 7 14 △ A

42204 地区 0 0 3 △ B

42205

42206

42207

42208

42209

42210

42211

42212

42213

42214

42215

42216

42217

42218

42219

42220

42221

42222

42223

42224

42225

42226

42227

42228

42229

42230

42231

42232

42233

42234

42235

地域開発事業 12,176 計画策定地区数

地区整備計画策定業務 6,391 計画策定地区数

まちづくり交付金事業 9,110 施設整備

都市計画基礎調査、

篠山市基礎図管理業務

7,270 －

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

423

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

マッチング事業による

定住件数

件 1 5 30 △

②

定住アドバイザー登

録者数

人 0 0 19 －

中項目

Ⅳ．田園景観や伝統行事の継承と新たな文化を育むまち

2．良好な景観を保全し、暮らしやすいまちをつくる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　篠山市住生活基本計画を策定し、篠山市の住宅及び住環境に関

する基本的な方向を定めました。今後は本計画を着実に進めること

により、住生活の向上を図ります。

　空き家の利活用では、行政と地域の協働が不可欠であることか

ら、今後は各地区に配置する定住アドバイザーと連携しながら掘り

起こしを進め、定住促進や新規就農につなげていく必要がありま

す。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○平成23年度においては、国、県の住宅政策との整合を図るとともに篠山市の地域特性に応じ

た住宅政策を進めるために篠山市住生活基本計画を策定しました。この計画は、平成33年度

までを計画期間とし、「誰もが自然と文化の中で暮らせる　篠山の住まいづくり」を基本理念に、

篠山らしい住環境として、住宅の耐震、景観との調和、既存住宅の活用を重点プロジェクトとし

て進めることとしています。

○田園沿道地域や、歴史的な町の区域における住宅建築に係る景観への配慮要請など、景

観計画を基本に篠山らしい景観に溶け込む暮らしの創造を図るための指導・助言を行っていま

す。

○篠山市内の住宅ストックの有効活用として「空き家の利活用」の推進が必要です。行政と地域

が一体となって空き家調査を実施する中、所有者や地域との合意形成を得た中での、有効な

利活用策（定住支援による空き家定住促進、高齢者や障がい者のグループホーム等の福祉施

設等の整備推進、都市農村交流のためのまちづくり拠点施設等）の具現化を推進していく必要

があります。一方で「空き家化」するまでの既存住宅の適正管理についても、市と地域が一体と

なって行うことができるような体制整備が課題となっています。

○空き家活用を進めることで、定住促進につなげる取り組みとして、空き家バンク制度を創設し

報告のあった約600件について詳細調査・所有者の意思確認を行いました。しかしながら、所有

者の活用意識は低く、大きな成果には至っていません。また、古民家活用モデル事業を実施

（H22：日置（ささらい）・後川（天空農園）、H23：福住（イタリアン））し、空き家の活用周知と地域

の活性化につながっています。現在は、空き家活用を図るため、専門員による空家の掘り起こし

や空き家情報を仲介する案内書の開設を行っています。今後は、定住アドバイザーを配置し、

住民の意思を尊重しながら地域と連携した空き家の活用を拡げていくことが必要と考えていま

す。

指標の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　篠山市のよさを大切にしながら、利便性の向上を図り地域経済の活性化を図るため、

美しい景観を守り育てて行く取り組みと、市民生活や地域課題の解決と合わせた計画的

なまちづくりの取り組みを一体的に進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 地域の特性に応じた住宅スタイルや活用策を提案します。

○ 空き家調査を基本に、地域の意向に即した活用策を地域住民と共に考え、住民

　 合意・住民参画に基づいて地域の活性化を進めます。

関係課：企画課、地域整備課評価担当課名：地域計画課

基本計画掲載

　P.96・97

③③③③　　　　丹波篠山丹波篠山丹波篠山丹波篠山スタイルスタイルスタイルスタイルのののの住住住住まいをつくるまいをつくるまいをつくるまいをつくる

H24.6 19地区19人に委嘱

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

42301 件 1 5 30 △ B

42302 件 5 12 30 ○ A

42303 件 2 1 1 ◎ B

42304 － － － － ◎ D

42305 － － － － ◎ D

42306

策定

年次

検討 策定 － － B

42307

42308

42309

42310

42311

42312

42313

42314

42315

42316

42317

42318

42319

42320

42321

42322

42323

42324

42325

42326

42327

42328

42329

42330

42331

42332

42333

42334

42335

ふるさと定住宅地貸付事業 4,227 －

篠山市住生活基本計画策定業務 8,699

篠山市住生活基本

計画の策定

古民家再生活用モデル事業 4,770 再生事業件数

定住促進制度検討事業 6,825 －

篠山暮らし案内所運営業務 2,471

移住マッチング件

数

空き家バンク運営事業 3,097

空き家バンク登録

件数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

431

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

篠山市立文化施設４

館の入館者数

人 100,925 96,191 100,000 ○

② 指定等文化財件数 件 211 211 213 ○

③

文化財説明板整備

（新設・更新）数

件 3 3 3 ◎

④

歴史まちづくりに取り

組む団体数

団体 0 5 6 ○

国・県・市の指定文化財件数

中項目

Ⅳ．田園景観や伝統行事の継承と新たな文化を育むまち

３．自然・歴史・文化を生かしたまちをつくる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　「歴史や文化遺産を活かしたまちづくり」については、まちづくり協

議会が中心となり、地域の資源を活かしたまちづくりの展開や、学

校・地域の協力を得て行った「八上戦国ウォーク」など、成果ある取

組ができました。地域が主体となった取り組みに対する、支援拡充

を図っていく必要があります。

　また、城跡地内の整備並びに史跡保存の活用促進を図るため、

「史跡篠山城跡保存管理計画」を策定するとともに、重要伝統的建

造物群保存地区の新たな選定を目指し、特定物件候補の集約とと

もに保存計画を策定するなどしました。

計画通り

進める

○

－

地域の歴史文化を活かしたまちづくり

事業を実施したまちづくり協議会数

新設・更新した文化財説

明看板数

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　篠山市には貴重な文化財が数多く残っています。こうした文化資産を活かしたまちづくりを進めるため、

篠山市歴史文化基本構想に沿った「歴史や文化資産を活かしたまちづくり」を推進しています。特に、まち

づくり協議会を核にした地域の文化財や伝統文化を継承していく取り組みに対して補助を行うなど、地域

と連携した取り組みに重点を置いています。また市内国史跡の保存管理計画を見直し保存管理計画を策

定しました。また、市内国史跡の復元整備等の保存を行うとともに、子どもを対象とした歴史発見ゼミナー

ルの開催など史跡の活用促進を行いました。さらに、史跡を地域の資産として捉え、地元小学生によるイ

ベントや看板整備などを実施しました。住民主体による活動や学習等の取組みは増加しており、地域への

支援拡充が必要です。

　また、市内における伝建地区においては、修理・修景を行い、修理現場見学会を開催するなど、事業の

周知啓発を行いました。また、市内のかつての宿場と農村集落について、24年度の重要伝統的建造物群

保存地区の選定を目指し、特定物件候補の集約を行い、保存計画を篠山市伝統的建造物群保存地区保

存審議会に諮問しました。制度について、住民への周知徹底が必要となります。

　地域の歴史文化を活かした取組みができるよう助成制度を設け実施し、文化庁の助成事業を積極的に

活用することで、地域の歴史文化の活用を促進しました。また、日本古来の伝統芸能の振興と重要文化財

の活用を図るため、第38回篠山春日能実施に対して助成を行い歴史文化の保存・活用を推進しました。

　篠山市4文化施設（篠山市立歴史美術館、青山歴史村、武家屋敷安間家史料館、篠山城跡大書院）に

おいては、指定管理による運営を実施しました。歴史美術館においては、企画展、特別展を実施しまし

た。昨年より入館者数が約5パーセント程度減少していることから、さらに施設への来館者誘致に取り組む

必要があります。その他の施設についても、新しい展示を心がけリピーターが楽しめる施設運営を指定管

理者と共に考える必要があります。

指標の説明

篠山市立文化施設４館の

入館者数

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　市域に広がるさまざまな文化財を総合的にとらえ、豊かな自然やその遺産をまちづく

りの資産、地域づくりの核になるものと位置づけ、文化芸術のもつ創造性を生かしたま

ちづくりを通じて、内外に文化を発信していく取り組みを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 新たな文化財を掘り起こし、総合的に捉えた文化財を啓発するとともに、保存・

　 伝承していきます。

○ 地域ごとの特徴を分類するとともに、総体として市内全域を歴史文化保存活用区域

　 としてまちづくりに生かす取り組みを進めます。

関係課：企画課評価担当課名：社会教育・文化財課

基本計画掲載

　P.98・99

①①①①　　　　歴史歴史歴史歴史やややや文化資産文化資産文化資産文化資産をををを生生生生かしてまちをつくるかしてまちをつくるかしてまちをつくるかしてまちをつくる

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

43101 回 2 1 2 ○ B

43102 － － － － － B

43103 － － － － － B

43104 － － － － － B

43105 件

3

211

3

211

3

213

◎ B

43106 人 100,925 96,191 100,000 ○ B

43107 － － － － － B

43108 － － － － － D

43109

43110

43111

43112

43113

43114

43115

43116

43117

43118

43119

43120

43121

43122

43123

43124

43125

43126

43127

43128

43129

43130

43131

43132

43133

43134

43135

伝統文化振興事業 4,676 －

史跡篠山城跡保存管理計画策定

事業

7,612 －

文化財保護・管理事業 8,139

・看板整備数

・指定文化財件数

文化施設４館運営事業 28,109 入館者数

篠山城下町における町並み保存・

活用事業

14,666 －

福住地区における町並み保存・活

用事業

4,760 －

特定用地管理事務 1,336

草刈り・雑木処理

回数

史跡篠山城跡整備事業 7,598 －

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

432

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

篠山市展の作品応募

件数

件 201 206 250 ○

②

たんば田園交響ホール

（舞台使用）の利用率

％ 59 53 75 △

③

篠山層群や化石について

学習し体感するｲﾍﾞﾝﾄ･ｾﾐ

ﾅｰなどの参加者数

人 148 195 200 ○

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

関係課： たんば田園交響ホール 企画課評価担当課名：社会教育・文化財課

基本計画掲載

　P.100・101

②②②②　　　　芸術芸術芸術芸術やややや文化振興文化振興文化振興文化振興をををを通通通通してまちのしてまちのしてまちのしてまちの創造性創造性創造性創造性をををを育育育育むむむむ

指標の説明

出品者数

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　市域に広がるさまざまな文化財を総合的にとらえ、豊かな自然やその遺産をまちづく

りの資産、地域づくりの核になるものと位置づけ、文化芸術のもつ創造性を生かしたま

ちづくりを通じて、内外に文化を発信していく取り組みを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 誰もが優れた芸術・文化に触れたり、芸術・文化活動に参加できる機会の充実を図

　 ります。

○ 文化・教育施設や篠山層群などの貴重で魅力ある資源を生かしながら、市民とその

　 価値を共有し、保護・活用を通じた市民活動が市民の誇りとなるよう、新しい文化

　 を創造する取り組みを進めます。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○篠山市の芸術文化の向上を目指して篠山市展を開催し、作品を公募しました。応募のあった芸術

作品は、各専門分野の審査員による審査を実施し、入選作品は篠山市民センターで展示して市民

が優れた作品を鑑賞する機会としました。また、入賞者には賞を授与して作品を顕彰し、市民の創作

活動を奨励する気運を高めました。今後の課題としては、作品のレベルアップを図りながら、魅力あ

る篠山市展としていくことが挙げられます。

○たんば田園交響ホールでは、大人も子供も楽しめる魅力ある自主事業を開催しました。特にリ

ニューアル記念として、著名なアーティストの公演のほか、今回で５回目となる「ささやま市民ミュージ

カル」の実施や公募による市民共同企画事業を導入するなど、ホールが市民にとって身近な存在で

あることを実感いただく仕組みづくりにも取り組みました。

　また、インターネットによる席の空き状況の確認や予約の受付等、利便性の向上にも努めました。更

に、交響ホールの運営を支えるボランティアスタッフの育成と連携強化のため、新期生の募集と研修

会を開催しました。

○市民に対する篠山層群の啓発活動として、化石発掘体験イベントや小学校を対象とした移動教室

を実施しました。また、太古の生きもの市民研究所において、化石保護技術員等により化石調査を

断続的に実施しました。たんば恐竜・哺乳類化石等を活かしたまちづくり協議会において、脊椎動物

化石の魅力を発信するため、連携を図り各種事業を実施しました。化石発掘体験では、小・中学校

生を中心に篠山層群の啓発を図りましたが、課題として参加者が固定化する傾向にあり、より多くの

小・中学生に参加を促す必要があります。

○チルドレンズミュージアムは、平成23年12月指定管理者運営上の収支悪化により撤退したため、

平成24年1月から休館となっています。新たな活用提案に基づき次の運営主体の決定を行い、平成

25年4月からの運営再開をめざして取り組んでいきます。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　篠山市の芸術文化振興として、篠山市展の開催により市民の創作

活動を奨励するとともに、たんば田園交響ホールを活用し、市民

ミュージカルなどを実施しました。さらなる充実を図るとともに、幅広

い世代が芸術・文化活動に参加し、楽しめる機会を提供します。

　篠山層群や化石を生かした取り組みは、主に小・中学校生を対象

として、発掘体験イベントや移動教室を実施しました。

　チルドレンズミュージアムについては、平成25年度からの運営再

開を目指し、コンパクトで安定した経営に取り組みます。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅳ．田園景観や伝統行事の継承と新たな文化を育むまち

３．自然・歴史・文化を生かしたまちをつくる



施策評価シート（平成２３年度実施分事後評価） 432

《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

43201 － － － － － B

43202 人 201 206 250 ○ B

43203 人 148 195 200 ○ B

43204 ％ 59 53 75 △ B

43205

回

％

人

7

72

418

13

72

480

7

75

600

○ A

43206 － － 実施 実施 ◎ A

43207 回 53 78 60 ◎ B

43208 行 １-2 ％ 34 34 40 ○ B

43209

43210

43211

43212

43213

43214

43215

43216

43217

43218

43219

43220

43221

43222

43223

43224

43225

43226

43227

43228

43229

43230

43231

43232

43233

43234

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

チルドレンズミュージアム施設維持

管理・施設活用事業

3,126 －

篠山市展充実事業 5,841 応募作品数

脊椎動物化石保護・活用事業 10,487 参加者数

交響ホール施設管理事業 33,481 年間利用率

交響ホール主催公演事業 21,153

主催事業回数

事業の収支比率

友の会会員数

市民ミュージカル公演事業 7,558

市民による手作り

公演の実施

ボランティアスタッフ運営事業 6,652 連携事業回数

さぎそうホール管理運営事業 1,883 年間利用率
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施策

№

511

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

① 耕作放棄地の面積 ㎡ 41,247 42,564 20,320 △

②

鳥獣保護管理計画に基づく

駆除計画に対する達成率

％ 150 106 100 ◎

③ 優良農地の面積 ｈａ 3,494 3,494 3,500 ○

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

農振農用地面積

シカ駆除計画数と実績数との比較

関係課：農業委員会評価担当課名：農都創造課

基本計画掲載

　P.102・103

①①①①　　　　農地農地農地農地をををを守守守守りりりり、、、、農業農業農業農業をををを継承継承継承継承するするするする

指標の説明

農地パトロールにより把握

した耕作放棄地面積

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　食の安全と安心を未来にわたって育み、篠山市特有の自然を生かして農業の新たな先

駆者としてさらなる振興を実現するため、「いのち」を支える「農」を未来に育み、

「農」を支える「人・土・水」を大切に育み、「丹波篠山」を支える「特産物」を育む

取り組みを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 農地が市民共有の公共性が高い資源であることを確認し、また、将来の食糧確保の

　 ためにも現状の 面積を計画的に維持するよう努めます。

○ 鳥獣の個体数を把握し適切数へと誘導するとともに、被害防止施設の整備をはじめ、

　 鳥獣害被害を抑制する対策を進めます。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　農地・水保全管理支払交付金、中山間地域交付金直接支払制度に取り組み、集落一体と

なった農地保全の取り組みが進んでいます。

　農業用施設やため池整備では、国県事業を活用し、順次整備を進めています。ほ場整備が

完了して40年を超える地域があり、用水路及び揚水機の計画的な整備が必要となります。

　土づくりについては、市内畜産農家から生産される堆肥の活用とともに、麦やクローバーなど

緑肥による土づくりをＪＡや普及センターとともに推進する必要があります。

　有害鳥獣駆除対策として、農作物に被害を及ぼす有害鳥獣を市猟友会により駆除しました。

（Ｈ23駆除頭数：シカ845頭、イノシシ266、アライグマ134匹。）課題は、駆除を行う猟友会会員

の高齢化や減少化により、駆除活動の維持が困難な傾向にあることです。

　獣害防止柵設置事業（中山間地域総合整備事業、鳥獣害防止総合対策交付金事業）につ

いては、農地等への野生動物の侵入を防ぐため、集落の周りに金網柵を設置しました（平成23

年度末延長：271km）。これによって、イノシシ・シカの被害の軽減が図れています。

　課題としては、獣害柵が必要であるにもかかわらず未設置である集落を如何に解消するか、

その課題等の洗い出し及び解消、また既設置集落については獣害柵の機能維持に必要な管

理等の指導が不可欠です。また、サル被害に対する要望が強く、追い払いを中心とした対策が

必要となっています。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　農地を守るため、環境への配慮に対する交付金支払いや、農業

施設、ため池、用水路等の設備の計画的な維持管理に努めまし

た。また、堆肥や緑肥による生きた土づくりを推進していく必要があ

ります。

　農業振興の大きな課題である鳥獣害対策については、獣害柵の

設置により、イノシシ・シカの被害が軽減しました。今後も説明会等

の実施により、未設置集落に対して早期の設置を促します。要望の

多いサル被害に対しては、個体管理を実施するとともに、追い払い

犬の育成等、追い払いの強化を中心に取り組みます。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅴ．活力ある産業を興し、まちの資産を生かすまち

１．日本一の農業の都・丹波篠山をめざす
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

51101 － － － － － B

51102 組織 31 31 － － B

51103 組織

67

－

67

45

67

45

◎ A

51104 戸 4,400 4,400 4,400 ◎ B

51105 戸 4,400 4,400 4,400 ◎ B

51106 戸 4,400 4,400 4,400 ◎ B

51107 件 3 3 3 ◎ B

51108 件 3 3 3 ◎ B

51109 件  31  31  31 ◎ B

51110 件 5 5 5 ◎ B

51111 件 3 3 3 ◎ B

51112 件  81  81  81 ◎ B

51113 件 8 8 8 ◎ B

51114 組織 67 67 67 ◎ B

51115 件 1 1 1 ◎ B

51116

行：（４）

－５５

－ － － － B

51117 － － － － － B

51118 － － － － － B

51119 ｈａ 1 2 1 ○ B

51120 － － － － － B

51121 行　９２ 千円 20 15 15 ◎ B

51122 － － － － － B

51123 － － － － － B

51124

51125

51126

51127

51128

51129

51130

51131

51132

51133

51134

51135

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

農業振興地域整備促進事業 1,983 －

中山間地域交付金直接支払制度

事業

8,130 組織数

農地・水保全管理支払交付金 67,271 組織数

土地改良施設の整備

土地改良事業公共事業

17,680 総農家戸数

土地改良施設の整備

県営土地改良事業

4,575 総農家戸数

土地改良施設の整備

県土地改良事業団体連合会事業

1,300 総農家戸数

土地改良施設の整備

土地改良施設維持適正化事業

1,269 工事件数

土地改良施設の整備（市単独環境

配慮型土地改良事業）

3,400 工事件数

土地改良施設の整備・災害農地復

旧事業

7,497

工事件数

各農業者

土地改良施設の整備

中山間地域総合整備事業

5,053 工事件数

土地改良施設の整備

村づくり交付金事業

1,473 工事件数

市獣害対策・鳥獣被害防止対策施

設整備事業

3,654 工事件数

鳥獣被害防止総合対策交付金事

業

26,828 工事件数

地域農業水利施設ストックマネジメ

ント事業

2,740 組織数

農業施設の補修・改善事業 1,747 工事件数

有害鳥獣駆除対策事業 25,831 －

農地法に基づく申請・相談業務等

実施事業

5,522 －

農地保有合理化事業 794 －

遊休農地防止対策事業 1,191 遊休農地解消

農業者年金事務費 2,755 －

委員総会、農政会議、定例本会

議、運営委員会等実施事業

20,621 交際費

農地パトロール事業 1,985 －

土づくり対策推進事業 177 －
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施策

№

512

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

認定農業者数[認定

数]

経営体 40 41 66 △

②

新規就農者の数[認

定就業者の数]

人 6 8 10 ◎

③

農地の流動化率[利

用権設定面積]

％ 20 21 23 ○

④ 集落営農組織数 組合

0

(111)

-3

(108)

7

(120)

○

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

集落営農組織の設立数

全農地に占める利用集積

面積の割合

年度毎の新規就農者数

関係課：農業委員会評価担当課名：農都創造課

基本計画掲載

　P.104・105

②②②②　　　　農地農地農地農地をををを担担担担うううう意欲意欲意欲意欲あるあるあるある担担担担いいいい手手手手をををを育育育育てるてるてるてる

指標の説明

認定農業者の総数

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　食の安全と安心を未来にわたって育み、篠山市特有の自然を生かして農業の新たな先

駆者としてさらなる振興を実現するため、「いのち」を支える「農」を未来に育み、

「農」を支える「人・土・水」を大切に育み、「丹波篠山」を支える「特産物」を育む

取り組みを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 関係団体等との連携により、農業の多様な担い手を育成・確保し、耕作放棄地対策

　 などに取り組みます。

○ 農業経営の合理化、自立できる経営を支援します。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○担い手サポートセンターを設置し、新規就農希望相談や新規就農後の指導、集落営農組織

の設立相談や設立後の指導、認定農業者の新規相談や認定後の指導等、関係団体（市、農

業委員会、丹波ささやま農業協同組合、丹波農林振興事務所、丹波農業改良普及センター）と

の連携により、相談者ごとに対応を実施しています。

○農業の多様な担い手を育成し、確保するため、篠山市農業生産組合協議会、篠山市認定農

業者連絡協議会で実施する研修等へ財政的支援を行うとともに、新規就農にあたっては、研修

委託や研修助成を行っています。

○意欲ある農家の育成を図るため、新たに農業を始める方や経験が浅い方などに対し、農業の

基礎知識を習得する、「丹波篠山楽農スクール」を開催しています。

○国県の事業を活用した新規就農者への支援とともに、平成２３年度には、市単独事業として、

家賃や農地等借上げ、生活支援を実施しています。

○農地の貸し借りについては、流動化推進員が相談ごとに対応し、農地の集約化を図っていま

す。自立できる経営を支援するためには、相談者ごとに農業経営の方針が異なるため、相談対

応の充実が課題となります。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　農業従事者の高齢化や後継者不足等の課題に対して、担い手サ

ポートセンターでの相談対応や、研修への助成、農業の基礎知識

を習得する楽農スクール等を実施するなど、各関係機関連携のも

と、新規就農希望者が気軽に相談できる体制と、就農後の技術指

導などのフォローアップ体制を充実させました。

　農業経営の合理化としては、３名の流動化推進員を配置していま

す。農地を集約化し、荒廃を防止するため、担い手農家、集落で担

える方への農地の貸し借りを推進しました。自立できる経営を支援

するためには、相談体制の充実を図る必要があります。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅴ．活力ある産業を興し、まちの資産を生かすまち

１．日本一の農業の都・丹波篠山をめざす
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

51201 ％ 19.9 21.0 22.5 ◎ B

51202 － － － － － B

51203 － － － － － B

51204 行：(5)-1 経営体 29 29 45 △ B

51205 経営体 40 41 66 △ C

51206 ％ 19.9 21.0 22.5 ◎ B

51207 － － － － － B

51208 経営体 40 41 66 ○ B

51209 人 35 31 25 ◎ B

51210 行：(5)-1 組織 111 108 120 ○ B

51211 行：(5)-1 組織 111 108 120 ○ B

51212 組織 111 108 120 ○ B

51213 人 6 8 10 △ B

51214 人 6 8 10 △ C

51215

経営体

人

組織

41

6

111

41

8

108

66

10

120

○ B

51216

経営体

人

組織

41

6

111

41

8

108

66

10

120

○ B

51217 校 15 15 15 ◎ B

51218

51219

51220

51221

51222

51223

51224

51225

51226

51227

51228

51229

51230

51231

51232

51233

51234

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

担い手農地情報活用集積促進事

業

2,111 農地集積率

農業近代化資金等利子補給事業 738 －

農作業受託組織事業 5,701 －

認定農業者連絡協議会補助事業 774

認定農業者数（会

員）

担い手経営展開支援リース事業 5,359 認定農業者数

農地流動化事業 4,448 農地集積率

新山村振興等農林漁業特別対策

事業

1,326 －

農業経営改善計画関係事務 4,446 認定農業者数

篠山楽農スクール事業 1,636 参加数

生産組合活動支援事業 7,953 集落営農組織数

市農業生産組合協議会補助事業 818 集落営農組織数

集落営農組織高度化促進事業 397 集落営農組織数

新規就農研修委託事業 1,191 新規就農者数

就農研修費助成事業 1,441 新規就農者数

市担い手育成総合支援協議会事

業

3,383

認定農業者数

新規就農者

集落営農組織

担い手サポートセンター事業 1,980

認定農業者数

新規就農者

集落営農組織

食農教育事業 1,191 食農教育指導
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施策

№

513

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

特産物（黒大豆）の

作付面積

ｈａ 656 622 690 ○

②

都市農村交流施設に

おける利用者数

人 － 98,246 115,000 ○

③

認証制度の新規導入

軒数[出荷数]

件 － －

4

(4)

－

④

学校給食における地元

（篠山産）野菜使用率

％ 16 20 25 △

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

※（）は累計件数

「特産館ささやま」の利用者数 H22実績不明

関係課：学校給食センター評価担当課名：農都創造課

基本計画掲載

　P.106・107

③③③③　　　　丹波篠山丹波篠山丹波篠山丹波篠山ブランドブランドブランドブランドをををを維持維持維持維持・・・・拡大拡大拡大拡大するするするする

指標の説明

転作確認により把握した

黒大豆作付面積

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　食の安全と安心を未来にわたって育み、篠山市特有の自然を生かして農業の新たな先

駆者としてさらなる振興を実現するため、「いのち」を支える「農」を未来に育み、

「農」を支える「人・土・水」を大切に育み、「丹波篠山」を支える「特産物」を育む

取り組みを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 安全安心、地域ブランドの確立をめざし、丹波篠山認証ブランドの確立を図ります。

○ 地産地消を進めるため、学校給食における地元農産物の使用を拡大するとともに、

　 地元農産物の市内販売を促進します。

○ 都市住民との交流を図り、篠山市の農産物をアピールします。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○地域ブランドについては、｢丹波篠山ブランド認証委員会｣において、篠山ブランドを認証す

るという協議を行いましたが、農産物の質の判定などの課題があることから、認証するまでに至り

ませんでした。これに対し、まず丹波篠山産の更なる普及推進と、良いものづくりの取り組みを

進めていくことを決定しました。

　今後、消費者ニーズに合わせたブランドの維持・ＰＲ事業の展開が必要です。

　山の芋については、作付け面積の減少に歯止めがかからない状況にあります。新たな作付け

者の育成が必要となっています。

○学校給食における米飯、並びに米粉パンの米粉には、篠山産コシヒカリが１００％使用されて

いるところです。また地元産野菜についても、地元野菜活用調整会において、使用率の向上に

向けた検討を進めました。今後、学校給食により多くの地元産野菜が活用できるよう、さらに具

体的な方策の検討が必要です。

○ＪＡ味土里館の取り組みによって、地元産品の市内販売が進んでいます。さらに、旬の市や集

落での青空市などにおいて、買い物客の購買意欲を高めるため、ホームページやマップ作成

等の充実が必要と考えます。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　丹波篠山ブランド拡大のため、首都圏や阪神間での各種ＰＲイベ

ント実施や、マスメディアの活用により、「丹波篠山ブランド」を全国

的に発信しました。ブランドの確立に向け、関係機関と連携しながら

研究を進めていきます。

　地産地消を進めるため、地元野菜納入団体の規模拡充を図りまし

た。学校給食における米飯、米粉パンには、篠山産コシヒカリが１０

０％使用されています。山の芋の栽培面積減少等課題はあります

が、篠山市の特産物のブランド保全と、安定した生産と供給を目指

します。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅴ．活力ある産業を興し、まちの資産を生かすまち

１．日本一の農業の都・丹波篠山をめざす
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

51301 ha 52 44 70 △ B

51302

㌃

㌶

1000

62

938

52

1000

60

○ B

51303 － － － － － B

51304 回 1 1 1 ○ C

51305 回 1 1 1 ◎ B

51306 回 3 3 3 ◎ B

51307 回 3 3 3 ◎ C

51308 店 10 25 30 ○ C

51309 件 316 336 340 ○ B

51310

頭

回

頭

頭

170

3

280

540

178

3

216

367

150

3

300

550

△ B

51311 頭 10 15 10 ◎ B

51312 行：(5)-1 点 449 441 － ○ B

51313 人

10027

1572

3395

10868

1484

4630

10000

1500

3000

○ B

51314 人

120284

19343

8786

1094

130903

17047

8284

109

100000

20000

10000

1000

○ B

51315 ％ 300 250 － ○ B

51316 － － － － － B

51317 箇所 6 0 － － B

51318 人 23 15 20 △ C

51319

51320

51321

51322

51323

51324

51325

51326

51327

51328

51329

51330

51331

51332

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

山の芋振興事業 2,994 奨励金交付面積

協議会負担金事業

（丹波黒大豆優良種子生産協議

会・山の芋種芋生産推進協議会）

4,657 採種圃面積

特産物振興対策補助金事業 2,228 －

青山デカンショ実行委員会補助金

事業

2,485

イベントの実施回

数

東京都庁「全国観光ＰＲイベント」

事業

2,026

イベントの実施回

数

丹波篠山特産物振興事業(緊急雇

用）

1,588

イベントの実施回

数

丹波篠山黒枝豆「販売解禁イベン

ト」実行委員会補助事業

3,311

イベントの実施回

数

ご当地グルメ篠山グランプリ事業 1,985 出店数

地域ブランド保護事業 2,843

認証プレート掲示

店舗数

畜産振興事業 705

実施頭数

実施回数

実施頭数

実施頭数

但馬牛増頭促進事業 300 繁殖牛増頭数

市農産物品評会補助事業 1,411 出品点数

交流施設等運営事業

　・ハートピアセンター

　・ハートピア農園

　・大山荘の里市民農園

12,189 利用者数

交流施設等運営事業

　・黒豆の館

　・丹波旬の市

　・丹波旬の市南部店

　・農家高齢者創作館

6,071 利用者数

農業振興大会事業 814 参加者数

数量調整円滑化推進事業 9,092 －

ひょうご市民農園（レベルアップ型）

整備事業

397 市民農園

丹波篠山楽農パートナー事業 797 パートナー登録数



施策評価シート（平成２３年度実施分事後評価） 521

施策

№

521

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

① 企業立地件数 件

2

（3）

１

（４）

2

（13）

△

②

新規事業所立地に伴

う雇用増加数

人

20

（２５）

７

（３２）

20

（1103）

△

③

市内既存企業の新規

雇用者数

人 981 920 800 ◎

中項目

Ⅴ．活力ある産業を興し、まちの資産を生かすまち

2．ものづくりと商いで丹波篠山を興す

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　遊休工業用地への企業誘致については、平成２３年度から市長の

トップセールスを本格的に実施しました。これまでの誘致活動の成

果として、大型企業を立地することができ、市内高校新規卒業者の

就職に繋がりました。

　農工団地については、問い合わせ等はあるものの立地には至って

おらず、長期スパンで誘致活動を継続するとともに、可能性が高い

地区から優先的に進めていきます。

　市内企業の紹介や周知活動では、「味覚の企業紹介展」に来場さ

れた多くの方々に、市内食品製造企業をＰＲすることができました。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　篠山市へ企業を誘致するため、市長によるトップセールスを本格的に実施し230件を越える訪

問を行いました。また、農工団地への企業誘致を実現するため、農工団地指定篠山中央地区

では、食と農をテーマにした新たな工業団地構想の素案をまとめ、また、農工団地指定犬飼・初

田地区においては、対象となる土地の調査や造成工事の概略設計など、条件整備に取り組み

ました。市内誘致の実績として１件の大型企業立地が成り、市内高校の新規卒業者7名の就職

につながるなどの成果がありました。

　市内企業の支援については、篠山市企業紹介ガイドブックの作成や、高校生対象の企業見

学会、企業紹介セミナー等への開催支援などを行うことで、市内企業の情報を的確に発信し、

市内高校の新規卒業者７名の就職に繋げました。また、平成23年度にはじめて丹波ささやま味

まつりの期間中にあわせて開催した｢味覚の企業紹介展｣には5000人以上の来場者があり、市

内食品製造企業の大きなＰＲにつなげることができました。このほか、新たな生産基盤の確立と

雇用機会の創出を図るため、工場等施設整備奨励金・雇用促進奨励金を支給することで、市

内企業の振興に向けて積極的に取り組みました。

　課題としては、これまで企業誘致に取り組んできていますが、農工団地への企業立地には

至ってはいません。企業に注目してもらうため、篠山ならではの食と農を生かした企業誘致を推

進するとともに、平成２４年度から設置している｢篠山市企業振興と雇用拡大戦略会議｣におい

て、市内企業の振興と企業誘致、雇用施策のあり方等について、長期的な視野に立った今後

の方向性を再度検討いたします。

指標の説明

市内での新規事業所の立地数

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　既存企業の振興と新たな企業の誘致により雇用を創出するとともに、1次産業から3

次産業までが連携し、それぞれの産業の特色を生かしながら、地域産業全体を振興する

取り組みを進めます。また、中心市街地を中心にまちのにぎわいを創造します。

備考

※（）は累計数値

施策名施策名施策名施策名

○ 全市域を産業集積区域に指定していますが、特に重点的に企業立地を図る区域と

　 している3つの農工団地や遊休工場用地への企業誘致を進めます。

○ 市内企業の紹介や周知に取り組むことで、市民に企業情報を適切に伝え、人材の

　 育成・確保と地元定着を図ります。

関係課：評価担当課名：企業振興課

基本計画掲載

　P.108・109

①①①①　　　　企業振興企業振興企業振興企業振興・・・・誘致誘致誘致誘致でででで雇用雇用雇用雇用をををを生生生生みみみみ出出出出しししし、、、、働働働働くくくく人材人材人材人材をををを結結結結ぶぶぶぶ

市内事業所の新規雇用者数

ハローワーク篠山での就

職実績

※（）は累計数値

市内での新規事業所の立

地に伴う雇用者数

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

52101 件

2

（3）

１

（４）

2

（13）

△ B

52102 人 40 15 20 ○ B

52103 枚 1,000 1,000 － － B

52104 社

50

240

70

236

－ － B

52105 社 260 198 － － D

52106 箇所 5 20 － － B

52107 社 － 7 － － B

52108 － － － － － B

52109 － － － － － B

52110

社

人

－

29

15

－

未実施

18

－

－ － B

52111 － － － － － B

52112 人 72 136 － － D

52113 人 2 3 － － D

52114 人 116 112 － － B

52115 科目 6 6 － － B

52116 － － － － － B

52117 － － － － － B

52118

52119

52120

52121

52122

52123

52124

52125

52126

52127

52128

52129

52130

52131

52132

52133

52134

52135

22年工業統計調査事業 159 －

篠山技能高等学院運営管理事務 3,033 受講課程数（種別）

篠山市産業活性化支援事業 9,794 －

ふるさと雇用再生事業 238

事業実施に伴う新

規雇用者数

丹波杜氏組合事務局業務 576 会員数

企業紹介ガイドブック 1,425 －

緊急雇用創出事業 1,191

事業実施に伴う新

規雇用者数

企業誘致サイト刷新事業 1,197 －

地域人材確保事業 1,869

参加企業数

参加者数

－

企業紹介・出展事業 2,542 出展企業数

農工団地地権者調査事業 4,553 －

市外企業訪問誘致事業（委託） 7,775 企業訪問社数

市内遊休地調査事業 2,816

市内遊休地調査件

数

企業誘致パンフレット作成事業 1,531 パンフレット作成数

企業訪問誘致事業（直営） 3,988 企業訪問社数

工場等施設整備奨励事業 2,537 企業立地件数

雇用促進奨励事業 4,097 新規雇用創出数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

522

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

食料品製造業におけ

る製造出荷額

万円 991,619 －
1,000,000

－

②

地域資源活用事業や農商

工連携事業の認定数

件

1

(2)

4

(6) (10)

△

③

食未来塾等への参加

者数

人 26 36 40 ○

中項目

Ⅴ．活力ある産業を興し、まちの資産を生かすまち

2．ものづくりと商いで丹波篠山を興す

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　特産物の６次産業化を目指し、農業者、商工関係者等と連携しな

がら「食の未来塾」や「丹波篠山まるごと丼」に取り組みました。今後

の展開として、民間活力の主体的な取り組みを伸ばすため、６次産

業化に向けた技術取得、開発研究等のためのセミナーや支援等を

引き続き行っていく必要があります。また、地域特産を活用して事業

化しようとする起業家に対して、支援制度を検討していきます。

　食品加工業の企業誘致に関しては、企業側からの問い合わせが

あるものの立地には至っておらず、今後とも誘致活動を強化してい

く必要があります。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　6次産業化への取り組みについては、「丹波篠山食の未来塾」や「篠山まるごと丼」の取り組み

を継続的に実施しています。

　また大山地内のコミュニティーキッチン結良里では、平成２４年２月「とふめし」の商標登録を受

けました。

　今後、市民自らが6次産業に取り組める環境づくりをすることが課題と考えます。

 平成２１年に策定した企業立地促進法に基づく「篠山市地域産業活性化基本計画」におい

て、篠山市の進める産業集積の二つの方針の内ひとつを「丹波黒豆に代表される『丹波篠山ブ

ランド』農産物を活かし、『アグリ産業クラスター』を構築する中で食品加工から化学・繊維・医薬

品等に及ぶ関連産業の集積を目指す。」としていました。その目標達成のため、誘致を進める

三つの農工団地で、食品加工業等の立地には不可欠の地下水の調査を進め、特に地下水が

豊富な農工団地中央地区を食と農の工房団地「農都の森」として、２００社を超えるトップセール

スを行いました。しかしながら、現時点では、企業側からの現地視察等を受けているものの立地

には至っておらず、さらなる誘致活動が必要となっています。

　創造都市ネットワーク推進事業によって、篠山らしい創造的なまちづくりを推進するため、ワー

クショップやフォーラムを開催するとともに、次年度以降は委員会を設置し、ビジョンや基本方針

をまとめていきます。

指標の説明

工業統計市町村データに

よる食料品製造・出荷額

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　既存企業の振興と新たな企業の誘致により雇用を創出するとともに、1次産業から3

次産業までが連携し、それぞれの産業の特色を生かしながら、地域産業全体を振興する

取り組みを進めます。また、中心市街地を中心にまちのにぎわいを創造します。

備考

H２３未公表

施策名施策名施策名施策名

○ 生産から加工・流通までの一連の体制を整備し、特産物の６次産業システムの構築

　 をめざします。

○ 市内で生産される農産物を活用した食品加工等を行う企業立地に向けた取り組みを

　 進めます。

関係課：企業振興課 企画課評価担当課名：農都創造課

基本計画掲載

　P.110・111

②②②②　　　　食食食食とととと農農農農とのとのとのとの連携連携連携連携によるによるによるによる新新新新しいしいしいしい産業産業産業産業をつくるをつくるをつくるをつくる

※（）は累計件数

農商工連携、６次産業法に

基づく事業計画の認定数

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

52201 品 1 1 3 ○ B

52202 － － － － △ A

52203

52204

52205

52206

52207

52208

52209

52210

52211

52212

52213

52214

52215

52216

52217

52218

52219

52220

52221

52222

52223

52224

52225

52226

52227

52228

52229

52230

52231

52232

52233

52234

52235

伝統食に光プロジェクト事業 2,141 メニュー開発数

創造都市ネットワーク推進事業 3,061 －

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

523

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

① 空き店舗活用件数 件

3

(5)

4

(9)

3

（20）

◎

②

商工会商業観光部

会会員数

人 384 891 900 ○

③

チャレンジショップ等

の開催日数

日 21 14 50 △

中項目

Ⅴ．活力ある産業を興し、まちの資産を生かすまち

2．ものづくりと商いで丹波篠山を興す

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　篠山らしい中心市街地のまちづくりを実現するため、中心市街地

活性化協議会を立ち上げ、法に基づく基本計画（案）の策定にあた

りました。しかし、古民家改修を中心とした空き店舗活用などの市が

目指すまちづくりの方向性と、国の支援制度が合致しないため、商

業者や住民の方々と今後の方向性について意見交換を重ね、篠山

独自の施策を展開する必要があります。

　また、商工振興の基本理念を定め、商工業者と市民が連携協働し

て地域振興に取り組むための条例制定に向けて、委員会を設置し

協議を行いました。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　商店街に元気あふれるにぎわいを創造するために、空き店舗物件や出店希望者の情報共

有、中心市街地における空き店舗出店者への助成金、各商店会等の年末大売出しや店舗紹

介冊子などの販売促進活動助成金の交付を、商工会と連携して取り組みました。また、その他

の商工会に対しても、地域の魅力を発掘するために丹南、今田、篠山、西紀の地域活性化に

寄与するイベント及び活動や人材育成を目的とする新規就職者研修及び技術者研修などの事

業へ支援を行いました。

　中心市街地活性化については、経済産業省が考えるところである集客施設の建設や売上増

加を見込んだ事業などの執行に対し、篠山市で考える古民家改修を中心とした空き店舗活用

やまちなみ整備など篠山らしい中心市街地のまちづくりが合致しないため、中活法に基づく基

本計画の認定を受け活性化を目指す方針を転換しました。今後、篠山らしい中心市街地のまち

づくりに向けて、関係団体と議論を深めていきます。

　商工業者が市民と連携協働して地域振興に取り組むことを謳う、（仮称）商工業振興基本条例

を２５年度制定に向けて委員会を設置し協議を行っています。課題である条例の実効性につい

ても委員会で検討します。

　チャレンジショップについては、篠山特産を使用した加工品等のPRを行うとともに篠山東雲高

校との連携による新たな加工品開発を進めている状況であるが、開発までは至っていない。

指標の説明

商工会に登録している空

き店舗の開店数

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　既存企業の振興と新たな企業の誘致により雇用を創出するとともに、1次産業から3

次産業までが連携し、それぞれの産業の特色を生かしながら、地域産業全体を振興する

取り組みを進めます。また、中心市街地を中心にまちのにぎわいを創造します。

備考

※（）は累計件数

施策名施策名施策名施策名

○ 商工会と連携して篠山市の地域特性にあった商業施設の立地・展開を進めます。

○ 地域の魅力を掘り起こし、滞在型観光まちづくりを進め雇用を創出するとともに、

　 人が集まる特性を生かして特産販売や情報発信など、市内の他の地域と連携した

　 持続的な市街地づくりを進めます。

関係課：農都創造課 地域計画課 企業振興課評価担当課名：商工観光課

基本計画掲載

　P.112・113

③③③③　　　　魅力魅力魅力魅力あるあるあるある商商商商とととと中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のにぎわいをのにぎわいをのにぎわいをのにぎわいを興興興興すすすす

チャレンジショップ等の開催日数

H24から部会が合併した

ため増加した。

篠山市商工会商業観光部会

に所属している会員数

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

52301

回

件

5658

17

6417

21

－ － B

52302 件 3 4 3 ◎ B

52303 件 78 43 － － B

52304 － － － － － B

52305 回 4 4 － － B

52306 人

87900

18

69629

96516

24

74839

－ － B

52307 人 3,100 3,224 － － B

52308 － － － － － B

52309 － － － － － B

52310 品 1 1 3 ○ C

52311

52312

52313

52314

52315

52316

52317

52318

52319

52320

52321

52322

52323

52324

52325

52326

52327

52328

52329

52330

52331

52332

52333

52334

52335

24年経済センサス調査事業 871 －

【再掲№52201】

伝統食に光プロジェクト事業

2,141 メニュー開発数

酒造記念館運営管理業務 79 入館者数

産業活性化事業 1,044 －

量目検査業務 397 検査実施店舗数

商工振興施設運営管理業務 43,611

利用者数

陶芸教室参加者数

入園者数

融資事務 238 認定件数

（仮称）篠山市商工業振興基本条

例策定業務

1,184 －

商工会支援事業 35,649

指導回数

補助事業件数

中心市街地活性化事業 2,385 空き店舗活用件数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

531

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

① 宿泊客数 千人 144 130 153 ○

② 観光ガイド利用者数 人 13,589 8,292 8,000 ○

③

市営駐車場利用件

数

件 35,396 38,134 31,670 ◎

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

関係課：評価担当課名：商工観光課

基本計画掲載

　P.114・115

①①①①　　　　丹波篠山観光丹波篠山観光丹波篠山観光丹波篠山観光のののの魅力魅力魅力魅力をををを引引引引きききき出出出出すすすす

指標の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　市民によるまちづくりの活動が光を放ち、その光に魅せられた観光客が何度も来訪す

るという両者の力で、環境と経済活動が調和した観光地を実現するため、「篠山ファン

の増加」「交流の促進」「地域力の向上」の考え方を基に観光まちづくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 地域の伝統的な行事や観光の視点による資源の掘りおこしなど、住民が主体的に

　 取り組むことで丹波篠山の活力と魅力を高めます。

○ 町並みの整備、良好な景観、有形無形の伝統文化を生かして、滞在時間の延長や

　 これまで埋もれていた丹波篠山の魅力を引き出します。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　篠山市の魅力である、歴史文化や生活文化をより多くの方々に知っていただくため、着地型

観光の取り組みを始めました。着地型観光とは、篠山市のことをよく知る地元事業者や市民が

関わり、自然や歴史文化などのふれあい体験を取り入れた旅行形態です。家族や小グループ

のリピーター観光客が多い篠山市の観光客層を対象として、観光事業関係者と「着地型事業検

討会議」を開催し、様々な取り組みを検討しました。

　篠山市の魅力を深く知っていただくためのガイドブック「明日、ささやまいこうかな」の発行や、

試験的な体験型観光プログラムの開催、イメージ映像による発信として「丹波篠山観光ＴＶ」を

制作し、youtubeによる映像配信を開始しました。

　また、新たな観光移動手段である「レンタサイクルえこりん」は、広報強化に努めることで、

3,482台（前年対比140％）を貸出しすることができました。

　地域の伝統行事などに集客するためには、トイレや駐車場、観光案内看板などを整備する必

要があるため、観光資源化が十分できていないことが課題となっています。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　「着地型観光」として、地元事業者や市民の豊富な知識を活かし、

篠山市の自然や歴史文化などと触れ合える観光スタイルに取り組

みました。実際の体験者から高評価を得ていることから、観光事業

関係者と「着地型事業検討会議」を開催し、らなる入り込み客の増

加に繋げるため、様々な取り組みを検討していきます。

　また、丹波篠山の魅力の発掘として、伝え方に磨きをかけるため、

イメージ映像やガイドブックなどを活用するとともに、まち歩きやレン

タサイクルなど篠山を味わっていただく手段を充実させました。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅴ．活力ある産業を興し、まちの資産を生かすまち

３．光輝く「ふるさと日本一」の丹波篠山を魅せる
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

53101 種類 0 4 － ◎ B

53102 台 2,500 3,482 1,400 ◎ C

53103  回 0 673 － ◎ D

53104 人 328,515 296,978 310,000 ○ B

53105

53106

53107

53108

53109

53110

53111

53112

53113

53114

53115

53116

53117

53118

53119

53120

53121

53122

53123

53124

53125

53126

53127

53128

53129

53130

53131

53132

53133

53134

53135

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

着地型観光事業[重点分野雇用創

造事業]

25,116 広報媒体制作数

レンタサイクルえこりん事業[重点

分野雇用創造事業]

1,649 利用台数

オススメ観光PR事業[重点分野雇

用創造事業]

1,429 映像視聴数

温泉活性化事業 794 入湯者数
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施策

№

532

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

観光総合パンフレット

配布数

部 12,000 20,500 30,000 △

②

観光写真素材の提供

件数

件 68 113 68 ◎

③

観光ポータルサイトア

クセス数

件 1,703,028 2,039,675 106,000 ◎

中項目

Ⅴ．活力ある産業を興し、まちの資産を生かすまち

３．光輝く「ふるさと日本一」の丹波篠山を魅せる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　メディアに対しての取り組みとして、旅番組やバラエティ番組への

取材協力等により、多くの方々に篠山市の魅力を伝えることができ

ました。映像での発信による効果は大きく、着実に篠山の知名度は

上がっていますが、現状に甘んじることなく今後も積極的に情報発

信に取り組んでいきます。

　また、篠山ファンを獲得するため、まるいのが県外へ出張して観光

ＰＲを行いました。観光情報サイトへのアクセス数は当初目標の約20

倍を達成していますが、アクセス数を維持するためにも、定期的な

更新により常に新鮮な情報を発信していく必要があります。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　旅行雑誌や女性向け雑誌などへの観光情報や写真の提供、取材対応にも積極的に取り組

み、多くの雑誌で無料で掲載いただきました。また、篠山市観光情報サイトの記事情報の充実

に努め、大幅にアクセス数を伸ばすことが出来ました。（前年対比150％）

　観光総合パンフレットは、高速道路のサービスエリアや新神戸駅などの交通拠点に配置し、多

くの方々に篠山市の観光情報を配信することができました。

　旅番組やバラエティ番組への取材協力による５件のテレビ放映や、１本の映画ロケ支援に取り

組み、篠山市の魅力を映像で伝えることができました。

　出張宣伝では、マスコットキャラクターまるいのと共に、神戸、京都、大阪駅などで観光PRを行

い、イベント情報などの観光宣伝を行いました。

　観光情報サイトへのアクセス数維持と、都市部でのパンフ配置先の確保が課題です。

指標の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　市民によるまちづくりの活動が光を放ち、その光に魅せられた観光客が何度も来訪す

るという両者の力で、環境と経済活動が調和した観光地を実現するため、「篠山ファン

の増加」「交流の促進」「地域力の向上」の考え方を基に観光まちづくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 観光専用のホームページの整備や、魅力ある観光パンフレットの作成を進めるととも

　 に、テレビや雑誌など各メディアや旅行会社に対し、積極的に情報発信を行います。

○ 多くの篠山ファンを獲得するため、丹波篠山のシティ・セールスの強化と積極的

　 かつ絞り込んだイメージ戦略を進めます。

関係課：評価担当課名：商工観光課

基本計画掲載

　P.116・117

②②②②　　　　丹波篠山観光丹波篠山観光丹波篠山観光丹波篠山観光のののの魅力魅力魅力魅力をををを広広広広くくくく伝伝伝伝えるえるえるえる

当初目標の約20倍を達成

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

53202

53203

53204

53205

53206

53207

53208

53209

53210

53211

53212

53213

53214

53215

53216

53217

53218

53219

53220

53221

53222

53223

53224

53225

53226

53227

53228

53229

53230

53231

53232

①13000

②320

③80

④35

⑤10

⑥7

⑦5

◎ B

①対応数

②情報掲載数

③宣伝回数

④出動回数

⑤ﾊﾟﾝﾌ設置箇所数

⑥出張PR回数

⑦ロケ対応数

件

件

回

回

箇所

回

回

①24839

②265

③15

④51

⑤－

⑥3

⑦8

①27507

②343

③30

④65

⑤－

⑥9

⑦6

53201

観光PR事業

 　①観光案内所運営事業

　　②観光ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ事業

　　③観光大使事業

　　④まるいの事業

　　⑤観光ﾊﾟﾝﾌ制作広報事業

　　⑥観光PR事業

　　⑦ロケ誘致事業

24,073

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

533

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

観光案内ボランティ

アガイド登録者数

人 69 68 68 ◎

②

おもてなし研修会の

開催数

回 1 1 1 ◎

③ 観光者入り込み数 千人 2,043 2,473 2,012 ◎

中項目

Ⅴ．活力ある産業を興し、まちの資産を生かすまち

３．光輝く「ふるさと日本一」の丹波篠山を魅せる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　来訪者に「もう一度行きたい」と思ってもらえる環境を整えるため、

「丹波篠山おもてなしセミナー」を開催するなど、接遇マナー向上を

図りました。

　外国人観光客の受け入れについては、外国語表記のパンフレット

を観光案内所に配置していますが、受け入れには宿泊施設の意向

や環境整備が必要になることから、市内宿泊事業者との連携が必

要になります。

　地域イベントでは、様々な地縁の団体が中心になって行われ、そ

れぞれが工夫を凝らし充実したものとなりました。各イベントのあり方

については、検証しながら更なる魅力の向上を図る必要がありま

す。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　これまでの大型イベント集客に加え、篠山市の歴史的な町並みを楽しむ観光客が増加し、篠

山城跡市営駐車場の大型観光バス台数も前年対比120％となっています。

　おもてなしの質を高めるため「丹波篠山おもてなしセミナー」を開催し、接遇マナーに加え観

光資源を学んでいただき、将来の観光ガイド育成を図りました。外国人の受け入れ態勢として、

英語、中国、韓国語のパンフレットを、観光案内所に配置しています。

　たきまつりや味覚フェアなどの地域イベントでは、小学生からお年寄りの方々まで地縁の団体

が中心になって、農産物販売や工夫を凝らしたイベントを開催し、都市住民との交流を図りまし

た。

　バスツアーの団体旅行者に何度も篠山市へ訪れていただくため、観光ガイドの育成や広報媒

体の制作を行っていく必要があります。

指標の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　市民によるまちづくりの活動が光を放ち、その光に魅せられた観光客が何度も来訪す

るという両者の力で、環境と経済活動が調和した観光地を実現するため、「篠山ファン

の増加」「交流の促進」「地域力の向上」の考え方を基に観光まちづくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 来訪者が「また、訪れたい」、「また、会いたい」と思える感動を与え、心に残る

　 交流を進めるため、丹波篠山の魅力増進と受け入れ環境を整えます。

○ 既存イベントの行い方を見直し、来訪者や市民にとって更に魅力が高い催しにして

　 いきます。

関係課：市民課評価担当課名：商工観光課

基本計画掲載

　P.118・119

③③③③　　　　おもてなしのおもてなしのおもてなしのおもてなしの環境環境環境環境をををを整整整整えるえるえるえる

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

53301

行：(3)1、

(4)57

万円 15 30 30 ◎ B

53302 行:(5)1 千円 130 130 130 ◎ B

53303 行:（４）57 人 2,500 2,592 2,600 ◎ B

53304 回 9 9 9 ◎ B

53305

回

件

回

1

1

1

1

0

1

1

－

1

△ B

53306 日 0 3 － ◎ D

53307 回 1 1 － ◎ D

53308 件 6 4 1 △ B

53309

53310

53311

53312

53313

53314

53315

53316

53317

53318

53319

53320

53321

53322

53323

53324

53325

53326

53327

53328

53329

53330

53331

53332

53333

53334

53335

観光経済効果調査事業 1,570 調査回数

観光施設整備事業 2,966 着工数

観光おもてなし事業 2,403

開催数

補助団体数

招聘数

ｲﾍﾞﾝﾄ渋滞対策事業 2,219 対策日数

味覚フェア楽市楽座補助金交付事

業

1,147 入込数

観光ｲﾍﾞﾝﾄ事業 35,440 開催数

城東味まつり補助金交付事業 697 補助金額

たきまつり補助金交付事業 527 補助金額

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

611

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

篠山再生計画（行財政改

革編）年度別効果額

千円 1,398,450 1,314,080 1,374,311
◎

② 実質公債費比率 ％ 23 23 23 ◎

③

ふるさと一番会議参

加者数

人 692 171 773 ○

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

目標値は市内20地区で開催した

場合としているが、Ｈ23は6地区

での開催とした。

関係課：企画課 総務課 秘書課評価担当課名：行政経営課

基本計画掲載

　P.120・121

①①①①　　　　市民市民市民市民のののの声声声声をををを生生生生かしてかしてかしてかして効果的効果的効果的効果的・・・・効率的効率的効率的効率的にににに行政経営行政経営行政経営行政経営するするするする

指標の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　情報の共有と交流を進め、市民や事業所のまちづくりへの参加の仕組みやルールを明

確にし、市民・事業者と行政の協働を推進して自治の確立を図ります。そのためにも、

効果的・効率的な行政経営とともに、市民から信頼され、親しまれる市役所づくりを進

めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 行政情報を公開するだけでなく適切な手段で市民に伝えるとともに、市民の意見を

 　聴く機会を設けてまちづくりに反映させていきます。

○ 篠山再生計画による改革を推し進め、歳入と歳出のバランスを均衡させる財政再建

　 を成し遂げます。

○ 限られた財源や資源を有効に活用し、市民サービスの向上を図るため、さらなる

　 行政経営の効率化と効果的な行政評価システムを構築していきます。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○市政の課題や篠山の教育などの情報を積極的に公開し、市民の皆様のご提言や質問に応

えるよう、中学校区ごとに「ふるさと一番会議」を開催しました。

○篠山再生計画（行財政改革編）については、平成20年度から新たな項目を追加しながら140

の改革項目に取組んでおり、毎年、進捗状況を市民等で構成される篠山再生計画推進委員会

において審議をいただき、市広報やホームページで広く公表しています。今後も、現在の取組

項目を引き続き実施することで着実に行財政改革を進めていきます。

○総合計画にもとづく施策の評価を行うことで、計画（基本構想・基本計画）の進行管理を行っ

ています。平成２３年度は全８１施策について評価を行い、結果をホームページで公表しまし

た。また、主要事業を計画的に進めるため第２次総合計画による施策体系のもと新たに実施計

画を策定し、毎年度ローリングを行うこととしました。今後は、計画＝評価＝予算を分かりやすく

再整理することで、ＰＤＣＡサイクルを構築し、効率的な行政経営を目指します。

○「こんにちは市長室」を、偶数月は本庁、奇数月は各支所で開催しました。開催日の案内は、

広報誌、ホームページ、支所でのポスター掲示、放送設備などで行い、多くの方に参加いただ

きました。市民の声を聴く良い機会となっているため、引き続き、さらに多くの方々に参加してい

ただけるよう、周知方法を工夫していきます。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　「ふるさと一番会議」、「こんにちは市長室」の開催は、市長をはじ

め市職員が市民の皆様から直接意見を聞ける良い機会であるととも

に、懇談の場でもあり、開かれた市政の礎となっており、今後も継続

し、さらに多くの市民の方々に参加していただけるよう努める必要が

あります。

　市の財政状況は、篠山再生計画の着実な実行により、少しずつで

はありますが改善に向かっています。今後は、総合計画・予算･行政

評価が連動した行政経営を目指します。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅵ．市民が主役、市民が主体でつくるまち

１．市民と市の関係を築き、市民主役のまちをつくる



施策評価シート（平成２３年度実施分事後評価） 611

《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

61101 回 2 2 2 ◎ B

61102 回 1 1 1 ◎ B

61103 － － － － － B

61104 件 85 85 41 ◎ B

61105

行(3)26、

２７、２８、

３１、３３

件 55 55 － ○ B

61106 行（６）８５ 件 4 4 4 ○ B

61107 行（６）７６ 件 108 105 － ○ B

61108 千円 1,398,450 1,314,080 1,374,311 ◎ B

61109 － － － － － B

61110 － － － － － B

61111 － － － － － B

61112 ％ 22.5 22.7 22.7 ◎ B

61113 ％ 85.2 － － － B

61114 ％ 256.4 － － － B

61115 － － － － － B

61116 千円 6,021,092 － － － B

61117 回 7 9 4 ◎ B

61118 % 100 100 100 ○ B

61119 施設 72 72 72 ◎ B

61120 行２７ ペ－ジ 428 376 432 ○ B

61121 － － － － － A

61122 － － － － － B

61123 回 20 6 6 ◎ B

61124 件 138 133 130 ◎ B

61125 件 69 72 72 ○ B

61126 件 19 6 10 △ B

61127 件 37 24 30 ○ B

61128 件 3 11 10 ◎ B

61129 人 110 104 120 ◎ B

61130 数 2,800 2,800 3,000 ○ B

61131

61132

61133

61134

61135

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

丹波の森構想の推進事業 7,956 連絡調整会議の数

総合計画の進捗管理と見直し業務 1,986

実施計画のローリ

ング

市名検討事業 933 －

行政評価実施事業 7,660

評価を実施した施策の

内、公表をした施策数

指定管理者制度事業 2,580

指定管理制度導入

施設数

広告事業 323 広告導入媒体数

補助事業審査・査定業務 1,129

「補助事業実施計

画書」提出数

篠山再生計画（行財政改革編）策

定・推進事業

6,959 年度別効果額

予算・決算に関する事業 8,699 －

予算執行管理業務 7,553 －

地方交付税事務 3,980 －

地方債・公債費事務 4,198 実質公債費比率

財政状況調査・公表事務 2,789 経常収支比率

財政収支見通し、健全化法関係事

務

5,171 将来負担比率

地方公会計制度事務 2,392 －

基金・債務負担行為事務 1,201 財政調整基金

出資法人経営審査事業 3,135 審査会開催回数

篠山丹南地区防災行政無線事業 3,397 無線整備率

地域イントラネット事業 25,090

イントラ網管理施設

数

市広報「丹波篠山」発行事業 18,837

年間広報紙総ページ

数（挟み込み含む）

市民べんり帳の修正・作成事務 397 －

自衛隊員募集事務 159 －

ふるさと一番会議 1,306 実施回数

陳情・要望事務 1,588 受付件数（暦年）

無料法律相談事務 775 相談件数

行政相談事務 487 相談件数

市民何でもご意見箱事業 397 受付件数

地域環境整備事業・苦情処理事業 1,852 実施件数

こんにちは市長室 1,885

こんにちは市長室

参加人数

市ホームページ作成事業 4,674

ホームページ更新

数
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施策

№

612

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

① 適正な職員数 人 472 459 450 ◎

②

本庁時間外窓口の取

り扱い業務件数

件 11 12 12 ◎

③ 電子入札の導入 ％ 0 48 90 ○

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

電子入札導入率

時間外（延長・日曜・電話

予約）取扱業務件数

関係課：全庁評価担当課名：職員課

基本計画掲載

　P.122・123

②②②②　　　　市民市民市民市民からからからから信頼信頼信頼信頼されされされされ、、、、親親親親しまれるしまれるしまれるしまれる市役所市役所市役所市役所をつくるをつくるをつくるをつくる

指標の説明

正規職員数

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　情報の共有と交流を進め、市民や事業所のまちづくりへの参加の仕組みやルールを明

確にし、市民・事業者と行政の協働を推進して自治の確立を図ります。そのためにも、

効果的・効率的な行政経営とともに、市民から信頼され、親しまれる市役所づくりを進

めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 市民から信頼され、みんなの暮らしのために行動できる市役所づくりを進めます。

○ 公正・適正な公務の大原則により、市民全体の奉仕者としての役割を果たします。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○職員数の適正化は、計画どおり進んでおり、平成２３年４月１日現在で４５９人と、前年度と比

較して１3人減少しました。

○職員の接遇改善については、新たに職場接遇推進員の配置と職場接遇研修の実施、また、

管理職による週初め朝のあいさつ運動を実施しました。

○人事評価制度については、新たに評価者と被評価者との面談による評価結果のフィードバッ

クを導入し、評価制度の改善及び職員の資質向上に繫がりました。

○電子入札については、工事分野の入札に本格導入しました。今後は、設計業務等の分野へ

の導入も検討していきます。

○市税の公平な負担を確保するため、未納者への催告、滞納処分を実施し、未収金の圧縮に

努めます。

○時間外窓口取扱業務の拡充について、収税業務及び住民異動届の業務を拡充しました。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　時間外窓口取扱業務において、収税業務及び住民異動届の業

務を拡充しました。市税の確保は市の重要な課題であり、未収金の

回収に向け、厳正に対応してく必要があります。

　職員の定員適正化については平成23年4月1日現在で４５９人とな

り、計画通り進んでいます。今後は、少数精鋭の組織として、業務の

効率化や職員の能力を引き出せる人事システムづくりに引き続き取

り組みます。

　また、市民の方にこれらの取り組みを知っていただくために、HPに

よる情報発信や、電子入札などITを活用した開かれた業務を、さら

に進めていきます。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅵ．市民が主役、市民が主体でつくるまち

１．市民と市の関係を築き、市民主役のまちをつくる
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

61201 － － － － ◎ B

61202 件 20 32 － － B

61203 件 0 1 － － B

61204 － － － － － B

61205 数 29 29 29 ◎ B

61206 人 31 52 119 △ B

61207 千円 1,756,850 1,703,644 － － A

61208 千円 1,664,174 368,862 － － A

61209 千円 111,801 113,230 － － A

61210 千円 261,951 294,360 － － A

61211 人 2,353 2,786 － － A

61212 千円 890,712 866,764 － － A

61213 千円 1,249,408 1,268,842 － － A

61214 千円 568,816 562,248 － － A

61215 千円 53,255 20,106 － － A

61216

「行+７７」

「行+７８」

％

市税：現年

98.4％、滞

繰29.7％

国保：現年

92.6％、滞

繰15.5％

市税：現年

98.3％、滞

繰23.9％

国保：現年

92.6％、滞

繰16.2％

市税：現年

98.2％、滞

繰22.0％

国保：現年

95.1％、滞

繰18.8％

○ B

61217 行18～20

人

件

人

人

人

472

40

351

21

60

459

40

363

13

51

450

40

360

－

50

○ A

61218 人 1,101 1,100 － － B

61219 人 475 461 452 ◎ B

61220 千円 41,787 43,989 41,787 ○ B

61221 千円 17,143 61,885 17,143 ◎ B

61222 日 393 398 390 ◎ B

61223 ％ 0 48 90 △ B

61224 － － － － － B

61225 － － － － － B

61226 － － － － － B

61227 － － － － － B

61228 － － － － － B

61229 － － － － － B

61230 － － － － － B

61231 － － － － － B

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

政策課題研究事業 597 －

情報公開制度運用事務 1,609

公文書公開請求件

数

個人情報保護制度運用事務 1,588

個人情報開示請求

件数

高等学校振興会補助事業 1,267 －

電算運用業務 91,132

主要基幹システム

の保守管理数

統計調査員の確保、管理事業 1,191 登録調査員数

個人市民税の賦課事務 14,430 調定額（現年・過年）

法人市民税の賦課事務 1,803 調定額（現年・過年）

軽自動車税の賦課事務

（コンビニ収納開始・オリジナルナン

バープレート製作）

433 調定額（現年・過年）

たばこ税・入湯税の賦課事務 20 調定額（現年・過年）

確定申告・市民税申告相談全般に

関する事務

1,352 申告相談人数

土地の評価に関する事務 0 調定額（現年・過年）

家屋の評価に関する事務 0 調定額（現年・過年）

償却資産に関する事務 0 調定額（現年・過年）

固定資産税の評価替えに関する

事務

20,106 H24評価替え業務

徴収業務（現年・過年度） 595,069

徴収率（市税：国保

税）

人事・給与事務 40,921

正規職員数

統計調査数

非常勤嘱託員数

受験者数

申告者数

職員研修事務 8,637 参加者数

職員の福利厚生事務 6,148 受診者数

本庁舎・第2庁舎管理事務 45,439 直接事業費

財産管理事務（土地・建物） 20,492 売却・貸付収入

市バス運行管理業務 10,341 運行日数

入札・契約の適正化業務 21,745 電子入札導入率

公金の管理・調達事務 6,464 －

決算調整事務 1,588 －

定期監査業務 3,060 －

財政援助団体監査業務 3,041 －

例月出納検査業務 1,739 －

決算審査業務 2,822 －

住民監査請求に基づく監査業務 2,383 －

職員団体の登録業務 1,095 －
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《施策を構成する事務事業》

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

61232 － － － － － B

61233 － － － － － B

61234 － － － － － B

61235 － － － － － B

61236 － － － － － B

61237 － － － － － B

61238 行：（6）7 － － － － － B

61239

行：（4）

90・97

人 314 422 500 ○ B

61240 行：(3)1 － － － － － B

61241 行:(3)１ － － － － － B

61242 行：（３）１ － － － － － B

61243 行:(3)１ － － － － － B

61244 行:(3)1 － － － － － B

61245

行：（４）

25・26

－ － － － － B

61246 人 10,183 10,200 10,500 ○ B

61247

61248

61249

61250

61251

61252

61253

61254

61255

61256

61257

61258

61259

61260

61261

61262

61263

61264

61265

61266

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

管理職員等の範囲決定業務 1,087 －

選挙管理委員会事務 4,637 －

兵庫県議会議員選挙業務 2,857 －

農業委員会委員選挙業務 1,539 －

市議会議員選挙業務(準備） 4,704 －

固定資産評価審査委員会事務 1,168 －

戸籍・住民票等関連業務 54,043 －

総合窓口業務 22,456

延長及び日曜来庁

者数

城東支所窓口業務 12,448 －

多紀支所窓口業務 10,509 －

西紀支所窓口業務 9,890 －

丹南支所窓口業務 20,198 －

今田支所窓口業務 10,244 －

支所管内公共施設管理事務[西紀]

　庁舎・しゃくなげ会館・高齢者ｺﾐｭｾﾝ

2,833 －

支所管内公共施設管理事務[今田]

　庁舎JA・今田まちづくりセンター

3,922 施設利用者数
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施策

№

613

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

（仮称）市民参画・協

働プランの策定

- 検討 検討 策定 －

②

（仮称）地区まちづく

り条例の制定

- 検討 検討 策定 －

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

制定年次

関係課：総務課 企画課評価担当課名：市民協働課

基本計画掲載

　P.124・125

③③③③　　　　参画参画参画参画・・・・協働協働協働協働のまちづくりののまちづくりののまちづくりののまちづくりの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを整整整整えるえるえるえる

指標の説明

策定年次

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　情報の共有と交流を進め、市民や事業所のまちづくりへの参加の仕組みやルールを明

確にし、市民・事業者と行政の協働を推進して自治の確立を図ります。そのためにも、

効果的・効率的な行政経営とともに、市民から信頼され、親しまれる市役所づくりを進

めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 市民と市の関係を改めて整理し、既存制度の見直しと必要な制度の導入を検討

　 します。

○ 市全体のまちづくりと特性に応じた地区まちづくりを進めるため、計画づくり、

　 実施方法、支援体制などを総合的に検討していきます。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　市民や事業所のまちづくりへの参画と協働はすでに根付いているものの、その仕組みが定か

でないため、参画と協働のあり方の指針を明確化していく必要があります。

　地区のまちづくりについては、まちづくり協議会が中心となり活動を推進しています。しかし、

発足からの年数とともに役員の交代もあり、初期の地区の目標が曖昧なものになりがちです。そ

のため、まちづくりの目標などについて、地区内で共有化を図るとともに明文化する必要があり

ます。さらに、持続的な活動を推進していくために、「地区のまちづくり計画」の策定が必要であ

り、平成２３年度は、まちづくり条例の制定に向けた協議を、自治会長会及び１９地区のまちづく

り協議会と実施しました。

　また、制定から４年経過した自治基本条例の検証を行い、検証委員会から平成２３年１１月に

答申書を提出していただきました。その答申書に基づき、現行の自治基本条例に規定のない

「危機管理」「法令遵守及び公益通報」の２項目について、新たに自治基本条例に規定するな

ど、平成２４年３月に見直しを行いました。

　そして篠山市住民投票条例（仮称）策定に向けた検討委員会を平成２４年１月に設置し、同年

１２月の報告書の提出に向けて検討委員会を開催し審議等を進めています。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　自治基本条例の検証を行い、現行の自治基本条例に規定のない

「危機管理」「法令遵守及び公益通報」の２項目について、新たに規

定するなど、見直しが完了しました。

　地域における参画と協働の担い手である「まちづくり協議会」につ

いては、持続的な活動を推進するための基盤となる｢地区のまちづく

り推進条例」の制定に向け、準備を進めました。19地区すべての「ま

ちづくり協議会」と「自治会長会」を対象に個別の説明会を開催し、

各地区の意見や意向を聞き、それらを活かした内容とするよう努め

ました。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅵ．市民が主役、市民が主体でつくるまち

１．市民と市の関係を築き、市民主役のまちをつくる
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

61301 － － － － ◎ C

61302 － － － － － B

61303 － － － － － B

61304

61305

61306

61307

61308

61309

61310

61311

61312

61313

61314

61315

61316

61317

61318

61319

61320

61321

61322

61323

61324

61325

61326

61327

61328

61329

61330

61331

61332

61333

61334

61335

参画・協働プラン策定事業 － －

地区まちづくり条例制定事業 － －

自治基本条例推進事業 2,164 －

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

621

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

地区のまちづくり計

画策定数

団体 － － 19 △

②

実践学習会・まちづくり協

議会連絡会の開催数

回 8 6 8 ○

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性
これまで

以上に

力をいれる

↑↑↑↑

関係課：全庁評価担当課名：市民協働課

基本計画掲載

　P.126・127

①①①①　　　　まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり協議会協議会協議会協議会やややや自治会活動自治会活動自治会活動自治会活動をををを支援支援支援支援するするするする

指標の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　市民と行政が意見を出し合い、共に責任ある役割を担うとともに、市民や企業、篠山

ファンなど、さまざまな主体が一緒になって、知恵を出し合いながらまちづくりを進め

るため、市民団体の活動を支援するとともに、大学・企業や他の市町村と連携してまち

づくりを進めます。

備考

市の計画策定は、平成２４年度

から実施。それ以前は県自立計

画に基づく指標のため対象外

施策名施策名施策名施策名

○ 市内すべての地区でまちづくり協議会が設立され、地域コミュニティ再構築の

　 基盤が整う見込みとなったことから、地区ごとの計画づくりをはじめ、取り組み

　 を支援していきます。

○ 地区の地域力を高める主体的な取り組みに対して支援策を整備するとともに、

　 ＮＰＯ，ボランティア団体などのテーマ型組織との連携を推進します。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　まちづくり協議会等への支援の取組は、実践学習会を６回開催し、情報提供として他地区まち

づくり協議会が発行する機関誌や行政からの情報などを毎月送付するなど情報の共有化を図

りました。

　また、各まちづくり協議会の活動指針となる地区まちづくり計画が必要であるため、地区のまち

づくり推進条例の制定に向けた説明会を各地区で開催し、今後は計画の策定や、それに基づ

く活動を支援していく必要があるとともに、引き続きまちづくり協議会には、財政的支援、人的支

援、情報支援を行います。

　自治会活動への支援については、自治会で開催されている住民学習会、安全・安心な地域

づくりのための防災マップの作成などの活動支援を行いました。

　

　その他、地縁型組織とテーマ型組織、双方の活動を活性化させるため、融合を図っていく必

要があります。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　まちづくり協議会に対しては、財政・人・情報の３点における活動

支援を行っています。今後は、各まちづくり協議会の活動指針とし

て 「地区まちづくり計画」を策定することで、各地区におけるまちづく

りの理念や方向性を共有化・明文化し、良好なまちづくりを推進する

必要があります。このため、計画の策定から活用に至るまでの持続

的な支援体制の整備、充実を図ります。

　また、取り組みの活性化に向けて、まちづくり協議会などの地縁型

組織と、ＮＰＯ法人等のテーマ型組織との連携を推進していく必要

があります。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅵ．市民が主役、市民が主体でつくるまち

２．市民活動を支援し、市民主体のまちをつくる
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

62101 自治会 4 7 5 ◎ B

62102 件 6,305 6,453 6,305 ◎ B

62103 － － － － ○ B

62104 － － － － ○ B

62105 地区 19 19 19 ◎ A

62106 － － － － ◎ B

62107 地域 19 19 19 ◎ B

62108 － － － － ○ B

62109 － － － － ○ D

62110 地区 0 0 2 △ A

62111 － － － － - B

62112 件 0 0 2 △ B

62113

62114

62115

62116

62117

62118

62119

62120

62121

62122

62123

62124

62125

62126

62127

62128

62129

62130

62131

62132

62133

62134

62135

地域サポート職員制度事務 794 －

酒井貞子人材育成基金事業 794 申請件数

地域アドバイザー配置業務 873 －

後川・雲部小跡地利用計画事業 1,722

跡地利用計画の策

定地区

県民交流広場事業推進事務 1,351 事業採択数（累計）

丹波の森大学事業 318 －

まちづくり協議会事務 36,792

協議会設立数（累

計）

ふるさと自立計画推進モデル事業

交流・拠点等整備費

1,276 －

自治会行政事務 51,404 －

篠山市自治会長会事務局事務 6,126 －

集落における公共的施設建設助

成事業

4,061 助成自治会数

コミュニティセンタ－管理業務 12,064 利用件数

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

622

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

市民プラザの登録団

体数

団体 47 78 120 △

② 市民プラザの利用人数 人 1,498 4,783 5,000 ○

③ 研修会参加者数 人 - 60 70 －

総合評価総合評価総合評価総合評価

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

（市民プラザの実績）

関係課：全庁評価担当課名：市民協働課

基本計画掲載

　P.128・129

②②②②　ＮＰＯ　ＮＰＯ　ＮＰＯ　ＮＰＯややややボランティアボランティアボランティアボランティア団体団体団体団体などのなどのなどのなどの活動活動活動活動をををを支援支援支援支援するするするする

指標の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　市民と行政が意見を出し合い、共に責任ある役割を担うとともに、市民や企業、篠山

ファンなど、さまざまな主体が一緒になって、知恵を出し合いながらまちづくりを進め

るため、市民団体の活動を支援するとともに、大学・企業や他の市町村と連携してまち

づくりを進めます。

備考

施策名施策名施策名施策名

○ 市内には福祉、環境、国際交流、まちづくりを進める市民団体が数多くあり、情報

　 発信等によりそれらの活動を支援します。

○ 市役所全体で業務に関係する市民団体と連携、支援します。

○ まちづくり協議会などの地域コミュニティとの連携を推進します。

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

　市民活動を支援する「篠山市民プラザ」を平成２２年に設置し、その後、福祉、文化、環境など

のまちづくりを進める７８の市民団体が登録されました。篠山市民プラザでは、各団体からの相

談やＮＰＯ法人の設立支援をはじめ、ＨＰや情報掲示板による登録団体の情報提供や、団体と

団体をつなぐ中間支援活動を積極的に行っています。

　さらに充実した支援を行うため、情報のデーターベース化を進めていく必要があります。

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　ＮＰO法人やボランテイアグループの活動は年々幅が広がり、かつ

活性化を見せていますが、篠山市民センターに設置した「篠山市民

プラザ」には、福祉、文化、環境などのまちづくりを進める市民団体

が登録されており、市は、中間拠点として情報提供や団体同士の交

流などを支援しています。団体と団体を繋ぐ取り組みの結果として、

横断的な連携やコラボレーションが誕生しており、今後も重要性が

高まると見られるため、積極的な情報提供と取り組みの拡充を目指

します。

計画通り

進める

○

－

中項目

Ⅵ．市民が主役、市民が主体でつくるまち

２．市民活動を支援し、市民主体のまちをつくる
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

62201 団体 47 78 120 ○ A

62202 － － － － ◎ B

62203 － － － － ○ B

62204

62205

62206

62207

62208

62209

62210

62211

62212

62213

62214

62215

62216

62217

62218

62219

62220

62221

62222

62223

62224

62225

62226

62227

62228

62229

62230

62231

62232

62233

62234

62235

緑化関連事業 476 －

市民プラザ運営事業 1,983 会員数(団体数)

コミュニティ助成事業 953 －

活動指標

事業の

方向性

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）
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施策

№

623

単位

H22

実績値

H23

実績値

H27

目標値

対H27

達成度

①

姉妹都市へ新たに派

遣された市民の人数

人

22

(401)

29

 (430)

15

（502）

◎

②

高山市と新たに交流

した市民の人数

人

15

(48)

29

 (77)

125

（553）

△

③

大学と連携して取り

組んだ事業件数

件 3 8 5 ◎

中項目

Ⅵ．市民が主役、市民が主体でつくるまち

２．市民活動を支援し、市民主体のまちをつくる

構成事務事業

の妥当性

－

施策の達成度

　神戸大学とは互いにメリットのある連携活動を実施してきた結果、

学生の自主的な地域貢献活動も活発化しています。その他、各種

福祉団体とも連携しており、明るい地域社会づくりを目指します。

　国際姉妹都市であるワラワラ市との交流は、長年の実績があり順

調に推移しています。国内交流については、高山市との交流が進

み、さらに両市民の友好都市の機運が高まるよう、市民、団体間同

士の交流を推進していきます。また、東日本大震災を機に6市町と

結んだ災害時相互応援協定は、実効性を高めるために平素から情

報交換や交流の場を設けていきます。

計画通り

進める

○

－

施策の内容

（前期基本計画記載・取り組みの方向）

施策の実施状況

と課題

主な施策指標

○大学連携では、神戸大学篠山フィールドステーションを拠点に８つの共同研究、食農教育プ

ログラムを実施し、学生等による地域活動参加やオープンセミナーの開催、農業・まちづくり相

談等を行いました。結果、学生ボランティア活動等に広がりを見せていますが、長期視野に立っ

た持続的な協力関係の構築が課題です。

　また、デカンショ祭にあわせた「丹波篠山ふるさと大使大集合」の開催や多額の丹波篠山ふる

さと寄付をいただくなど、多くの方々に篠山市のまちづくりを応援いただきました。

○平成２３年度の国際交流実施状況は、ワラワラ市へ短期交換留学生を１０月に１４人受入れ、

３月に１７人を派遣しました。ホームステイによる市民同士の国際交流を行うことで、さまざまな人

とのつながりが広がっています。　また、国内姉妹友好都市提携を目指した高山市との交流は、

平成２３年度で３年目となります。お互いの味まつりへの出店と参加を通して、市民交流を中心

に実施しました。

　一方、篠山とゆかりのある都市とは、平成２３年度に６市町と災害時相互応援協定締結しまし

た。この災害時相互応援協定締結をきっかけに、市民交流を行います。

指標の説明

施策大綱大項目

中項目の基本方針

　市民と行政が意見を出し合い、共に責任ある役割を担うとともに、市民や企業、篠山

ファンなど、さまざまな主体が一緒になって、知恵を出し合いながらまちづくりを進め

るため、市民団体の活動を支援するとともに、大学・企業や他の市町村と連携してまち

づくりを進めます。

備考

※（）は累計数値

施策名施策名施策名施策名

○ 企業や大学、篠山を応援してくれる団体などと協働、連携して、互いの効果を高め

　 るなかで、まちづくりを進めていきます。

○ 姉妹交流都市、近隣自治体などと交流し、市民の国際交流を担っている篠山市姉妹

　 都市委員会の自主的な活動を支援しながら、さまざまな人とのつながりをもつとと

　 もに、外部の視点と力を生かしたまちづくりを進めます。

関連部局：企画課、福祉総務課評価担当課名：市民協働課

基本計画掲載

　P.130・131

③③③③　　　　さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな地域地域地域地域・・・・団体団体団体団体とととと連携連携連携連携してまちづくりをしてまちづくりをしてまちづくりをしてまちづくりを進進進進めるめるめるめる

※（）は累計数値

※（）は累計数値

施策の方向性

これまで通り

力を入れる
→→→→

総合評価総合評価総合評価総合評価
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《施策を構成する事務事業》

単位

H2２

実績値

H2３

実績値

H2７

目標値

対H2７

達成度

62301 件 137 142 50 ◎ B

62302 人 275 302 1,400 △ B

62303 回 2 4 4 ◎ B

62304 件 3 4 5 ○ A

62305 件 16 16 年度終了 － B

62306 件 7 12 － － B

62307 人 360 360 360 ◎ B

62308 人 10 7 10 △ B

62309 人 3 3 3 ◎ B

62310 人 2 3 3 ◎ B

62311 － － － － － B

62312 － － － － － B

62313 人 25 31 35 ○ B

62314 回 － 4 年度終了 － D

62315

62316

62317

62318

62319

62320

62321

62322

62323

62324

62325

62326

62327

62328

62329

62330

62331

62332

62333

62334

62335

事務

事業

№

事務事業名

再生

計画

市一般財源

〔人件費込〕

（千円）

活動指標

事業の

方向性

官学地域連携事業 8,804

地域づくり相談件

数

丹波篠山ふるさと応援団事務 5,421

ふるさと応援団員

数

地域間交流事業 1,429

地域間交流事業実

施回数（会議）

国内交流推進事業 3,549 交流件数

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ社会づくり実践ﾓﾃﾞﾙ事業 522 事業プラン件数

市保護司会補助事業 1,576 保護観察件数

市更生保護女性会補助事業 279 会員数

善意の日の表彰事業 553 受賞者

無年金外国籍高齢者等福祉給付

金支給事業

927 給付件数

福祉資金借入金利子補給事業 94 給付件数

県遺徳顕彰会負担金事業 161 －

丹有原爆被爆者会負担事業 179 －

【再掲№32301】

国際交流推進事業

5,515 参加人数

地域づくり活動支援モデル事業 1,000 活動回数


